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　パチンコ屋のＢＧＭが聞こえたような気がした。

　振り返ると、道の上に無む造ぞう作さに置いてあるドラム缶に人が群むらがっていた。ドラム缶の上には大きなラジオ。パチンコ屋の曲はそれから流れているのだった。

　ラジオは雑音がひどく、遠くからではうまく聞き取れない。よく聞こうとラジオに近づくと、大人達が大声をあげて喜んでいた。

　カーキ色の服――国民服を着た男達が歓かん喜きしている中、ラジオだけが淡々と雑音混じりの言葉をしゃべる。

「やった！　また勝利だ！」

「さすが我われらの艦かん隊たい！　このまま敵の本土に上陸だ！」

　吉よし永なが双ふた葉ばは軽く溜ため息いきをついた。

　ラジオの言葉は聞き取れなかったが、男達の喜びようから察するに、また日本軍がどこかの戦場で勝ったらしい。それでも平成の世を生きる双葉には、まるで野球の応援のようにしか見えなかった。

　小さな風が双葉のポニーテールを揺ゆらす。

　高速道路並みに広い道路を路面電車が通り過ぎていった。

　道路を縦じゆう断だんする線路の向こうには、低層の建物がたくさん建ち並んでいる。そのさらに向こうには木造の駅舎が見えた。どれも薄茶色い壁なので、どんより曇くもった空と相まって、とても寂さびしげに見える。

　静かで、そして暗かった。

　今も叫んでいるのはラジオの周囲の大人達だけ。ほかの人達は押おし黙だまったまま低い声で話している。

　たとえ天気が晴れていても、人々の顔は曇ったままだろう。この空を戦闘機の編隊が横切るかもしれないと考えると、とても安心できない。

　双葉の脳のう裏りに、数週間前の光景が見えた。

　全すべて焼かれた町。家をなくし、家族を亡くし、涙する人達を前にして、双葉は何もできなかった。そして何より、炎ほのおの熱さが頰ほおに残っている。あの赤い炎の色と熱は未いまだに忘れる事ができない。

　あんな時、いつも必ず助けてくれる存在があった。

　どんなに厳しい状況でも、全ての人を救ってくれる、仏ぶつ頂ちよう面づらの石像が。

「ガーゴイル……」

　つぶやいたが、返事はない。

　いつもだったらすぐ側そばで『どうした？』と聞き返してくるのに。

　そのガーゴイルの心は、今、ここに囚とらわれているのだ。

　昭和二十年。

　太たい平へい洋よう戦せん争そうまっただ中の日本に。

　この地じ獄ごくのような世界で、双葉は自分がここにいる理由を思い出す。

「……ガーゴイルにばっか頼ってちゃいけねーよな」

　ぱん、と自分の頰を叩たたく。

　そうだ。

　いつも助けてくれるガーゴイルがいたから、双葉はここにいる。

　そのガーゴイルを、今度は双葉が助けるのだ。

「隊長ー！」

　通りの向こうから、大勢の子ども達が土つち埃ぼこりを上げて走ってきた。みんな汚れた格好かつこうだ。大人達が呆あきれながらも、道の脇わきに退ひいている。

「おう、おめーら！」

　子ども達は双葉の周りに集まり、今日の指令を待っている。

　いつのまにか完全に双葉になついてしまった子ども達。彼らは、戦争で親と家をなくした孤児達だ。適材適所だからと、双葉は自みずから買って出てこの子達の面倒を見ているのだ。

　そうしているうちに、双葉にもこの世界で守るべきものができてしまった。

「でも、考えてみりゃ当たり前なんだよな」

　誰だれにだって守りたいものはある。

　ガーゴイルは双葉達を守る。双葉はこの子達を守る。

　戦争だって、この国を守るためにやっているのだ。

「隊長？」

「お、おう」

　子ども達の視線を受け、我に返る双葉。

「んじゃ、今日は何すっかなー」

　最近は、この子達に現代の遊びを教えるのが楽しくなっていた。

　道具を使わなくてもできる遊びもまだまだたくさんあるし、ここは遊び場が豊富だ。多少危険な遊びでも、文句を言うＰＴＡもいないし。

「双葉ちゃーん、みんなー！　ごはんにしよー！」

　上から声がかかった。

　見上げると、ビルの窓からユキが顔を出している。

　ユキはこの会社で働いているお姉さんだ。どういう関係なのかと詳くわしく聞かれたならば、兎と轉てん舎しやのお姉さんの息子の恋人――という回りくどい説明がいる。「近所のお姉さん」でも充分通じるだろうが。

　その兎轉舎のお姉さんは何をしているのかというと、このビルの持ち主である東ひがし宮みや雅まさ臣おみと何やら研究をしているようだ。ふたりとも錬れん金きん術じゆつ師しなので、話が合うのだろうと双葉は思っている。

　錬金術師でもなんでもない双葉とユキは、こうして自分にできる事をするだけだ。ユキはもともと雅臣の秘書のような仕事をしているが、その雅臣の命令で、双葉と一緒に子ども達の面倒を見ているのである。

「やったー！　ごはんだー！」

「メシメシー！」













　そしてガキ大将の双葉だろうが、メシを食わせてくれる人には誰も敵かなわないのであって。みんな我われ先さきにとビルの中へ入っていく。

「ユキ姉ちゃん――キー兄ちゃんの情報は？」

　双葉が尋たずねると、ユキは寂しそうに首を振った。

　某島の補給作戦で消息を絶った、ユキの恋人。

　兎轉舎のお姉さんの息子でもあるその青年は、今どこでどうしているのだろうか。

「ガーゴイルなら、探せるかもしれないんだけどな……」

　言っても仕方のない事だと思い、苦笑する双葉。

　冷たい風が吹いた。

　現実世界は秋だが、この世界はまだ春先だ。

　それでも風が冷たいのは、季節のせいだけではない気がするのだった。







　塹ざん壕ごうの中で倒れている男は、まだ若い少年兵だった。

「おい、立て！」

　少年兵の上半身を無理矢理起こし、積み上げられた土ど嚢のうに背中を押しつける。足を撃たれており、動脈から出血していた。

「くそっ！」

　持っていた包帯で思いきり止し血けつしようとするが、

「おい、おまえ！　もうそいつは助からん！　応戦しろ！」

　少年兵の隣にいた、この隊の隊長が怒ど鳴なった。

「助からない――？」

「そうだ！　どっちみち俺達は全滅だ！」

「そんな事はありません！」

　そう答えた瞬間、いきなり胸倉を摑つかまれた。

「口答えする気か貴様！　そもそもおまえ、どこの隊の者だ!?」

　そういえば、この隊長に自分の事を紹介していなかったと気づく。もともとこの部隊に所属しているのではない。戦場を彷徨さまよっている間に、偶然この隊が戦っているのを発見し、加勢に出たのだ。

「自分は――石いし川かわ小隊の高たか原はら喜き一いち郎ろう二等兵であります」

　彼、喜一郎は隊長の目を見て、素直に答えた。

　すると隊長は喜一郎ではなく、小隊の名前に興味を示したようだ。

「石川？　補給に来た石川さんか？」

「知り合いでありますか？」

「昔、一緒の部隊だったんだ。だけど五年前、石川さんだけ除隊したはずなんだ」

「隊長はまた召集されたと仰おつしやっておりました」

「そうか……それで、石川さんは？」

　喜一郎は首を振った。

「くそっ！」

　隊長が土嚢を拳こぶしで叩く。

「なんでこんな事に……！」

「伏ふせろ！」

　誰かの命令に従い、慌あわてて少年兵をかばうと、土嚢が爆発した。塹ざん壕ごうから外を見ると、米軍の兵隊が容よう赦しやなく小銃を撃っている。起伏の多い島ということもあり、向こうの方が高い位置にあるのだ。明らかにこらちが不利だった。

　寝そべるように伏せて、ようやく弾たまがしのげるくらい。それだとこちらが攻撃できない。近づかれて、今みたいに手しゆ榴りゆう弾だんを投げられたら全滅だ。

　周囲は山道。逃げられる場所もない。背中を見せた瞬間に撃たれるだろう。

「あいつら――！」

　生き残っているのは、隊長とこの少年兵と、自分と、あと二人。

　だが少年兵の命の灯火ともしびは、もう少しで尽きようとしている。

　真っ白な包帯はもう真っ赤に染まっていた。このままでは失血死するか――

「高原と言ったな」

「はい」

「見ての通りだ。そいつはもう駄だ目めだ。俺達だけでもなんとか――」

「いいえ、隊長殿。自分に任せてください」

　隊長が何か言う前に、喜一郎は自分の指を歯で傷つけた。真っ赤な血が人差し指をしたたり落ちる。

「舐なめるんだ」

　少年兵の乾かわいた唇くちびるに指を押し当てる喜一郎。

「お、おい、一体何を……」

　隊長もほかの兵隊も、喜一郎のしていることを不ふ思し議ぎそうに見ていたが、やがてその目は驚きよう愕がくに見開かれる。

　少年兵の唇に潤うるおいが戻り、青白かった頰に赤みがさしたのだ。脚あしの出血も止まっているようだ。

「こ、これは……！」

　一番驚いたのは、少年兵本人だろう。

「なんだか、身体からだが熱くなってきます！」

「お、おい高原とかいうの！　今、何をした!?」

「祖母に教わったまじないですよ」

　笑って噓うそをつく喜一郎。

　その笑いが部隊にも伝染したのか、ほかの兵隊の顔にも笑顔が浮かんでいた。

「よし、それではここを突破するぞ」

　機嫌を良くした隊長が三八式小銃を杖つえ代がわりに立ち上がろうとする。

「いけません、隊長殿！」

　止めたのは喜一郎だった。

「なんだと？」

「迎げい撃げきしても、すぐに敵の増援がやってきます！　ここは撤退てつたいして、本部に応援を要よう請せいしましょう！」

「馬鹿者！」

　少年兵の命の恩人である喜一郎。それでも隊長の鉄拳てつけんで殴なぐられた。

「ここで逃げたら、神国日本の徒として恥はじである！　たとえ殺されようとも、やつらのひとりやふたりくらいは道連れに……！」

「馬鹿はどっちだ！」

　喜一郎の手が、隊長の身体を突き飛ばす。

　倒れた隊長が起きあがって喜一郎を殴ろうとするが、その前に喜一郎の身体が吹き飛んだ。敵兵に撃たれたのだ。

「高原！」

　隊長が駆け寄るが、喜一郎はまた立ち上がる。弾は喜一郎の腹に命中していた。赤黒い血が軍服を汚し、鉄の匂においを放はなつ。

「逃げて……ください。逃げて、応援を呼ぶんです……！」

　土嚢の上に立つ喜一郎。

　良い的まとだとばかりに、さらに何発もの銃弾が喜一郎を貫つらぬいた。

「ひ、ひっ……！」

　そのおぞましさに、少年兵が腰を抜かす。

「逃げるんだ！　ここは俺が食い止めるから……！」

　肩を撃たれ、足を撃たれ、頭を撃たれても喜一郎は叫び続けた。流れる血と、貫通して飛び散る銃弾に少年兵だけでなく、部隊全員が震え上がった。

「お、おまえ、一体……何者なんだ!?」

「うるさい！　早く逃げろっ！」

　その姿に根こん負まけした隊長は、震える手で部隊に指示を出した。

「て、撤退する……本部まで」

「了解……！」

　身を低くしながら撤退する部隊を横目で見届けながら、喜一郎は真っ赤に染まった手で小銃を手に取った。その恐ろしさは敵軍にも見えているらしく、ひきつった声が遠くから聞こえてきた。

「何者だ、か……」

　小銃を構える喜一郎。

　部隊が撤退するまで、時じ間かん稼かせぎをしなくてはならない。

　敵の数が減れば、部隊の危険も減る。

　果たして何人殺せるか。

「何者なんだろうな、俺……何者になっちゃったんだろうな……」

　撃たれた傷は、もう治っていた。

　脳のう髄ずいをかき回されるような激痛も、すでに消えている。

　胸を押さえると、心臓ではない何かが鼓こ動どうしていた。

「ユキ……お母さん……!!」

　血の代わりに流れるのは、ひとすじの涙。







　一九四五年、某島にて、高原喜一郎の人生は終了した。

　同時に一人の　　　が誕たん生じようしたのであった。







































　綺き麗れいな夕焼けだった。

　遠くの山に隠れる夕日が高たか原はら喜き一いち郎ろうの目を灼やく。手をかざして光を遮さえぎると、指の隙すき間まからこぼれた光が金の糸のように照り輝いていた。

　駅前にある樽たる井いデパートの屋おく上じように立つ喜一郎は、そこから御ご色しき町ちようの全すべてを見下ろしていた。あれだけ憎らしい敵がいるこの町でも、夕焼けに晒さらされると美しいと感じてしまう。

「どこの国も変わらないんだな……」

　ぽつりとつぶやき、その場に腰を下ろした。

　マントのように肩にかけている軍服がふわりと持ち上がり、また肩に掛かる。

　白はく昼ちゆう夢むのようなものを見たのだ。あの日、妙な魔法使いに魔法をかけられてしまった自分のことを思い出した。あれから何十年という時間を生きてきた喜一郎は、それでも自分の正体と魔法使いの正体を知る事ができなかった。

　便利な身体からだだとは思う。銃でどこを撃うたれても死なないのだから。

　しかしそれと同時に大切な何かを失ってしまった自分もいる。もしもまたあの魔法使いに会えたなら、この魔法を解といてもらうつもりだ。そのために世界中を放浪しているのだから。

　ともあれ、その前にこちらを片づけなくてはならない。

　錬れん金きん術じゆつの徒である、あの石像――ガーゴイル。

　あれを破は壊かいするまで、喜一郎の心の奥にあるどす黒い炎ほのおは消えない。たとえ魔法を解いてもらったとしても、錬金術をこの世から滅ほろぼすまでは死ねない。

　それでも――

「幸せに暮らしてるんだな、あいつ」

　このデパートの中で会った、吉よし永なが和かず己みという男。

　見ているこちらが心配になるほどお人ひと好よしな人間だった。ああいう人間に囲まれて、ガーゴイルはさぞかし楽しかっただろう。なんの気き負おいもなく、門番として忠実に働いていたはず。

　それが喜一郎のカンにさわるのだった。

　平和なこの時代で、なんの危機感も持たず、安あん穏のんと暮らしている石像など、存在する価値がない。

　ガーゴイルだけではない。ほかにも錬金術から生み出された者達がいる。あの植物のような女や、白い自動石像、それに東とう宮ぐう電でん機きのドミニオン――

　全てを倒さない限り、自分に安息は訪おとずれない。

　小さく溜ため息いきをつくと、息が白くなっていた。もうそんな季節なのか。

　四季がある、この美しい日本を守るために戦い、そして散っていった者達。彼らはこのデパートから見えるような景色を守りたかったのだ。皆が何も恐れずに暮らせる、そんな時代のために。

　だからこそ喜一郎は戦う。

　この町を、錬金術の呪じゆ縛ばくから解とき放はなつために。

「――待ってろよ。すぐだ」

　喜一郎は地を蹴けり、高く跳ちよう躍やくする。

　そしてデパートの屋上から真まっ逆さかさまに落ちていった。







　喜一郎が立っていた樽井デパートから、百メートルも離れていない場所。御色南口商店街の中にある兎と轉てん舎しやでは、一人の錬金術師と、一体の自動石像と、なんでもない普通の男子高校生が真しん剣けんな顔でカウンターデスクを囲んでいた。

　カウンターの上には古びた書物が広げられている。

　そこには同席している自動石像、ケルプにそっくりな石像の設計図が描かれていた。このケルプは獅し子しがコンセプトの石像だったが、ここに描かれているのはもっと鋭いイメージの、豹ひようのような動物だった。

「これがドミニオンなんですか？」

　吉永和己が尋ねると、隣の東ひがし宮みや天あま祢ねが小さくうなずいた。

　和己は図面の右上を指でなぞる。そこにはドミニオンの正式名称が書かれてあった。四十五式帝国防衛用自動石像。とても物ぶつ騒そうな名前である。

「この脇わきの、これはなんですか？」

　ドミニオンの横に書かれてあるのは、本体を覆おおう輪わっかを小さくしたようなものだった。確かケルプもこれと同じような輪を出してガーゴイルと戦っていた。

「これは武器だね。この輪から光線を出すんだ」

『小しよう生せいのものと一緒ですな』

　東宮の返答にケルプが同意すると、

「いや、これは威い力りよくがケタ違いだ。この輪から放たれる光線は……そうだな、浮ふ遊ゆう機き雷らいみたいなものだ。一発しか撃てないけど、十万度の熱を出せる」

『そこまで強力な武器が必要だったのですか？』

「ケルプはそういう光線を出せないの？」

　和己も気になったので聞いてみた。ガーゴイルの光線も、壁に穴を開ける事くらいはできるだろうが、十万度の光線を出したら家がそのまま溶けてしまいそうだ。

『小生の光線は、主おもに人を気絶させるためのものです。やろうと思えば建物を破壊する事はできますが、それは地震などで建物の下敷きになった人を救うときくらいですな』

「うん、そうだね。ケルプはそういうふうに僕が設計したから。だがこのドミニオンは違う。基地を破壊し、戦闘機を撃ち落とし、人を殺す――正しよう真しん正しよう銘めいの兵器なんだ」

「これが……兵器」

　和己は唾つばを飲みこんだ。

　ガーゴイルの力は一国の軍隊にも匹ひつ敵てきすると、ずっと前に東宮本人が言っていた。だけどそれは間違いだと和己は確信した。

　ガーゴイルもケルプも、軍隊じゃない。人を殺すのではなく、犯罪者を捕とらえるための力なのだ。基地を守るためでもない。小さな町を守る力があればそれでいいのだ。

　ライターと火炎放射器では用途が違う。たとえそれがどんなに大きなライターだとしても、それは何かに火を付ける道具であって、目標を瞬時に焼き払う武器ではない。

　だけど東宮電機は火炎放射器を作っていた。

「なんで、こんなもの作ったんですか……？」

「なんでと聞かれると、戦争に勝つためとしか答えようがないね」

　肩をすくめる東宮。

「綺麗事を言ってられなかったって事さ。あの時代を考えると、僕も祖そ父ふを責められないよ。いつ空襲が来るか怯おびえる日本人を助けるには、もうこれしか手がなかったんだろうね」

「……そう、ですね」

　気持ちはわかる。

　時代の波もあった。民衆は戦争に勝つ事を何よりも優先していた。そして，勝つ事とは、敵兵をひとりでも多く倒す事だと信じていたのだ。

　東宮天祢の祖父、東宮雅まさ臣おみもそう思っていたのか。いや、たとえ彼がそう思っていなくとも、企業を守るためには軍が必要とするものを作らなくてはならない。どちらに転んでも、このドミニオンは開発される運命だったのだ。

「ケルプ。君はそれでもこの力が欲しいというのかい？」

『……はい』

　ケルプは一度、高原喜一郎に負けた。完かん膚ぷなきまでに壊された。ガーゴイルでもここまで簡単には倒せないだろう。

　そしてケルプは負けを潔いさぎよく認めるほど素直ではない。ガーゴイルと同じ、この町を守るために存在している。東宮がどういう理念で作ったのかは知らないが、ケルプは自分の意志でこの町を守るために力を欲したのだ。どんな手を使っても、守りたいものを守るつもりでいる。

『小生なら、使いこなせるはずです』

「どうしてそう思うんだい？」

『小生は兵器ではありません。いかに強い力を持とうとも、問題はそれを制せい御ぎよできるか否いなかでございます。要は出力を抑えるべきところを弁わきまえればいいのです』

「なるほどね」

　うなずく東宮。もともとケルプの頼みを断るつもりもなかったのだろう。

　そして和己もケルプの意見に賛成だった。

　本来、ガーゴイルだってこの時代には不必要なものと言われていたが、双葉や町の人達とふれあって、誰だれ彼かれ構かまわず傷つける厄やつ介かい者ものから、みんなに愛される町の門番となった。使い尽くされた言葉だが、要は「使用者の気持ち次第」という事なのだろう。

「こんなつもりじゃなかったんだよね、最初は」

　ふと、なんの脈みやく略らくもなく東宮がつぶやいた。

「何がですか？」

「最初はね、高原に対抗するつもりだけでケルプを作ったんだ。ガーゴイルくんが門番型自動石像なら、こっちも同じものを作ってやろうってね」

「はぁ……」

　そもそも、それが最初の騒動だったのだ。

　ケルプによって双葉がさらわれ、それを取り戻すためにガーゴイルが奔ほん走そうし、結果、ケルプを打ち倒して双葉を取り戻した。あの時からケルプは、ガーゴイルとは似て非なるものになった。

『小生は……ガーゴイル様に倒されてからというもの、今日こんにちまで技を磨みがいて参りました。ですがガーゴイル様を本当に倒すことは、あの石の身体を破壊する事だけではないと知ったのです』

「でも、ガーくんといつもケンカしてるよね？」

『あれは力ちから試だめしのつもりだったのです。もちろん戦闘能力においてもガーゴイル様を凌りよう駕がする事を望んでおりますが、ガーゴイル様の本当の力は守る事にあります。いくら強い力を持とうとも、誰も守れぬ力ではガーゴイル様には敵かなわない』

「そっか。仕事の上でガーくんに勝とうとしてるんだね」

「元々そうできるだけの力はケルプにはあるんだ。スペックの上では完全に互角なんだよ。でも、ケルプとガーゴイルくんの性格は全然違うから、当然能力の出し方も違ってくるんだよ」

『小生には小生のやり方がございます。この度たび、力を求めるのもそのためです。ガーゴイル様ならば今ある力でどうにかなさろうと考えるでしょうが、小生はその先の事も見み据すえて力を欲しているのです。敵は彼だけとも限りませんしね』

　その言葉に、和己も東宮もハッとした。

　敵が喜一郎一人だなんて、誰が言ったのだ。

　喜一郎を陰で操あやつっている人間や、喜一郎が指示を出している人間がいるかもしれない。また、上下関係とも限らない。喜一郎のパートナーと呼ぶべき人物がいる可能性もあるだろう。

『今のところ、そのような人間は確認できません。現在この町には喜一郎さん一人しかおりませんね』

「って、ケルプ、喜一郎さんの居場所わかるの？」

『現在、北口商店街を歩いておりますが、特に怪しい動きはしておりません』

　居場所がわかっても、和己にはどうする事もできない。

　ケルプを倒した人間なのだから、この町で彼を捕らえられる者といえば……

「ガーくんじゃないと無理かな……」

　兎轉舎の店内に置かれている大きなポッド。

　その中にはガーゴイルが眠っている。そしてそのポッドの横には布団ふとんが二つ。眠っているのはこの店の主あるじと、和己の妹、双ふた葉ばだ。

　眠り始めてから、もう五時間以上経過していた。ふたりとも、起きる気け配はいはない。

　本当に起きてくるのか疑わしくなり、和己は表情をくもらせた。
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　双葉がその騒ぎを聞きつけたのは、事件が発生してから数十分経たってからだった。正しくは発生というよりも露ろ見けんである。最初は誰も事件だとは思わなかったのだ。

　東宮電機の社屋の中にある、孤児達の部屋。多くの布団が並ぶ中、みんなで内職をやっていた。東宮電機が製造している機械の部品を、一つ一つ磨みがいているのである。一番早くできた者にはご褒ほう美びだと宣言すると、目の色を変えて仕事に励はげんだ。

「双葉ちゃん！　双葉ちゃん！」

　ちゃんと子ども達が仕事をしているか見張っていた双葉のもとにユキがやってきたのは、全員の作業が終わって一休みしている時だった。

「どしたんだ、ユキ姉ちゃん」

　雅臣の秘書になっても、ユキはセーラー服にもんぺ姿だった。空襲があったときに、素早く動けるようにという事だ。どうせ外の人間に会う仕事はそんなにないし、雅臣も同意してくれた。同じ考えで、双葉も着物にもんぺのままだった。

「あのね、石像さんが大変なの！」

「ガーゴイルが？」

　あの石像をガーゴイルと呼ぶことに、双葉はまだ抵抗がある。

　全ての記憶をなくし、双葉の事を邪じや険けんに扱あつかう石像は、ガーゴイルとはかけ離れた存在だ。それでも姿形はガーゴイルのままだし、何よりも名前で呼び続けたら記憶が蘇よみがえるのではという淡い期待を抱いだいているのだった。

　可能性があるなら、どんな事だって試す。そうでなくてはこの時代に来た意味がなくなってしまう。

　そしてガーゴイルのいるところ、騒動あり。

　たとえ記憶を失っていてもこうなってしまうんだなぁ、と嬉うれしくもあり悲しくもある事実だった。

「あいつ、今何やってんだ？」

　ユキに連れられて子ども部屋を出る双葉。

「いいから来て！」

　途と端たんに双葉の手がひっぱられ、ものすごい勢いで階段を下ろされる。

　このユキというお姉さん、いつもニコニコ笑ってとても優しいのだが、なんというか体力と行動力がありすぎる。この東宮電機に来たのだって、恋人の喜一郎が戦場に行っている間、ただ帰りを待つのではなく、自分も喜一郎と同じくらい日本のために働きたいからという理由だったのだ。

　そうしてわずか数週間たらずで、社長に認められるほどになった。能力というか、やる気と根気と体力が認められたのだろう。

「ちょっ、なんか説明しろよ！」

　階段を下りるたびにガクガクと揺れる顔を押さえながら、必死にユキにしがみつく双葉。ユキは走りながら、何かを考えている。

「えーっと……」

「おい、まさか忘れたんじゃねーだろーな？」

「や、やだなぁ！　そんなことないわよ！」

　手を上下に振って弁解するユキ。もちろん双葉の手を摑つかんで階段を降りている状態はそのままなので、振動がさらに双葉に伝わる。

「アガガガガガガガ……」

　あごどころか身体中が削さく岩がん機きのように揺れる双葉に、いまだユキは気づかない。

「えーっとね、確か石像さんがね、調査だか検査だかで研究室に行ったんだけどね、それでね、調べているうちに険悪な雰ふん囲い気きになってきちゃってね……」

「アガガ、アガアガ、アガガガガガ……」

　洗せん濯たく機きに放りこまれた気分だった。

「でね、えーっと……」

「いい加減にしろっ！」

　さらに階段を下りようとするユキにとうとう耐えきれなくなり、双葉はドロップキックをぶちかました。豪快な音をたてて派手にスッ転ぶユキ。まるで漫画のような光景に、周囲にいた社員達が見せ物を見たような顔をしている。

「あいたたたた……」

　鼻を押さえるユキに手を差し出し、ひっぱりあげる。

「歩きながら行こうぜ。そっちの方が逆に手間どらねぇ」

「そ、そうね、その方がいいわね」

　手を繋ぎ、今度はゆっくり歩きながら事情説明を受ける。

　このそそっかしさはどちらかというと兎轉舎のお姉さんに近い。親子というわけでもないのだが、長いこと喜一郎の相手をしているうちに似てしまったのかもしれない。恋人同士が似るというのはよく聞く話だが、恋人の母親に似ることなどあるのだろうか。

「あのね、つまり石像さんがケンカしちゃったの」

「誰と？」

「石像さんと」

「……えーと、ちょっと待て？」

　こめかみを押さえてよく考える双葉。

　よく考えたが、よくわからなかった。

「ガーゴイルがケンカした？」

「そうなのよ。もう睨にらみ合あっちゃって、一いつ触しよく即そく発はつの空気なのよ」

「ふーん。で、誰とケンカしたんだよ？」

「石像さんと」

「……？」

　やっぱりわからない。

　これはもう、直接行ってみた方が早い。

　一番下まで下ると、地下二階だった。この地下は空襲の時に防ぼう空くう壕ごう代わりに使えるかな、などとおよそ現代っ子らしくない発想をしながら、廊ろう下かを歩いた。照明は薄暗く、周りの扉は固く閉じられている。まるで研究所だ。

「ここはね、研究者さんが頭を抱えてるところなの」

　周囲を見回す双葉を見て、ユキが説明してくれる。

「やっぱり研究所なんだ」

「いろいろと大変みたいよ。だから静かな地下室がいいんだって。私もよくお茶持っていったりするの」

「ここにガーゴイルがいるわけ？」

「うん、ここ」

　ユキが勢いよく開けた扉の中は、誰かの研究室という雰囲気を醸かもし出だしていた。机の上に無む造ぞう作さに置かれた本の山、作業台にドローイングデスク。それと東西南北全ての壁を埋める本棚。

「社長の研究室なんだよ。いつもここで錬金術のお勉強してるんだって」

「へー」

　机の上に、何やら見覚えのある本があったので手に取ってみると、錬金術の本だった。兎轉舎で同じものを見た事があるから間違いない。中身は外国語で書かれてあったから全まったく読めないのだが。

「双葉ちゃん、こっちこっち」

　ユキが本棚の一つを動かす。スパイ映画や忍者映画などでよくある、本棚が動いて隠し扉が現れる仕組みなのかと思ったら、なんと本棚自体が扉だった。特にスイッチを押したり、壁に宝石をはめ込むわけでもなく、本棚についている取っ手を引いたら手前に動いたのだ。ある意味、意表を衝ついた仕掛けである。

「兎轉舎みたいだな……」

　こういう単純な仕掛けは、兎轉舎にもあった。ただし昔の兎轉舎――高原商しよう會かいと呼ばれていた店だ。あそこの居い間まにも畳たたみの下に隠し階段があった。

　今回も同じ仕組みだ。本棚の向こうにあるのは、隠し階段。ここからさらに下におりるというわけだ。

　灯あかりもない階段を、およそ半階分下った所にある鋼鉄製の扉。

　双葉はその扉を軽く叩いた。ノックの意味もあるが、いざというときにこの中に隠れられないかとつい思ってしまう。

「どーぞー」

　扉の向こうから聞こえてきたのは、兎轉舎のお姉さんの声。

　その声を聞いたらなんだか安心した。遠えん慮りよなく扉を開けて、中に入る。

　体育館ほどの広さの空間だった。壁かべ際ぎわに立っているのはお姉さんと、東宮雅臣。彼らは何かの計器の側そばにおり、実験の真っ最中といった感じ。

「ああ、双葉ちゃん。よく来てくれたね」

　雅臣は双葉の顔を見て、肩の荷が下おりたような安あん堵どした顔を見せた。よほど困っていたのだろう。

　そうして部屋の中央を眺めた双葉は、ユキが言っていた事をようやく把は握あくした。

「なるほどね……こりゃ確かに」

　部屋の中央には、石像が二体。

　片方は我らがガーゴイル。黒い翼を持った犬の石像。ただし今は記憶をなくし、ガーゴイルという存在とは違うものになっている。

　対するもう一体の石像は、大きな銀の輪を腹に巻いた、犬とも猫とも獅子とも呼べない、なんとも奇妙な生物を形取ったものだった。

　お互い目を光らせながら睨み合い、戦闘準備は万端ばんたんといった雰囲気。

『ホッホッホ。これはこれは初めまして。双葉さんと仰おつしやいましたか』

　その声としゃべり方を聞いて、双葉は全て理解した。

　こりゃケンカになる。

　どっからどう見てもケルプのご先祖さまなのだ。

「双葉ちゃん、止められる？」

　お姉さんがニヤニヤしながら聞いてくる。

「答えわかってて聞くなよ……」

　止められたら、今頃いまごろこの時代になど来ていない。ガーゴイルが記憶を失った原因は、ガーゴイルとケルプのケンカなのだから。

　深い溜息をつく双葉に、

『はて。小生、何か悪い事をしましたでしょうか？』

　初対面のその石像は、困ったような声を出すのだった。







　このケルプに似た妙な石像は、ドミニオンという名前らしい。

　なんだか巨大ロボットみたいな名前だと感じる双葉だが、お姉さん曰いわくこれも天使の名前なのだそうだ。ケルプよりは階級が低い天使だという。

「これって、雅臣兄ちゃんが作ったのか？」

「そうだよ。僕一人で作った」

　計器を眺めながら雅臣が答える。ガーゴイルの問題点を改良して、独自に編み出した錬金術の技法で作ったのがドミニオンだそうだ。それはわかるのだが、どこをどう改良すればこんな尊そん大だいな態度の性格になるのか、双葉にはわからなかった。

『ふん、低俗な石像だな』

　ガーゴイル――石像が面白くなさそうに吐き捨てた。

『おやおや、何が気に入らないのです？』

　ドミニオンの質問は、それ自体は普通の言葉だが、口く調ちようがまるで小馬鹿にしたような感じだった。誰であろうと神経を逆さかなでするような類たぐいの声。これは石像でなくても怒る。

『汝なんじの正式名称は確か――』

『四十五式帝国防衛用自動石像でございます』

　長ったらしい名前をしゃべるドミニオン。双葉だったらそれだけで舌を嚙かみそうな勢いだ。

『汝の能力と、その名称が気に食わぬ』

『ほう』

『その能力では本土を防衛するのに無理があろう』

　石像ははっきりと言い放った。

『たかがその程度の火力で、我を上回る防衛能力を有するなどとは、勘違いも甚はなはだしい』

『ホッホッホ！　口だけならばなんとでも仰る事ができますからねぇ』

『その言葉、そのまま返そう。いや――そうだな。外交で日本を守るというならば、信じてやっても良い。その良く回る舌ならば、さぞかし実りのある交渉ができるであろう』

「……こんな感じなの」

　肩を落とすユキ。

「結局いつも通りじゃねーか」

　双葉も苦笑するが、悲観はしていない。この二者が出会ったならば、こうなるのは必然のような気がするのだ。逆に仲が良かったら気味が悪いくらいだ。

「なぁ、おめーら」

　だったらいつもどおりの方法で解決すればいい。

「ケンカだけで決着なんてつかねーだろ。お前らもともと守るための石像なんだし。まずは雅臣兄ちゃんにいろいろ調べてもらえよ。最初は紙の上で勝負しろって」

『むう、一理あるな』

『確かに、純じゆん粋すいな攻撃能力だけで勝ち負けを決めるのはどうかと小生も思います』

　あっさりと大人しくなる石像達。

「すごい、双葉ちゃん！」

　ユキが双葉の手をぶんぶんと揺さぶる。

「お、おう！　任せとけって！」

　また脳のう味み噌そが揺さぶられそうになる前に、すばやくユキから離れる双葉。

　そうして全てを解決させてから、双葉はある事に気づいた。

「姉ちゃんがいるんだったら、なんで止めなかったんだよ……」

　すると兎轉舎のお姉さんは眠りから覚めたように目を見開き、

「え？　あははははは、気づかなかったわ」

「ひょっとして、姉ちゃん、立ったまま寝てたか……？」

　だとすると、ノックをしたときに返事をしたのは誰だったのか。

「最近、ずっと徹夜でドミニオンのこと見てたからねー、ちょっと眠いわー……ぐぅ」

「言ってるそばから寝るなよ！」

「あー……あはははは、その気になれば目を開いても眠れるわよー」

　初めて気づいたが、お姉さんの目の下にクマができていた。髪の毛も乾かわいている。いつも元気で肌に艶つやがあるお姉さんだが、やっぱり連日の徹夜は堪こたえるのだろう。そういえば空襲で兎轉舎が焼けて以来、まともに休んだところを見ていない。

「よし、今日はここまでにしよう。僕も疲れた」

　計器のスイッチを切り、雅臣も凝こった肩を回す。ドミニオンの作業のほかに、社長の仕事もあるのだ。疲ひ労ろうはお姉さん以上だろう。

「ユキちゃん、何か作ってくれないか？」

「は、はい！　社長室までお運びします！」

「や、後でいいから僕の自宅で作ってくれ。今日はもう終わりだ」

　よれよれと研究室を出て行く雅臣とお姉さんを見送ると、その部屋には双葉とユキ、そして二体の石像が残った。

「さて、と」

　ユキは部屋の隅すみに置いてあるバケツを持ち上げた。

「ユキ姉ちゃん、何するんだ？」

「見たところ、この石像さん達も毎日がんばってるみたいだからね。身体拭ふいてあげないと」

　よく見てみると、石像達は体中が汚れていた。双葉がここに来るまでに、何度かやりあったのだろう。それに、空襲以来一度も身体を拭いていないのだ。

「よっしゃガーゴイル、久しぶりに身体洗ってやるよ！」

　腕まくりをする双葉。

　何が楽しいかと言えば、石像の反応が楽しいのだ。

『そうか。頼む』

「……？」

『どうした？』

「嫌がんないの？」

『何なに故ゆえ嫌がるのだ？』

「え、だっておまえ、石せつ鹼けん嫌いだろ」

『そのような事はない。我はユキによって毎日身体を磨かれていた。それに我には匂いを感知する機能はあれど、それによって快感や不快感を得る事はない。あくまで情報としての嗅きゆう覚かくだ』

　おかしい。

　だとするならば、今までの石鹼嫌いなガーゴイルはなんだったのだろう。嫌がるガーゴイルを無理矢理石鹼まみれにして楽しむのが面白かったのに。

「あ、そうだユキ姉ちゃん」

「何？」

　すでにユキは濡ぬれた手ぬぐいに石鹼を擦すりつけていた。泡あわがバケツ一杯に膨ふくらんでいて、とても楽しそうだ。ところが双葉はあまりいい気分ではなかった。

「石鹼って貴重なんじゃないの？」

　双葉がこの時代に来て、最初に見たのが配給だった。

　そこでは米のほかにも生活用品が配られていた。石鹼もその中に含ふくまれていたのだ。だから、ここでこんなに石鹼を無む駄だ遣づかいしてはいけないと思ったのだ。

「石鹼は平気よ。錬金術の実験の失敗作なんだって。それこそ捨てるほどあるの。だから必要な家に配ったりしてるのよ」

「へー」

　無駄遣いの激しい双葉でも、この時代に長くいたせいか物持ちが良くなった。何かにつけて節約を心がけるようになったし、空襲警報にも敏びん感かんになった。建物に入るときも避ひ難なん経けい路ろを確認するようになったし、緊急時に運ぶ物もちゃんと管理している。

　しかし石鹼に関しては無駄遣いしても良さそうだ。

「んじゃ、たまには気き兼がねなく使うか！」

　ユキと一緒にバケツに手を突っこみ、石鹼を泡立てる。

「足りなくなったらそっちの棚に入ってるからね」

「おー！」

　泡まみれになった手ぬぐいを持ち、石像を磨こうと思ったが、すでにユキが黒い身体を磨き始めていた。仕方ないので双葉はドミニオンの方を磨く事にする。ガーゴイル以外の石像を磨くのは初めてだ。

『お手数をおかけします』

「気にすんなって」

　妙に殊しゆ勝しようなドミニオンの身体を磨く前に、まずその身体に触ふれてみた。ガーゴイルと違って、なんだかザラザラする。

　それと、胴に巻いた輪。ドミニオンの身体に密着していない。輪と胴体の間に手を入れてみたが、糸で吊っているわけでもない。それ自体が浮遊しているようだ。

　とりあえず、胴体から磨く事にした。

「なー、おまえの身体って何でできてんの？」

『銀でございます』

「銀かー」

『今、ちょっと大した事のない金属とか思いませんでしたか？』

「え、いやそんな事ないけど」

　ただケルプが純金でできていたから比べてしまっただけだ。

『確かに銀は金などに比べて、希少価値も錬金術的な価値も低いです』

「あ、錬金術でもそうなんだ」

『ええ。もっとも価値のある石は金でございます。次いで銀――鉄などの卑ひ金きん属ぞくは問題外ですが』

「んじゃなんで銀なんだよ？」

『銀は魔除まよけの力があります。悪魔に対抗するためには、金より銀の方が有効なのです』

「悪魔って？」

『敵国でございますよ。あれは人間の皮を被かぶった悪魔です。日本人を殺し、日本の土地を焼き、日本を食らいつくそうとしている。これが人間の為なせる技わざでしょうか？』

「でも、それって日本もお互い様じゃねーの？」

『日本は被害者の立場なのでございます。悪魔の危険から身を守るには、悪魔を殺すしかないのです』

「うーん……」

　考え方が極きよく端たんすぎる。

　双葉の学校の先生が言っていたが、戦争とはどっちが悪いとか決めつけられないものだ。というか、どちらも悪いのだと思う。

　言ってみれば、ゴジラだ。ゴジラと対決するほかの怪獣は、聖なる獣けものだとか神の使いだとか呼ばれる時もあるが、東京の町中で大喧嘩された日には、そこに住んでいる人間はたまったものではない。神だろうが悪魔だろうが関係なく「出て行け」と叫びたくなるだろう。

　戦争も怪獣のようなものだ、と双葉の先生は語っていた。そう語る本人が怪獣のような外見をしているため、とても説得力があった。

『双葉さんと仰いましたね』

「ん？」

　今度はドミニオンが尋ねる番だった。

『どうしてあの石像をガーゴイルとお呼びになるのですか？』

『それはその者が勝手に呼んでいるだけだ。我に名などない。必要もない』

　石像から野や次じが飛んできたが、双葉は無視する。

　胴体を磨き終えるころには、もうドミニオンの身体は泡まみれになっていた。顔だけはそのままなので、プードルのように見えて笑える。

「ガーゴイルってのは、門番の悪魔の名前なんだよ」

『ほう。小生の記憶だと、石像の姿をした西洋の悪魔というだけで、門番というわけではなかったはずですが』

「未来では、門番もやってるんだぜ」

『未来ですか――？』

『その者の言う事はたわごとだ。真まに受うけるな』

「いちいちうるせーんだよっ！」

　手ぬぐいを石像にブン投げる双葉。

　同じく泡まみれになっていた石像の身体がわずかにぐらつく。

「ほらほら双葉ちゃん、遊んでちゃダメよ」

　ユキに怒られてしまった。

　そのユキはというと、石像の身体をとても楽しそうに磨いていた。慣れた手つきで石像を磨くユキを見ていると、長年の経験というものがわかる。ユキが生まれたときからこの石像は兎轉舎の蔵で眠っていたのだ。吉永家に来てまだ二年も経たっていないガーゴイルとは、過ごしてきた時間に差がありすぎる。

　そんなユキをちょっとだけ羨うらやましく思う双葉だった。

『汝に磨いてもらうのは、とても久しぶりだな』

「忙しかったからね。私がいない間、双葉ちゃんに磨いてもらったりした？」

『うむ。なぜか上手であった。我の指の隙間等、磨きにくい箇か所しよは多数あるのだが……』

「きっと未来では双葉ちゃんと仲良くしてたんだろうね」

『そのような事はない』

　つっけんどんに突き放す石像に、

『いえ、そうではございません。双葉さんは小生の身体に初めて触れるのに、とても器用に磨いてくださる。正直、この年齢の子どもにしては石像の扱いが上手すぎますよ』

「あー、まぁ、たまにブッ壊れたケルプの修理とか手伝ってるからな……」

　修理が終わって疲れ果てた東宮の代わりに、ケルプを磨いたりもしたのだ。正直、純金の石像は重かった。純銀のドミニオンも同様だが、双葉のために自分で身体を支えてくれるので不便はない。

『見る目のない石像は困りますね、双葉さん』

『なんだと』

『正直に申し上げたまでです。双葉さん、このような恩知らずの石像に固こ執しつする必要などありませんよ。小生が大量生産された暁あかつきには、ぜひご家庭に一体』

『嫌味な石像など置く事はない。双葉よ、ドミニオンの事など放っておけ』

『双葉さん、小生の方が――』

「あーもう、ケンカするなっつってんだろ！」

　ドミニオンの頭をひっぱたき、石像の方には靴を投げつける双葉。

　その剣けん幕まくに、ふたりとも黙りこくってしまう。

「こういう扱いだったら、私より双葉ちゃんの方が上よね」

『その点については、悔くやしいが同意する』

　感心するユキに、石像は唸うなるような声で応こたえた。
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「あ、あったよ」

　店の奥から東宮が戻ってきた。頭に蜘く蛛もの巣がついている事を指摘すると、慌てて払いのける。東宮らしくない滑こつ稽けいな姿に、和己はつい笑ってしまった。

「倉庫の本棚の一番奥にあったよ」

「そんなところに……」

　東宮がカウンターに置いたのは、たくさんの古いノートだった。いつも和己が見ている錬金術の書物は、みんな江戸時代以前の古文書みたいな感じだったが、これは普通のノートだった。

「正直、気が重かったよ……」

　暗い表情の東宮。

　お姉さんに無断で持ってきたのだから、当然といえば当然だ。

『他人のプライバシーに関かかわることですからね。ですが、そうも言ってられなくなりました』

　カウンターの上に座っているケルプも、重い空気。

　このノートは兎轉舎の過去の記録らしい。日記をつける習慣があるような女性には見えないが、店の記録としてなら残っているのではと考え、東宮が心当たりのある場所を引っかき回したのだ。

「どれ……」

　東宮が最初のノートを開く。

　――本日、喜一郎が自力で立つ。酒が足りなくなった。

　日付は昭和三年になっていた。喜一郎が生まれてすぐの事だろう。酒が足りなくなったというのは、周りの人が喜びまくったせいだろう。

　写真がはさまっていた。そこには赤ん坊を胴上げしている三人の姿があった。ひとりは兎轉舎のお姉さん。今とまったく変わっていない。そしてもう一人は筋肉質の若い男性。いつでもランニングのその姿は、和己もよく知っている人物だった。

　そしてもう一人は――

「へぇ、お祖じ父いさまって若い頃こんな顔だったんだ」

　写真を眺めて東宮が嬉しそうな顔をした。













「似てますよね」

『小生も初めて拝見しますが、瓜二うりふたつですね。お父上はそれほど似ていらっしゃいませんが……隔かく世せい遺い伝でんというものですかな』

　東宮雅臣。東宮天祢の祖父であり、東宮電機の社長。ドミニオンの制作者でもある。彼も二人と一緒になってはしゃいでいた。この時にはすでに社長になっているはずだが、そんな雰囲気は微み塵じんも感じさせなかった。

　写真のあるページはそこだけだった。それから先は錬金術の研究というより、店の売り上げだの、東宮電機との商売の話が書かれてあった。

　次のノートを取り出し、パラパラとめくってみる。

　また一枚の写真があった。

　――喜一郎とユキと石像。

　三歳くらいの子どもが二人いた。泣いている男の子が喜一郎なのか。そしてもう一人の女の子が楽しそうに馬乗りになっている石像こそ、ガーゴイルそのものだった。

「ガーくん……」

　この石像はガーゴイルではない。まだ名前もない自動石像だ。生まれてすぐに暴走してしまったために、兎轉舎の蔵で封ふう印いんされていたのである。

　それでも、作られた当初の赤せき褐かつ色しよくの石像ではなさそうだった。セピア色なので本当の色かどうか判別しにくいが、今のガーゴイルと同じように黒い。胸と足にも装そう甲こうがある。ただ一つの相違点は、鈴がない事だった。

「ガーくんの、昔の家族……か」

　和己は少し寂しい気持ちになった。

　同時に、この家族に嫉しつ妬としてしまう自分がいた。言ってしまえばガーゴイルも骨こつ董とう品ひんのような物なので、もしも最初から暴走せずにいたなら、きっと多くの家庭を転々としていたはず。そう頭でわかっていても、やっぱり複雑な気分だ。

　そうして次のノートを開く。

　――喜一郎、十六歳。

　学生服を着て立っている喜一郎がいた。背景は兎轉舎。少し照れながらも、なんだか嬉しそうな顔の喜一郎がいた。今まで見た中で、現在の喜一郎に一番近い写真だった。

　しかし樽井デパートで見た喜一郎は、こんなに優しい顔をしていなかった。まるで世界の全てを憎んでいるかのような顔つきだった。

　いったい、何があったのか。

　その答えは考えるまでもなく、東宮が示してくれた。

「これ、その次の年の」

　東宮が開いたノートは、昭和二十年の物だった。

　双葉達が眠りについた世界と同じ時間が、このノートに流れている。

　そこには戦争の体験が簡潔に綴つづられていた。物資がないとか、商品が売れないとか、そんな事が短い言葉で記されていた。

　――北野さんが戦死したと聞く。もうあそこのお饅まん頭じゆうは食べられない。

　――町の子どもの半数以上が疎そ開かい。迷惑な子どもが消えて清せい々せいした。

　――満州で主人を見たという知らせが届く。

　短い文章だったが、そこに刻まれた悲しい想いがひしひしと伝わってきた。あの能天気なお姉さんがこれを書いていると思うと、余計に寂しくなった。

　――喜一郎、出征。

　その日はこれだけしか書かれていなかった。

　前のノートで十六歳とあった。

「てことはあの人、僕と同い年くらいで戦争行ったの!?」

「学徒出陣といってね。使える人材は学生でも使えってことさ」

「……すごい、時代だったんですね」

　もしも自分が戦争に行けと言われたら、断るとかそういう以前に何もできない気がする。戦場でおたおたしているうちに撃たれるのがオチだ。でも、当時の子どもだってそんなものだろう。猫の手も借りたい状況だったのだ。

　その日から数ヶ月ほど、間まが空あいていた。慌あわただしい日々が続いたのだろう。

　やがて記された次の一文は、このノートの最後の文章になった。

　――喜一郎が○○島で戦死したという報告が届く。身を挺ていして仲間を銃弾から守ったそうだ。天皇陛下万歳。大日本帝

　文字が途中で途切れていた。

　書けなくなったのだろう。

「もう……やめましょう」

　和己はそっとノートを閉じた。

　小説ではない。本当にあった、一人の女性の戦争なのだ。

　しばらく、和己も東宮もケルプも押し黙っていた。

「若い命も平気で踏みにじる……それが戦争なんだね」

　拳こぶしを握にぎりながら、東宮がつぶやいた。彼も戦争を知らない世代だ。このノートから伝わる悲しみは、和己と同じだろう。痛々しいが、どうする事もできない過去だ。お姉さんにとっては忘れる事もできないだろう。

『はて……』

　疑問に気づいたのはケルプだった。

『だとすると、今、この町にいるのは誰なのでしょう？』

「あ、そうか。あの人、ちゃんと高原喜一郎って名乗ってたよね」

　ここには戦死したと書かれている。報告があるという事は、正式なものだろうし、さらには亡くなった時の状況まで書いてあった。

「もしかして、偽にせ者もの……？」

『だとするならば、そうする理由は？』

「理由……」

　考えてみるが、和己には何もわからない。

「それに、理由といえばわからないものがまだあるだろう」

　東宮は新たに淹いれ直なおしたお茶を飲み、腕を組んだ。

「喜一郎くんが本物でも偽物でも、この店とガーゴイルくんを襲う理由だよ」

「錬金術を滅ぼすって言ってましたけどね……」

　樽井デパートで見た喜一郎の目は、本気で何かを憎むものだった。

「どうして錬金術師の息子が、錬金術を滅ぼすんだろうね？　何か深い恨うらみでもあるのかな？」

『ここでガーゴイル様を討とうとしたときも、かなり強い憎ぞう悪おの力が感じられました』

「ふーむ……」

　こればかりは喜一郎の気持ちだ。考えてみてもわからない。

　直接聞く事ができればいいのだが……そんな甘い考えは通用しないだろう。

　今後の対策について話し合おうとしたとき、和己の腰が震えた。

「ん？」

　携帯電話が鳴っていた。またオシリスからのメールだろうか。

　違った。ママからだった。

「あ、もしもし、ママ？」

　……。

「あ、もうそんな時間か」

　…………。

「うーんとね、双葉ちゃんはご飯いらない。僕もそろそろ帰るから。うん、そう。ガーくんの事でも、ちょっと話があるんだ……うん、すぐ帰る。それじゃ」

　電話を切り、ポケットにまたしまう。

「パパさんからかい？」

「いや、ママです。そろそろご飯なんで、僕帰らなきゃならないんですけど……」

「………ママさんが？」

　東宮の眼鏡がズリ落ちていた。

「どうしたんですか？」

「い、いや、なんでもない。そうか、ママさんか……」

「すみませんが、兎轉舎の方、お願いしてもいいですか？」

「もちろんだよ。僕もここでケルプの改造をするから」

『和己さんの方こそ、帰り道には重じゆう々じゆう気をつけてくださいね』

「あははは、平気だよ。僕が狙われる理由なんてないもん」

『それはそうですが……』

　特に荷物はないので、そのまま兎轉舎を出ようとする和己。

　記き憶おく発はつ掘くつ寝しん台だいが目に入った。

　眠っているガーゴイル、双葉、お姉さん。

　外はうっすらと暗くなっている。

「……まだ、起きないのかな」

　んが、と変な声が聞こえた。何かと思ったら、双葉の寝息だった。ちょっと緊張感が抜け、同時に安心した。うなされているのでなければ、平気だろう。

「そっか。考えてみたら、向こうにはガーくんがいるんだもんね」

　記憶をなくしているとはいえ、門番型自動石像だ。双葉のピンチには駆けつけてくれると信じていた。

　兎轉舎のドアを開けると、冷たい風が吹きこんできた。







　ガーゴイルが眠っている今、御色町の平和はケルプに任せておけばいいだろう。デュラハンもオシリスもいる。

　すっかり暗くなった御色町を歩きながら、和己は小さく息を吐はいた。少しだけ白かった。秋とはいえ、油断はできない。寒がりの和己には厳しい季節になってきた。

　商店街を出て、まっすぐ家に帰る。

　国道を横切って、稲荷いなり神社のあるところのＹ字路を左に曲がる。ここを右に曲がると友人の演劇兄きよう妹だいの家があるのだが、今日はそちらへは寄らない。

　急に周りが明るくなった。街灯が灯ったのだ。

　時計を見ると、まだ七時。先月ならばまだまだ夕日が見えていた時間だ。

「お腹減ったなぁ」

　特に運動もしていないのに、どういう事だろう。

　気を揉もみすぎて、脳を使ったせいだろうか。

　いや、でもこのくらいでへこたれてはいけない。ガーゴイルはもっと辛つらい目めに遭ったのだし、その脳内にいる双葉とお姉さんはもっともっと辛い時代を過ごしているのだ。自分が一番最初に音ねを上あげてどうするのだ。

「ふぅ……」

　街灯にもたれかかり、一休みした。

　脳が重いのだ。

　こんなに考えるのは久しぶりだった。今までの事件は単純な図式が多かった。錬金術師がガーゴイルを倒しにやってきて、ガーゴイルがそれを迎え撃つ。その間に色々な別の事件がくっついてくるが、特に考える事はなかった。自分の信念――いや、自分だけじゃない、双葉やガーゴイルの信条に従って行動すればなんとかなったからだ。

　でも、今回はわからない事が多すぎる。

　喜一郎とは誰なのか。

　なんのためにガーゴイルを狙うのか。

　どうしてケルプを一刀両断できるほど強いのか。

　そして一番重要な事。

　このややこしい事件の中で、自分に何ができるのか。

「兎轉舎は東宮さんがいるし……」

　最初は万が一のために残ったつもりだった。しかし本当に万が一を考えたら、東宮とケルプに任せたほうがずっと安心だった。和己にできたのは、せいぜい連絡係だ。

　ただの高校生だ。

　戦う事もできないし、錬金術だってできない。

「はぁ……」

　妹は身体を張ってガーゴイルを助けに行っているのに、自分は何をやっているのか。

　何度も溜息をついていると、自動車のライトに照らされた。

「？」

　車がゆっくりとこちらに近づいている。

　最初は普通に徐行しているだけかと思ったが、どうも様子が変だ。

「あの、どうかしましたか？」

　車に近づくと、運転手のおばさんが困った顔をしていた。

「いや、ガス欠でねぇ。ガソリンスタンドまで行こうと思ってるんだけど」

「国道まで、あとどれくらいだっけ？」

　旦那さんが車の後ろから顔を出した。ずっと押してきたのだろう。

「すぐそこです。手伝いますよ」

　自然と身体が動いた。車の後ろに回り、おじさんと一緒に押し始める。家までの道とは逆方向だが、見て見ぬフリはできない。

「おお、ありがとう！　助かるよ」

「いえ、すぐですから」

　にっこり笑って車を押し始める。おじさんと一緒という事もあって、なかなかスムーズに車を押せた。しかしやっぱり重い。すぐそことは言ったものの、国道のガソリンスタンドまでは、まだまだ距離がある。

　すると、

「どうしたんですか？」

　車の陰で見えないが、別の人が話しかけてきた。

　運転席のおばさんが和己にしたのと同じ説明をすると、

「大変ですね。手伝います」

　若い男の声がこちらに近づいてくる。

「ありがとう！　いやぁ、最近の若い子も捨てたモンじゃないね」

　おじさんの感謝の言葉に、その人物は苦笑するだけだった。

　そうしておじさんと和己、さらにもう一人の手が車のトランクに置かれる。

「それじゃ、せーので押そうか」

　気合いを入れるおじさんに、和己もやる気を出す。

　そして初めて隣にいた若者を見た。

　和己よりもわずかに背の高いその青年は、カーキ色の服をマントのように羽は織おっていた。精悍せいかんな顔つきだが、女性的な優しさも見られる。




　どこからどう見ても、高原喜一郎その人だった。




「あ……」

「ん？　……あ、おまえ」

　お互い、見合ったまま言葉を失っていた。

「いくよ、せーの！」

　全力を出したおじさんが一人で車を動かし、呆ほうけていた和己と喜一郎はそのまま前のめりにズッコケたのだった。







































「おーい、おまえらメシだー！」

「はーい、みんなごはんだよー！」

　双ふた葉ばとユキが同時に子ども部屋に入ると、子ども達は我われ先さきにと群むらがってきた。二人が手にしているお盆ぼんには、握にぎり飯めしがたくさん乗っていた。

　米も貴重な時代だが、お姉さんの采さい配はいと雅まさ臣おみの計はからいで、ここの子ども達は食べ物には困らない。今では孤児はここに集まればメシを食わせてもらえる、という噂うわさが立ち、どんどん子どもが増えていた。もちろんその対価として労働力を支払う。大きな子どもには機械の使い方を教え、小さな子どもには細かい雑用をさせる。

　だけど食事の前にはみんな平等だ。双葉もユキも、あまった握り飯を頰ほお張ばる。双葉は元からだが、いつしかユキも子ども達の担当になっていた。

「でもさ、ユキ姉ちゃん大変じゃねーか？　雅臣兄ちゃん達の世話もしてるんだろ？　こいつら以上に疲れるだろ」

「世話って……社長に対してそんな」

「似たようなもんじゃん」

　研究に没ぼつ頭とうしているお姉さんの世話なら、昔から双葉もしている。彼女の場合は「お茶をよこせ」だの「あそこのケーキが食べたい」だの言ってくるので、まるでワガママなお嬢様である。無視すると本当に食事抜きで一日過ごすので、双葉達も気が抜けないのだった。

「まぁ……社長も放っておくと数時間は機械とにらめっこするしねぇ」

「だろ？」

　クスクスと笑い合う双葉とユキ。

　髪を結び、もんぺ姿の二人。さらに仕事上、いつも一緒にいるので、彼女達は姉し妹まいのようにも見えた。

　石像の事でも、双葉はユキに色々教わった。あの石像が持っていて、ガーゴイルが持っていない癖くせや、洗うときのコツ、そして彼女が長年過ごした石像との想い出。

　自分の知らないガーゴイルを知っているという事で、最初は嫉しつ妬とに近い気分もあったが、すぐにそれは消えた。ユキだって双葉と同じ立場だからだ。双葉とガーゴイルが体験した事を話すと、それは面白そうに聞いてくれた。

　そうしているうちに、ガーゴイル（石像）は、双葉とユキの共通の想い出になりつつあった。双葉にとってユキはガーゴイルに関する先輩で、ユキにとって双葉は未来のガーゴイルを知る予言者のような存在になっていた。

　そんな仲なので、二人とも自然に石像の扱いが上う手まくなってくる。

「あ、そろそろかな」

　ユキが壁の時計を見ると、双葉も立ち上がった。

「研究が始まってから、もう一時間くらいだよな……」

「まず十分くらいで最初の言い争いが始まるでしょ」

「んで三十分くらいで火花が散るくらいにガン飛ばし合うな」

「四十五分くらいになったら、二度目の言い争いになるよね」

「てことは、そろそろだな」

　お互いにうなずきあい、子ども部屋から研究室まで全速力で走る。

　そこではやはり予想通りの展開になっていた。

　体育館ほどの研究室で、石像とドミニオンが睨にらみ合あっていた。石像は体中から黒い電撃のようなものが弾はじけているし、ドミニオンの輪からは銀色の炎のようなものが吹き荒れていた。

「はいはーい、そのへんにしなさーい！」

　ユキが手を叩たたいて部屋に入るが、雅臣が彼女を手で制した。

「いや、今日はいいんだユキちゃん。そのままにしてくれ」

「でも……」

『お心遣い感謝します、ユキさん。ですが小しよう生せい達は喧けん嘩かをしているわけではないのですよ』

『その通りだ。我われらはとても楽しんでいるのだ』

　とてもそのようには見えない。

　どこからどう見ても一いつ触しよく即そく発はつといった雰ふん囲い気きではないか。

「オイ姉ちゃん、ホントにいいのかよ？」

　相変わらずのほほんとした表情でオシロスコープのような計器をいじくっているお姉さんの袖そでをひっぱるが、

「いいのよ。今日はそういう検査なんだから」

「どんな検査だよ？」

「戦闘力の検査」

「あー……」

　納得した。

　これなら怒られずに全力で相手を倒せるというものだ。

『あくまで検査ですからね――それをお忘れなく』

『そうだな。検査結果が出れば、我が汝なんじをはるかに凌りよう駕がしている事が証明できるからな』

『その言葉、そっくりお返ししますよ。あなたを倒せれば、小生の防衛能力が実証できるのですから』

「防衛能力？」

　その言葉に引っかかる双葉。

「なんでガーゴイルを倒せば防衛能力があることになるんだよ？　それって攻撃能力じゃねーの？」

『そのような事はありません。防衛とはすなわち、いかに迅じん速そくに敵を殲せん滅めつできるか、それに尽きますからね』

『そうだ。攻撃は最大の防ぼう御ぎよ。敵が攻撃する前に戦闘力を奪うばえば良いのだ』

　石像とドミニオンも、この件に関しては意見が一致していた。

　けど――

「それって、なんか違わないか？」

『何が違うのだ？』

「いや、なんつーか……」

　同じ説明を、前にもした。

　初めてガーゴイルが吉よし永なが家けに来たときの事だ。

「守るっていうのは、そういう事じゃねーだろ」

『汝も喜き一いち郎ろうと同じ事を言うのだな。守るというのは、大切なものを傷つけないための事であろう？　ならば大切なものを傷つける対象を行動不能にすれば良いのだ。それが一番安全である』

「そりゃそうだけどさ……」

『守る対象にもよる。個人を守るのと、集団を守るのでは手段が違う。我々が守ろうとしているのは国だ。我でも日本列島全てに防御光を張るのは不可能だ』

『なに、あなた方は必ずお守りします。不安になる事はありませんよ。それよりも早く検査を始めて下さい。小生、もう辛しん抱ぼうたまりません』

『うむ。どちらが優れているか検査をしようではないか』

　なんだかんだで、早く戦いたいだけのようだ。この石像達の場合、敵を倒すというより目の前の憎たらしい相手をブチのめすことが、最優先事項なのだ。普段からケンカばかりしている双葉にもよくわかるのだが。

「じゃあ勝手に始めてくれ。僕達には巻き添え出さないでね」

『心こころ得えた――』

『承知しました！』

　雅臣の合図と同時に、二本の光線がぶつかった。

　赤と青の光線が交まじわり、弾け、割れた硝子ガラスのように床や天てん井じように突き刺さる。飛び散った光線の色が混じり合い、研究室を華はなやかに染め上げた。

「うわっ！」

　足下が焦こげたのを見て、慌てて雅臣の方に避ひ難なんする双葉。お姉さんとユキはどこから持ってきたのか、お茶など淹いれ始はじめていた。

『砕くだけ散ちれ！』

　石像の目から放はなたれる赤い光線が、まともにドミニオンの身体からだに当たる。さぞや激しい威力なのかと思ったが、ドミニオンは不敵に笑うだけで、まるで効きいていないようだった。その場から少しも動いていない。

『言葉と一緒に、これもお返ししますよ』

　ドミニオンの背中の輪が回転し始める。

　一体どんな攻撃が出るのかと期待する双葉だが、見た目にはそれほど驚くようなものではなかった。さっき石像が撃ったものと全まったく同じ光線が、輪から放たれている。

「同じ――？」

　輪から飛び出した真っ赤な光線に混じって、ドミニオンの目から青い光線が照しよう射しやされた。直線的な赤い光線と、円形の青い光線が交まじわり、石像の身体を吹き飛ばす。

　強い突風が起こった。

「わっ！」

　目を覆おおう双葉。

　ガーゴイルが放つ光線ならば爆発が起きるのだが、ドミニオンのそれは衝撃のみだった。無む駄だな爆発を好まず、地味というよりは繊せん細さいな戦い――

「やっぱりケルプなんだなぁ」

　しみじみ感心している双葉だが、ふと考える。

　あの輪っかはケルプにはないものだった。見た感じだと、石像の光線を吸収、反射する武器のようだが、果たしてそれだけだろうか。

『やってくれるな』

　石像の光線がさらに放たれる。

『無駄ですよ』

　ドミニオンに命中しても、光線の威力を輪に集めているようでまったく堪こたえた様子はない。これではさっきと同じだ。

　そう思った次の瞬間、ドミニオンの頭に石像が降ってきた。

『ふんっ！』

　光線は効かなくても、頭ず突つきは効いたらしい。転がる石像とドミニオンを見て、双葉が歓声を、ユキが悲鳴をあげた。

『おのれ！』

　ドミニオンが光線を撃とうと、目を光らせる。

　が、ドミニオンの目の前に光の盾たてが出現した。そうと知ったときには間に合わず、ガーゴイルは眼前の盾に向かって光線を撃ち、同時に爆発した。

「すげえっ！」

　ガッツポーズを取る双葉。

『どうやら自分の攻撃も吸収できぬのだな』

　悠然と座る石像。

　対するドミニオンは、口数が少なくなっていた。劣勢に立たされて、悔くやしがっているのかと思いきや、

『ふ、ふふふ……これが実戦というものですか……』

　心の底から戦うのが好きだと言わんばかりの、この台詞せりふ。

　なんだか悪役のようだった。

『楽しいというよりも、難しいものですね。自分の内部に蓄ちく積せきされた戦術論だけでは対処しきれません。経験というものは大切です』

「ドミニオン。君の力はそれだけじゃないだろう？」

　雅臣が小さな声で野や次じを飛ばす。

『そうでした……』

「この研究室は爆弾でも壊れないから、安心してやってくれ。ただし僕達を守るのを忘れないように」

『承知しました』

　言うが早いか、ドミニオンの身体の回りに小さな輪っかが二個、出現した。野球場でケルプが作った光の輪とは違い、黒い。なんだか内ない臓ぞうのようにも見える。

「なー、雅臣兄ちゃん、あれ何？」

　双葉が素直に聞いてみると、

「あれは爆薬だ。ドミニオンの体内に内蔵されている爆薬を、そのまま遠えん隔かく操そう作さして敵にぶつける」

「爆薬って……」

「光線だけだと、広範囲の敵を排除するのに不便だからね」

「本当に兵器なんだな……」

　雅臣は肩を落とし、

「そんな目で見ないでくれ。日本を守るために、考えに考えた末の結果なんだ。イヨさんにもさんざん叱しかられたけど、僕にはこれしか浮かばなかった」

「それが雅臣さんの考えっていうのなら、わたしは何も言わないわよ」

　こんなに激しい戦闘の最中でも、気楽にお茶を飲んでいるお姉さん。

「そんなこと言って、こないだムチャクチャ怒ったじゃないか……」

「兵器を作るっていう雅臣さんの考えは嫌いよ。だけど、日本を守るためっていう気持ちは汲くんでるつもり」

「まったく、イヨさんは喜一郎くんを生んでから、すっかり変わったな」

「子どもを産むと女は強くなるのよ、オホホホホ！」

　わざとらしく頰ほおに手をあてて笑うお姉さんに、雅臣は頭を掻かいて苦笑するだけだった。

　双葉も兵器としてのドミニオンは好きではない。しかし作られた役目を必死に果たそうとするドミニオンの姿勢は感心できた。兵器だとかそういう事は関係なく、日本を守るために努力することは素晴らしいと思う。

　ただ、国を守るためなら何をやっても良いかと言われれば、話は別だ。もしもドミニオンが残ざん虐ぎやくな殺人機械になるのであれば、双葉はどんな事をしてでも止めるつもりである。そして、今のドミニオンはその傾向が強かった。

『さぁ、小生の前にひれ伏すのです！』

　ドミニオンの輪が、石像に放たれる。

　その速度は光線よりも緩ゆるやかだ。光線で簡単に打ち落とせそうだが、やっぱりあれを撃ったら爆発するのだろう。そのくらい双葉でもわかる。

『ふむ……』

　前方にドミニオン、左右に爆薬の輪。

　囲まれた石像は迷っている様子。

「おいガーゴイル！　アレつかえ、アレ！」

『アレとは何だ？』

「なんか、爆弾の威力を封じこめるヤツ！」

　ホテルに爆弾がしかけられるという事件があった。その時ガーゴイルは、何やら光の玉の中に爆弾を入れていた。そうして爆発の威力を封じこめたのだ。

『ふむ……こうか？』

　ガーゴイルの両目から、それぞれ一個ずつの光球がシャボン玉のように出現した。それは浮ふ遊ゆうする黒い輪を正確に包みこむ。その間ドミニオンも手は出さなかった。

『どれ、それでは試してみましょうか』

　ドミニオンが言うと、いきなり輪が爆発した。包んでいた石像の光球ごと破裂し、服を焼かれそうな熱量が風と共に迫ってくる。

『むう。できぬではないか』

「おっかしーな。前はできたのに」

　首をひねる双葉。

『だから我はそのガーゴイルという石像ではないと言っているだろう。たとえ汝の言うことが本当でも、経験していない事は難しいのだ』

「ガーゴイルは一発でできたぜ」

『…………』

　黙ってしまう石像。痛い所をついてしまったようだ。

『ホッホッホ！　どうやらそこの石像様は、双葉さんの知っているものとは別物のようですな！　このように無能な石像が双葉さんの記憶に残るはずがないでしょう！』

『ぬかしたな――この似え非せ天てん使しが！』

　高笑いするドミニオンに向けて、石像がさらに光線を放った。今度も左右の目から別々の光線を出した。ドミニオンが四つの盾で防御しようとするが、光線はまるで糸のようにフラフラと動き、ドミニオンの背後に回る。

『面白い』

　ドミニオンが光線を吸収しようと輪を反応させる。

　しかし石像の光線はドミニオンの真下で破裂した。床が抜けそうなほどの爆発が起き、ドミニオンの身体が宙に舞う。

『む！』

　研究室の天井に飛ぶドミニオンを追って、石像の光線がさらに伸びた。それはドミニオンの身体に巻きつくと、縄なわのように銀の身体を拘こう束そくする。

　床に引っぱられるようにドミニオンの身体が叩きつけられた。

　わずかに揺れる研究室。盆の上に置いてあった湯飲みが落ち、床に転がる。

『やりますね……！』

　ドミニオンの身体から、再度爆薬の輪が生まれた。

「あ……」

　双葉とユキがほぼ同時に湯飲みに手を伸ばした。

　しかし湯飲みは部屋の中央まで転がっていってしまう。それを追おうと歩き出すが、下手をすると石像達の戦いに巻きこまれてしまう。

　そう考えたときには、もう遅かった。

　背の高いユキの顔の近くに、爆薬の輪があった。

「ユキ姉ちゃん！」

　慌てて双葉がユキの身体を引き倒す。

　しかしその時、ユキのおさげが黒い輪にわずかに触れた。

　眩まばゆい閃せん光こうが研究室を照らした。爆音は聞こえなかった。ストーブに手を近づけたくらいのわずかな熱が、双葉の頰をなでる。

　薄く目を開くと、双葉とユキの側そばに石像が座っていた。

「ガーゴイル！」

　ふたりの周囲を半球状の光が覆っていた。ガーゴイルが出す光の盾と同じものだ。これで守ってくれたのだ。

『下がれ。危険だ』

　石像は素そっ気けない態度。

　だけど命を助けられたのは紛まぎれもない事実だった。

「ありがとう……石像さん」

　ユキがにっこりと石像に笑いかけた。

　その笑顔を見た石像は――なぜか、身体をわずかに震えさせた。

『むぅ……』

「ガーゴイル？」

『我は……？』

　何事か考えている石像。

　その黒い身体を、光線が貫つらぬいた。

「ああっ！」













　白い二本の光線が石像の右肩と左足を破壊していた。衝撃で吹き飛んでいく様が、双葉にははっきりと、それでいて時間が止まったようにゆっくりと見えた。

　軽い金属を折ったような、そんな高い音がした。ドミニオンが放った光線の余波か、石像の身体の部品が床に落ちた音か。

『失礼しました』

　吹き飛ぶ石像の向こうに、ドミニオンが見えた。

「てめぇ！　きたねーぞ！」

『あなた方を危険に晒さらしたことは素直に謝罪します。そちらの石像があなた方を守っている間は手出ししませんでした。ですが、その後の隙は見逃すわけにはいきませんでしたので……』

　ドミニオンも石像の異変を察知していたのだ。

　わずかに止まった石像。あの一瞬で、何があったというのか。

『他の時ならばいざ知らず、小生との戦いの最中に、他の事に気をやるなどとは言ごん語ご道どう断だん。小生に対する侮ぶ辱じよくでもあります』

　途中からは聞いていなかった。

　煙をあげて動かない石像に駆け寄る双葉。

「おい！　しっかりしろ！」

『むぅ……油断した』

　石像はこんなときでも冷静な態度だった。

『身体が思うように動かぬ』

「あたりめーだ！　負けたんだからおとなしくしてろ！」

『負けた？』

　口を挟はさんだのはドミニオン。

『あのような巫ふ山ざ戯けた態度の石像を屠ほふっても、勝った事にはなりませんよ。この決着は別の機会につけましょう。ですが次に手を抜いたら、小生、あなたを完かん膚ぷなきまでに粉々にいたします。お忘れなく』

　この中で一番怒っているのは双葉ではなく、ドミニオンだったようだ。なんだかんだ貶けなしてはいるものの、石像の能力を一番買っていたのはドミニオンだったから。

　そしてそう言われた石像はというと、

『ふむ。人間と違い、我は手足をもがれても痛くないのだな』

　などと冷静に分ぶん析せきしていた。まるで負けたことなど意に介かいしていないようだ。

　心配して損した気分だ。ムカついたので、双葉はもげた石像の足で、頭を思いっきりブン殴なぐった。ごりっ、という墓石を倒したような重い音がした。
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　車をガソリンスタンドに送り届けると、おじさんとおばさんに再度礼を言われた。そしてガソリンスタンドを離れた途と端たん、一気に険悪なムードになった。

「何をしている？」

「それはこっちが聞きたいよ！」

　まるでガーゴイルのような仏ぶつ頂ちよう面づらに、おもわずツッコミを入れてしまう和かず己み。喜き一いち郎ろうは肩にかけた軍服を直すと、大きく溜ため息いきをついた。

「おまえ、あの石像の家族だろう？」

「……そうだけど」

「いいのか？　こんなところで呑のん気きにしてて。俺があの店に乗りこんで、おまえの知らないところでガーゴイルを壊してもいいんだぞ？」

「それは別に……」

「壊されてもいいのか？」

「ううん。兎轉舎にはケルプと東ひがし宮みやさんがいるから。僕にできる事、あんまりないし」

「軟なん弱じやくだな。まったく、それだから最近の若い者は……」

　じいさんのような説教を始めようとする喜一郎。

　だが、奇妙な音で会話が中断された。

　ぐぅ。

「…………」

　自分の腹を押さえる和己。でもそれほど減っていなかった。

　ということは――

「場所、変えようか？」

　和己の提案に、喜一郎は素直にうなずいた。







「おまたせ。お湯、もらってきたよ」

　ママに夕食はいらない旨むねを電話で伝え、和己は近くのコンビニでカップラーメンとおにぎりを買ってきた。

「……すまない」

　温あたたかいカップラーメンを受け取り、喜一郎は丁てい寧ねいに礼を言った。日本に来るのは久しぶりだという喜一郎。コンビニもよく知らないらしい。

　そうして神社のベンチに座る二人。かなり寒いが、話を聞きたいのでガマンする。

「寒いな」

　喜一郎が懐ふところからマッチのようなものを取り出し、火をつけた。マッチと違い、特にどこに擦するわけでもなく、振るだけで火のつく棒だった。

　それをベンチの下の石いし畳だたみの隙間に刺す。すると徐々に暖かくなってきた。見れば棒の火が消えていて、真っ赤に焼けた鉄のような色になっていた。

「すごいね、それ」

「そうでもない。初歩の初歩だ」

　謙けん遜そんなのか正直に言っているのか、和己にはわからなかった。

　そうして、ふと自分がこの青年にタメ口をきいていることに気づく。実年齢は本当に老人と呼んでもいいはずだが、見た目の年が和己とそう変わらないからか。

「いただきます」

　両手を合わせて、カップラーメンに頭を下げる喜一郎。あわてて和己もそれに倣ならった。

　しばらくラーメンをすする音が神社の境けい内だいに響く。

「実は、金がそんなにないんだ」

　唐突に喜一郎が切り出した。

「どうして？」

「世界中を旅していたんだ。だから自給自足が原則になっていた。山で動物を捕らえたり、川で魚を捕ったり。日本はそれがやりにくい」

「そうなんだ……」

「だからこの飯めしの恩はなかなか返せないかもしれない。気長に待っていてくれ」

「え、いいよ、そんなの！」

　もともと好意でやった事だ。恩返しをアテにしていたわけじゃない。

　それに、喜一郎はいわば敵だ。

「なんだ、敵の施ほどこしは受けないと言うつもりか？」

「そうじゃなくて……えっと。僕はただ……あ、そうだ。だったら、いろいろ聞かせてくれないかな。喜一郎さんの事」

「俺の事？　いいぞ」

「いいの？」

「なんでいけないんだ？」

「そりゃ、敵同士だし……情報が伝わったら、君に不利になるじゃない」

「俺の弱点でも聞くつもりなのか？」

「そういうつもりもないけど……」

「ならいいじゃないか」

　喜一郎の言う通りだった。

　なんだか丸めこまれているような気もするが、有利になったのは和己だ。そのはずなんだが、どうもこの喜一郎という青年には気き後おくれしてしまう。

「吉永……和己だったな」

「うん」

「おまえには、悪い事をしたと思っている」

「……え？」

　敵のセリフではない。

　それに、その言葉は何か悪い事をした後に言うものだ。

　喜一郎は兎轉舎を襲撃したが、まだガーゴイルは倒されてはいない。ケルプの足と翼はもがれたが。

「俺はおまえの家族を壊そうとしている。家族を失うのは、誰だって嫌なことだ」

「うん……」

　短い時間だけど、和己には喜一郎の人となりがわかりかけてきた。

　彼はとてもまっすぐで正直な人間なのだ。長い時間、辛つらい気持を抱かかえて生きてきたにもかかわらず、ひねくれることがなく、自分の信念を持って行動しているようだ。

　一本通った芯しんは、鉄の柱のように太かった。これで善悪を判断する力が弱かったり、歪ゆがんだ価値観を持ったりすると、手がつけられない悪党になる場合もあるが、彼はとても優しい人だった。きっと親の教育もよかったのだろうと和己は思う。

　そんな人が、どうしてガーゴイルを壊そうとするのか。

「理由、聞かせてくれる？」

「その前に、これを全部食わせてくれ」

　ラーメンを全部食べ、残りのスープも飲み干す喜一郎。和己も冷さめる前にあわててかきこんだ。それだけじゃ足りないので、今度はおにぎりに手を出す。

「これ、どうやって開けるんだ？」

　予想通り、喜一郎はコンビニのおにぎりの開封方法を知らなかった。和己が実演してみせると、喜一郎は何度もうなずきながらおにぎりを開封して、それにかぶりついた。

「……すごいな、こういう技術は」

「そうだねぇ」

　戦前戦後の時代には、まだなかったものだ。単に技術的な問題だけでなく、さまざまな工夫によって編み出されたモノが現代にはたくさんある。

　おにぎりを食べ終えると、喜一郎はまた両手を合わせた。

「ごちそうさまでした」

　和己もそれを真似する。食べ物のある生活を心から感謝するのは、久しぶりだった。

　ゴミを集めて、くずかごに捨てに行く。戻ってくると、喜一郎はベンチの下の暖かい棒の位置を直していた。

「最初に言っておくと、俺は錬れん金きん術じゆつが憎い」

　和己がベンチに座り直すと、喜一郎はそう切り出した。

「父や母に恨うらみはない。だが、錬金術そのものはこの世からなくさなければならない。錬金術師やそこから生まれたものも同様だ」

「だからガーくんを狙ねらって、あんな事したの？」

　最強とも呼べるガーゴイルは、錬金術の象しよう徴ちようといえよう。

　そしてガーゴイルは最強であるが故ゆえに、わずかな弱点を突いて倒さねばならないという。喜一郎が取ったのは、その中でも最も効果的な手段――ガーゴイルの脆もろい精神を攻撃したのだ。

「俺はあいつの事ならなんでも知っている。おまえよりも長く暮らしていたからな」

「そうだね……」

　それについては否定できない。ガーゴイルに関しては大先輩だ。

　だけど、だからといって――

「それでもガーくんを壊すの？」

「ああ。そうしなければならない」

「どうして？」

「そうだな……たとえばだ」

　喜一郎は指を立てて説明する。

「おまえが危険な目に遭あったとする。そうなれば、当然ガーゴイルは飛んでくる。それが普通だよな」

「うん」

「その普通が、そもそもおかしいんだ」

「えっ？」

「いいか？　ガーゴイルが守ってくれるのは、この町だけだ。ほかではそんな便利な石像はいない。危険が迫っても守ってくれる奴はいないんだ。錬金術なんて便利な技術もない。実際に、俺が今、おまえを殺そうとしたらどうするんだ？」

「それは……」

　喜一郎の言いたい事がわかってきた。

　ガーゴイルに頼ってばかりで、平和に暮らしているこの御ご色しき町ちようは、個人の危機感が薄れているのだ。喜一郎の言う通り、この町のほとんどの人間は何かあってもガーゴイルが助けてくれると信じている。

「本当に人を守るのは、錬金術じゃないんだよ」

「じゃあ……何が人を守るの？」

「個人の意志だ」

　和己の質問に、喜一郎はきっぱりと答えた。

「普段から危険に備えておく心構え。それが何よりも大切なんだ。昔、この国が戦争に負けたとき、国民のほとんどは日本軍が勝つと信じ切っていた。全すべてがわかったのは、戦争に負けてからだ」

「でも、それは戦争の話でしょ？　今は警察だっているし、戦争なんて起きないし――」

「どうしてそう言いきれる？　警察だって人間だ。間違いもある。戦争だって、もしかしたら起きるかもしれない。仮に警察も完かん璧ぺきで、戦争が永遠になくなったとしても、事故や天災はある。生きている限り、危険からは逃のがれられない」

「その時に、ガーくんがいなかったら……」

「そうだ。最後にものを言うのは、自分だ。普段からの備そなえが大切なんだ」

　喜一郎の話は、ただ考えを述べているだけではなかった。戦争、そしてその後に自分が生きてきた経験からくるものだった。彼が旅してきたのは、平和な日本だけじゃない。今なお戦争中の国かもしれないし、厳しい自然と戦う国かもしれない。

「錬金術はそんな人の意志を奪うばうものだ。だから俺は錬金術を破壊する」

「そっか……」

　筋は通っている。

　だけど、何かしっくりこなかった。

「だったら、喜一郎さんはどうして錬金術を使うの？」

「ん？」

　和己はベンチの下の焼けた棒を見た。

　まだ熱を持っており、暖かい。

「この棒は錬金術じゃないの？」

「ああ、これは違う。古科学の産物だ」

「古科学？」

　聞き慣れない単語だった。

「錬金術に対抗するために習得した。戦争の後で古科学の使い手に出会ったんだ。その人に数年間師し事じして、今では、まぁ並みの使い手ってところか」

　ケルプを一撃で倒しておいて、よく言う。

　だけど錬金術と同じく、闇やみの学問なのだろう。喜一郎の強さの理由が垣かい間ま見みえた。

「錬金術と、どう違うの？」

「起源と目的が違う。錬金術は西洋に伝わる学問だ。対して古科学は日本や中国にルーツがある。一番古いのは……亀き卜ぼくって知ってるか？」

「あの、亀の甲こう羅らを焼いて、ヒビを見て占うらなうってやつ？」

「よく知ってるな。そう、あれも古科学の一種だ。日本人は古くから自然と一体化した生活を続けてきた。いろんな物に神様が宿ると信じてきたし、それにまつわる奇跡なんかの伝承も多い。それを体系づけたのが、古科学だ」

「わかったような、わからないような……」

「錬金術との大きな違いは、その理念だ。金を欲しがる者達が使う錬金術とは違って、古科学は人間のためにあまり使われない。風を起こしたり、植物の生長を助けたり……今ではどっちも変わらないんだけどな。やっぱり使うのは人間だし」

　この暖かい棒も、人間用としか思えない。要は育ってきた環境の違いといったところか。和己の見たところ、錬金術の道具は装飾された大がかりな道具というイメージがあるが、古科学の道具は地味だ。小さな棒だったり、光る苦く無ないだったり。

「古科学は人を守る道具じゃない。守る意志を持った人間の手助けをする道具だ。何でも全部やってくれる錬金術の対極だな。そのへんも気に入ってる」

　ベンチの下から棒を取りだし、軽くなでると赤い色が消えた。もともとどういう用途で使うものなのだろうか。使いようによっては何にでも応用できそうだ。

「本当に……錬金術の敵なんだね」

　彼の父も母も立派な錬金術師だと和己は思っていた。

　だから息子も錬金術師になれというわけではないが、「誰かの生活の役に立つ錬金術」に人生を捧ささげていた彼らが目指したものをそこまで毛嫌いするからには、よほどの理由があったのだろう。

　一体、喜一郎に何があったのか。

「あの――」

　それを聞こうとする前に、喜一郎が立ち上がった。

　何をするのかと思ったら、懐から苦無を取りだし、自分の腹に突き刺したではないか。

「喜一郎さん！」

「ああ、すまない」

　人間なら絶対に死んでいる位置まで苦無を刺した喜一郎は、特に痛がっている顔も見せずに、腹の傷から何かを取り出した。それは小さな弾たまだった。

「デュラハンとかいう自動人形に撃うたれたんだ。まだ残っていたようだ。腹の辺りがおかしいと思った」

「って、お、おなか……！」

　和己が指さした喜一郎の腹は、すでに傷が塞ふさがっていた。

「見ての通りだ」

　腹をさする喜一郎は、寂さびしそうな笑顔だった。

「こういう身体になっちまったんだ。戦争の時にな」

「ど、ど、どうして……!?」

「それはこっちが知りたいよ」

「それも、古科学なの……？」

「いや、違う。魔法だ」

「魔法!?」

　また変な言葉が出てきた。

　彼の正体がまたわからなくなる。

「大戦中に死にかけた事があってな。その時に出会ったおかしなフランス軍人にかけてもらった魔法のおかげで、こんな身体になった」

　強さの秘ひ訣けつは古科学だけではなかったのだ。

　だけどその身体は、まるで不死身の怪物だ。血もほとんど流れていない。戦争から今こん日にちまでずっと生きてこられた理由が判明した。

　やっぱり彼は高原喜一郎だったのだ。六十年前から変わっていないだけで。

「そのフランス軍人って？」

「詳しい事は俺にもよくわからない。だから俺はずっとその魔法使いを捜さがしている。錬金術を滅ぼしたとしても、こんな身体じゃな……満足に死ぬ事もできない」

「死ねないの？」

「そうだ。どれだけ銃をくらっても、高い所から落ちても、毒を飲んでも死なない。たぶん、魔法をかけられた時のまま時間が止まってるんだろうな。こればっかりは錬金術でも古科学でも説明ができない」

　死なないのではなく、死ねないのは辛いと思う。

　ガーゴイルもそんな事を言っていた。死後の世界がわからないと。

　少し、喜一郎の苦しみがわかった。

「死ねない、怪しげな術を使う、家族を壊そうとする――おまえからしてみれば、俺は化ばけ物ものみたいなもんだよな」

「そんなことは……ないと思うよ」

　気休めなどではなく、和己は本心からそう思っていた。

「喜一郎さんの家族は、僕がよく知っている人だし。錬金術だってそうだよ。古科学ってのはよくわからないけど……でも、人間が使うものだ。喜一郎さんは、ちゃんとした意志のある人間だよ」

　上手く言えないけれど、思っている事をなんとか伝えようとする和己。

「そうか」

　初めて――喜一郎が笑った。

　和己と同じ、年相応の高校生の顔だった。

　別人みたいだったが、これが本来の喜一郎の顔なのだと思った。

「でも、敵だけどね」

「ああ。おまえがガーゴイルの家族である以上、俺はおまえを敵とみなす」

　和己も自然と笑顔になる。

　そして思った。

　ひょっとしたら――この人は、いままでガーゴイルを倒そうとした敵の中で、最も優しい人なのではないだろうか。人の心を持っていて、最も人から離れた身体を持つ魔人。高原喜一郎。兎轉舎のお姉さんの息子であり、ガーゴイルの元の家族であり、困っているおじさんの車を押してあげる、最強の敵。

　一体、彼と錬金術の間に何があったのか。

　そう考えていると、和己のポケットの携帯電話が震えた。

　ママからのメールだ。どうやら帰りが遅いので心配になったらしい。

「またな、吉永和己」

「え――」

　携帯電話から顔を上げると、喜一郎はどこにもいなかった。

　神社の境内に取り残され、満天の星空を見上げる。

　不意に鼻の奥がムズムズして、和己は思いきりクシャミをした。
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「いやー、これはまた、派手に壊れましたなぁ。ドミニオンの強さはワタクシも知っておりましたが、いやはや、まさかこのようになってしまうなんて想像できませんでしたよ。いえね、ドミニオンが強いというわけではないのですよ。基本的にこの石像とドミニオンは同性能ですからして、ええ。やはり戦場では能力だけがものを言うわけではないので――」

「いいから黙ってやれよ！」

　ほっとけば永遠にしゃべり続ける平ひら賀がをドロップキックで黙らせると、双葉は拾い集めた石像の破片をなんとか元に戻そうと、身体につけ始めた。

　研究室ではドミニオンの開発が続けられているので、敗者の石像はビルの裏の空あき地ちで修理だ。今日は天気がいいので、石像にとっても気分転換になるだろう。

　そろそろ日が暮れる。完全に夜になる前に作業を終わらせたいところだが。

「これ、接着剤でつかねーかな……」

「そう仰ると思いまして、ここに様々な接着剤をご用意致しました」

　平賀が運んできた盆の上には、さまざまなビンが並んでいた。どれも東宮が作ったという接着剤らしい。

「この、ごはんはなんだよ……」

「米こめ粒つぶを侮あなどってはなりませんぞ、双葉さん。木材などは米粒が最良の接着剤だったりするのです」

「へー……って、ガーゴイルは石だっつの！」

　とはいうものの、石をくっつける接着剤がどれなのかもわからない。試しにまずはご飯粒から試してみることにする。

「よしガーゴイル、動くなよ」

『だから動けんのだ』

　腕と足をもがれて、奇妙な体勢で倒れている石像。腕の断面にご飯粒を塗ぬりたくり、くっつけてみる。三秒も経たたずに腕が落ちた。

『……遊んでいるのか？』

「んなことないって」

　と弁解するが、実のところ半分以上が遊びの気分だった。

「双葉さん、こちらはいかがでしょう。社長の新作でございます」

　平賀が持ってきたビンを受け取る。ラベルが貼はられていないところがまた怪しさ倍増である。

　ビンをひっくり返しても薬が出てこなかった。

「……これ、どうすんだ？」

　木ベラに接着剤をつけようとしても、ヘラが折れるくらい硬かたい。

「どうやら中で接着剤どうしが接着されているようですな」

「意味ねぇだろ！　次！」

　その次の接着剤は比較的まともだった。それもそのはず、市販のものだからだ。市販品だけあって、接着力も並程度だった。石像の身体をくっつけるにはいたらない。

『むう……』

　石像も困り果てていた。人間とは違って痛みがないので、自分の身体の異常に気づきにくいのだ。そして人間並みの治ち癒ゆ力りよくもないので、外部の力でくっつけるしかない。

「双葉さん、これはいかがですか？」

　懲こりずに平賀が取り出したのは、見覚えのあるビンだった。

「高原様の薬だそうですが……」

「あ、それだ！」

　蝶ちよう々ちよう軟なん膏こうという薬だ。どんな傷でも治せるが、いつ治るかわからないといった代しろ物もの。この時代にもあったのだ。

「これなら治るぞ！　よかったな、ガーゴイル！」

『激しく疑わしいが、この際仕方がない。頼む』

「二、三日もあればくっつくだろ。今までで最長は二週間だしな」

『むう、それでは困る』

「贅ぜい沢たく言うな。くっつかないよりマシだろ」

『それはそうだが……』

　軟膏を指に取り、石像に塗る。人体につけても害がないのを知っているので、双葉も気楽に扱える。

「双葉ちゃん、包帯持ってきたよー」

　ユキが入ってきた。かご一杯に山盛りになっている包帯。こんなにいっぱい何に巻くつもりなのだろうか。

「おー、ユキ姉ちゃん、頼む！」

　双葉が巻いたら大変な事になりそうだ。ここは素直に実力のあるユキに任せる。ユキは元気よく返事すると、蝶々軟膏でくっつけた石像の腕と足に包帯を巻き始める。

「やっぱりうまいなー」

「勉強したのよ。空襲とかでケガする人を治ち療りようしたりするから」

「そっか……」

　真ま面じ目めなユキに感心する双葉。

　そして、感心するだけじゃ駄だ目めだと思い直す。

「ユキ姉ちゃん、あたしにも教えてくれ」

「いいわよ。いらっしゃい」

　手招きするユキ。

「ではワタクシは、仕事に戻ります、ハイ。ごゆっくり」

「平賀のおっちゃんも見ていかないのか？」

「ワタクシはどちらかというと、ケガをする事が多いので……」

　控えめに笑うと、平賀は恭うやうやしく一礼して、去っていった。要は覚える気はないという事か。

　そんな平賀を怒るでもなく、ユキは包帯を伸ばして見せた。

「平賀さん、ケガしたらいつでも言ってくださいねー！」

　そんなユキの手によって、石像の身体は白くなる。

　すすんで名乗り出るだけの事はあり、包帯の巻き方は医者が見ても完璧な出で来き映ばえだった。

　ただ、あまりの早はや業わざに覚える事ができなかった双葉。

『ユキ。感謝する』

　石像は素直な態度だった。

　優しいユキの言う事なら、石像は黙ってきくのだ。

「そういやさ、おまえどーして負けたんだ？」

　先ほどの対決を思い出す。

　あの時、石像はぼーっと考え事をしているように見えたのだ。

『……我にもわからぬのだ。汝とユキを守ったとき、頭の奥に得も言われぬ感情がよぎったのだ。とても苦しかった』

「なんだそれ？」

『言葉では説明できぬ。懐かしいような、憧あこがれるような、奇妙な感覚なのだ』

「うーん……あたし達、何かしたか？」

　ドミニオンが出した輪に近づいただけだ。石像にちょっかいを出した覚えはまったくない。むしろ石像が自発的に双葉達を守ってくれたのだ。

　それなのに、石像は不満のようだ。

　ついにはこんな事まで言い出す始末。




『我は……本当に汝らを守れたのか？』




　何を言っているのだろうと思った。

「守ってくれなきゃ、あたし達爆発に巻きこまれて、今ここにいないっつの。おまえがあたしらに包帯巻いてたぞ」

　もげた手足は、双葉達を守った証拠だ。

　こうして無事に生きていられるのも、石像あってこそなのに。

「石像さん、壊れてるから、気分悪いのかな？」

　意味があるのか、ユキが石像の額ひたいに手をあてる。

『……そうかも知れぬ』

「手足がくっつけば、シャキッとするって。おとなしく寝てろ、な」

「そうそう。いつもドミニオンさんと一緒に実験してたでしょ？　疲れてるのかも」

『むう……』

　双葉とユキのふたりに言いくるめられ、石像は反論できなくなる。

　しかし石像が悩んでいた感情の正体については、結局わからずじまいだった。

「あ、イヨさん」

　ユキの声に、双葉も振り返る。

　東宮電機の窓から、お姉さんが手を振っていた。

「イヨさんだなんて他た人にん行ぎょう儀ぎな言い方やめなさいって。素直にお義か母あさんって呼んでくれていいのよー」

「え、や、その、あの……」

　顔を真っ赤にするユキ。

「ほらほら、どうしたの？　呼んでごらん」

　挑発するようにニヤついているお姉さん。

「お、お義母さん……」

「はーい、よくできました！」

　手を叩いて喜ぶお姉さん。どこまで意地が悪いのだ、この女ひとは。

「ま、それはそれとして、双葉ちゃん。その石像、こっちに持ってきて」

　お姉さんは縄なわを手にしている。

「また実験か？」

「ううん」

　首を振り、改めてこちらを見るお姉さん。

　――目が笑っていなかった。

「空襲よ」

　その言葉と同時に、空が叫びだした。







　ウ――――――――……

　地下にいても警報の音が聞こえていた。耳をすませば半はん鐘しようの音も聞こえただろうが、そんな心のゆとりはなかった。

　ユキと二人がかりで石像を運ぶ。

　目的は地下の研究室。ドミニオンの研究をしていたはずのその部屋には、子ども達が怯おびえた表情で寄より添そっていた。

「隊長！」

　双葉の姿を見た子どもの一人が立ち上がる。

「おまえら、雅臣兄ちゃんとドミニオンは!?」

「わかんない……僕達を呼んで、すぐに出てっちゃった」

「そっか。おい、これ頼む」

　縛りつけた石像を研究室に放りこむ。

『汝らはどうするのだ？』

「すぐ戻るから！」

　言い残して、双葉とユキはすぐに研究室を飛び出した。

「双葉ちゃんも、あそこに避難しないと！」

「まだ残ってるヤツがいるかもしれねーだろ！」

「あら、私と同じ考えなのね」

　ふたりで笑い合っていると、前方から男の人が走ってくるのが見えた。

「ど、どけ！　早く避難しないと！」

　どうやら東宮電機の社員のようだ。背広姿のまま、息を切らしている。

「おっさん、あっちは子ども専用だぞ。社長から聞いてねーのか？」

「そんな事知るか！　私は生いき延のびたいんだ！」

　双葉を押しのけて逃げだそうとする男。

　その足を引っかけると、簡単に転んだ。

「このガキ！」

　立ち上がり、双葉に殴りかかる男。

　なりふり構っていられない顔だった。身構える双葉だが、拳こぶしはいつまで経ってもやってこなかった。

「そこまでだ」

　男の首根っこを摑つかんでいるのは、東宮雅臣その人。

「しゃ、社長……！」

「いい年をした大人が、恥ずかしくないのか！」

　雅臣の鉄拳てつけんが男の頰を殴りつけた。

　倒れる男の胸倉を摑んで立たせ、さらにもう一発殴る。

「この先の研究室は、子ども用だ。今は空きがあるが、これから外の子ども達を避ひ難なんさせなくてはならない。すぐにいっぱいになるだろう」

「だったら、大人はどこに逃げればいいんですか!?」

「大人用の防ぼう空くう壕ごうは、政府から通達された場所と、あと我が社が作った簡易防空壕がある。そちらを使え」

「そんな……」

「ずるいと思うかい？　ああ、僕もそう思う。だけど、大人は逃げる体力も知恵もある。子どもが全員ここに集まれば、大人は足かせもなく逃げられるんだ。少しは子どもにいい所を見せようって思わないのかい？」

「そ、そんなの、死んじまったら関係ないでしょう!?」

「死なないさ。ドミニオンがいる」

　雅臣は不敵に笑った。

「双葉ちゃん、ユキちゃん。逃げる支し度たくをして外に出たまえ」

　男の襟えりを摑んで引きずっていく雅臣に、双葉もユキも言葉なくうなずいた。わめきつづける男をさらに殴る雅臣。

「社長があんなに怒るところ、初めて見たわ……」

　口に手をあてて驚くユキ。

　ドン、と大きな音がして地面が揺れた。周りから悲ひ鳴めいが聞こえてくる。本格的に空襲が始まったのだ。

　地下から一階に上がると、社員らがこぞって外に出ていた。鉄筋コンクリートの建物でも、爆弾を落とされたら一巻の終わりだ。それに実家に貴重品がある社員もいる。

　人の波に押されながらも、双葉とユキはなんとか外に出た。

　さっきまでガーゴイルを治ち療りようしていたビルの裏手では、雅臣とお姉さんが空を見上げていた。

　真っ黒に染まった空を、さらに黒い飛行機が埋うめ尽つくしていた。

「双葉ちゃん、ユキちゃん――イヨさん」

　雅臣の目からは、涙がこぼれていた。

「どうかなじってください。軽蔑けいべつしてください。あれが……僕がやろうとしていた事です……！」

　雅臣の指の先に、それがいた。

　夜の世界を汚す戦闘機群。正確には爆撃機――Ｂ29というやつだ。機体の腹から黒い塊かたまりが何個も、いや何百個も吐き出されていた。

　そしてその塊が地面に落ちるたびに、遠くの方から悲鳴と炎が上がる。

「くそ……！」

　だが、その飛行機もまた、爆発していた。

　目をこらしてみると、Ｂ29の群れに混じって別のものが空を飛んでいた。

　それは戦闘機のようにまっすぐ進んでいるのではなく、ＵＦＯのように軌き道どうを変えていた。

　ドミニオン。

　それと気づいた時、空が光った。

　輪のような光線が爆撃機を撃ち落としていた。

「あいつ――」

　その強さに感心しそうになった。

　だけど、あの飛行機にも人は乗っているのだ。

「雅臣兄ちゃん……あいつ、守ってるんだよな？　この国を守ってるんだよな？」

「僕はそう信じている」

　雅臣の答えは、答えになっていなかった。

　燃える空と地上に挟まれて、双葉は拳を握りしめる。

　お姉さんは黙って空を見つめていた。

　ユキは顔を覆って、泣きながらうずくまっていた。







　米軍の主力爆撃機Ｂ29の両翼には二つずつ、計四つのプロペラがある。

　プロペラの中にあるタービンに何かで強い衝撃を与えれば、墜つい落らくしやすいという情報を得ていた。

　ドミニオンがやっているのは、まさにそれだった。飛行機を完全に破壊するには光線では力不足。しかし一部を破壊するのならば、簡単だ。

『さあ――償つぐなってもらいましょう！』

　町の上空を舞いながら、両眼と胴体の輪から光線を撃つ。

　それぞれ三方向に照射された光線は、三機のＢ29のタービンに正確に命中した。

　その直後に起きた三つの爆発に身をゆだね、空を飛ぶドミニオン。

　着地点は四機目のコクピットの前だった。













　コクピットにいた数名のパイロットの目が見開かれる。

「Devilデビル......!」

　ドミニオンを見て、誰かがそう叫んだ。

　間髪を入れずに操そう縦じゆう席せきを破壊する。両腕で顔をかばうパイロット。爆発がコクピット中に広がり、機体の全てを炎ほのおが包む。

　また爆風に乗って飛ぶ。

　爆発した飛行機からは、気絶したパイロット数人が開かれたパラシュートを摑んで落下していた。数を数えると十一人。ちゃんと全員脱出していた。その生き延びようとする意志には感心する。

『小生は悪魔ではありません――』

　あの黒い石像の事を思い出した。

　双葉という少女は、あれの事をガーゴイルと呼んでいた。西洋の悪魔の名前だ。あんなものと一緒にされるとは屈くつ辱じよくだ。

　自分は天使の名を持っている。世界を守る、主天使の名だ。その名に恥じぬように、この世界にいる全ての人間を守らなければならない。同時に、この世界を汚けがそうとする者に天てん罰ばつを与えるのだ。

『――ッ！』

　空気が震えるほどに大きな音がした。

　機銃の掃そう射しやだった。ドミニオンを日本軍の兵器と認識した米軍が撃ってきたのだ。避よけようとするが、弾の数は視界の全てを埋め尽くすほどだった。倒すのではなく、動きを封じようとしている。

『させません！』

　黒い輪から、何本もの光線が発射される。

　その姿はトゲを生やしたサボテンのようだ。無数の光線が爆撃機に突き刺さり、それと同数の爆発が起きる。

　それを数度繰り返した。撃墜した爆撃機の数は二十機を越えるだろう。

　だが、それでも足りなかった。

『しまった！』

　機銃の一発がドミニオンの輪に命中した。

　12・７㎜機銃の弾丸は輪を貫つらぬき、ドミニオンの身体を回転させる。そこに二発目、三発目の銃弾が叩きこまれた。翼に穴が空き、耳を削そいでいく。

『おのれ――おのれっ！』

　小さな輪の数を倍に増やした。

　四つの輪がドミニオンの周囲に集まり、ろくに狙いもせずに光線を縦じゆう横おう無む尽じんに放つ。それによってまた爆撃機は破壊される。

　ドミニオンの視界が暗くなった。

　直後、激しい振動と熱がドミニオンを包みこんだ。

　翼が完全に折れ、足が取れた。片方の目が砕け散る。

　まさか爆弾を直接ドミニオンに落とすとは。狙ってやったのではないだろう。ドミニオンがいるであろう場所へ無差別に降らせたのだ。たとえドミニオンに当たらなくても、下にある町を焼ければいいのだから。

『くっ……！』

　狙いどころか、光線の操作も難しくなってきた。

　倒しても倒しても、虫のように涌わいて出てくるＢ29と爆弾。

『おおおおおおっ！』

　光線。

　銃撃。

　その応おう酬しゆうが終わるまでに、十分はかからなかった。

　四十五式帝国防衛用石像ドミニオンは、Ｂ29による三個の爆弾を同時に受け、粉々に砕け散った。

　しかしその爆弾を受け止めなかったら、爆弾は落ちていたのだ。

　東宮電機の本社――雅臣達がいる場所に。

『小生は――』

　煙を上げて落下するドミニオン。もう顔だけになっていた。

　それでも諦あきらめなかった。目から光線を撃ち、一機でも多くの爆撃機を撃墜しようとする。

『もしも……あの石像を壊さなければ……』

　ふたりで戦っていれば、少しは敵の数を減らせただろうか。

　この国を守れただろうか。

　声が聞こえた。

　自分の真下で、誰かが悲鳴をあげている。

『守れた……のでしょうか……』

　爆弾は降り続ける。地面が燃える。建物が爆発する。人が吹き飛ぶ。風が炎を運ぶ。銃弾が横切る。子どもが泣きじゃくる。川が焼ける。瓦が礫れきが崩れる。人が人を押しのける。半はん鐘しようが鳴る。

　――守れたはずがない。

　楽園を地獄に変えたのは、自分が至らないせいだ。

　どんなものでも守れると慢まん心しんしていた、これは罰ばつだ。

『ああ……』

　人間を守りたかった。

　今、下で泣き叫んでいる人のために、火を消し、傷を癒いやし、暖かい食べ物を与えたかった。そのために、敵軍を一人残らず倒したかった。

　雅臣がやっていたことに、ずっと憧れていたのだ。

　戦争が終われば、自分の戦闘力は不要になる。そうなったら戦うのではなく、その力を困っている人のために使おうと決めていたのだ。

　あの爆撃機さえ打ち落とせれば、それができたのに。

　あとほんの五十機を落とせば――

　落としさえすれば――

『ああああああああああああああああああっ！』

　激しい後悔の念がドミニオンを押し潰す。

　銀色の天使が、灼しやく熱ねつの世界に墜おちていった。







































「ただいまー」

　門もん柱ちゆうの上に何もいない吉よし永なが家け。今日は騒がしい妹もいない。

　その代わりに、和かず己みが帰宅するとママとパパが玄関まで飛んできた。事情を説明して欲しくてたまらないといった目だった。

　しかし悲壮感はない。ふたりともガーゴイルを信じているからだ。

　落ち着いたところで、和己は今までの経けい緯いを全すべて話した。まず高たか原はら喜き一いち郎ろうという存在について話し、彼がガーゴイルを眠らせ、それを追って双ふた葉ばが昭和二十年に旅立ったこと。

「太平洋戦争か――」

　太い腕を組んで、パパが唸うなった。

「私も戦争の記憶はないんだ。私の父――和己のおじいちゃんだな、それがちょうど戦争の世代だったからなぁ。でも、その時の話はよく聞かされたもんだよ」

　ママもうなずく。ママの親も同じくらいの世代なのだ。

「ホラ、和己がおばあちゃんの家に行ったときのこと、覚えてるか？　あそこでおじいちゃんとおばあちゃんが並んで写ってる写真があったろう。あの、鎧よろいの脇わきのサイドボードに立てかけてあるやつ」

「ああ、そんなのあったね」

　軍服姿の祖父と、着物姿の祖母が写っていた写真があった。

　あれがちょうど昭和二十年くらいなのだという。終戦後に祖父が帰き還かんした記念に撮とったのだそうだ。

「和己にはそれほど戦争の話はしていないと思うが、私達はよく聞かされたよ。当時は食べ物がなかった、っていうのが一番多かった小言だね。嫌いなものを残すと、必ず言われた。まぁ和己も双葉も好き嫌いがないから、今ではそんなこと誰だれも言わなくなったけどな」

「うん……」

「でも、本当に厳しかったらしい。当時は野球場や公共の広場を掘って、畑にしていたっていう話だから。そうしなければならない状況だったんだろうな」

　そんな所に双葉がいるのだ。

　また心配になってきた。

「ガーゴイルくんがついていてくれれば、平気だとは思うが……帰ってきた時、双葉にとって立派な勉強になると思うよ。戦争は良くない事だが、だからといって忘れていい事じゃない」

「うん」

　それは学校の先生にも言われていた事だ。歴史の授業中、必ずと言っていいほど言われる。それに戦争をモチーフにしたＴＶなどでも言われている事だ。

　自分達はこれだけ苦労したんだから若い者は老人を敬うやまえとか、そういう押しつけがましい事ではない。ただ同じ過あやまちを二度と繰り返さないためだ。

「それよりも、問題はその喜一郎って人だな」

　その喜一郎についさっきまで会っていた事も話した。

　彼が錬金術を憎む理由は不明だが、ガーゴイルがいるとこの町の危機管理がおろそかになるという事は、和己も同意するしかなかった。

　ガーゴイルが守ってくれるから、この町の人達が油断する。それはよくない事だ。戦争を体験した喜一郎は、それがどれだけ重要かわかっているのである。ガーゴイルが守れる範囲も無限ではないし。

　ところが、異論を差さし挟はさんだのはママだった。

「どうしたの、ママ？」

　あごに指を当てて何やら考えているママ。すると台所の奥から、一枚のチラシを持ってきた。スーパーの広告などではなく、小さな紙に印刷されたものだ。

　それは防犯セミナーの広告だった。

　主催は知らない名前だったが、なんとゲストはガーゴイルだった。

「ほう！　ガーゴイルくんの防犯セミナーか。これはいいな！」

「ガーくん、こんなことまでやってたんだ！」

　そういえばこの間、ガーゴイルが電話で話していたのを思い出した。和己が聞いたのは受話器を置いた音だけだったので、話の内容まではわからなかった。あれはきっとこのセミナーのことだったのだろう。

「そうだな。ガーゴイルくんほど防犯に気を配っている石像はいないな」

「そっか……」

　本当の意味で怖いもの知らずなのか、いまだ御ご色しき町ちように泥どろ棒ぼうの姿は絶えない。そしてその泥棒達は例外なくガーゴイルに成せい敗ばいされている。

　それだけで終わりではない。ガーゴイルはいつも必ず、守った家の人に防犯のアドバイスをしているのだ。その時入った泥棒の体験を教訓にして、的確な指示を出す。ガーゴイルのおかげか、鍵かぎ屋やさんも大だい繁はん盛じようで喜んでいるそうだ。

「そういえば樽たる井いデパートでも、防犯グッズフェアが開かい催さいされたことがあったな。あれも確かアドバイザーにガーゴイルくんが行ったんだっけ」

　パパが面白そうに話す。

「そうそう。ガーくんってば『こんな安物で家が守れるか！』って怒ってたよね。逆にメーカーの人にお説教してたよ」

　ママも思い出し笑いをしている。その時、フェアがメチャクチャになったとデパートの担当と一ひと悶もん着ちゃくあったのだ。もちろんガーゴイルが正論で撃破したのだが。

「その喜一郎という人は、ガーゴイルくんを誤解しているようだな」

　パパの結論に、ママが何度も首を縦たてに振る。

　もう一度会った時にちゃんと話しておくべきだろう。

　でも、喜一郎がガーゴイルと錬金術を恨うらむのは、もっとほかにある暗い理由が原因なのではと考えてしまう。あんなにいい人がガーゴイルを倒そうとするからには、それ相応の理由がないとおかしい。

　戦争に関係ある事なのだろうか。

　それとも、古科学や魔法に関係する何かだろうか。

「喜一郎さん……今、何やってるのかな」

　どこかに泊まっているのだろうか。もう夏ではないから、外で寝泊まりするには厳しい。死なない身体からだとはいえ、寒いのは誰だって嫌だろう。

　台所でヤカンが鳴いていた。ママが急いで走る。

「ママがココアを淹いれてくれるそうだ。和己も今日は疲れただろう。それを飲んで休みなさい」

「うん……ありがと」













　パパとママの気持ちは嬉うれしかった。

　だけど今、辛つらい場所にいる双葉と喜一郎のことを考えると素直に喜べない和己だった。







　喜一郎は、和己と話した神社から動いていなかった。

　賽さい銭せん箱ばこの前に座り、じっと夜空を見上げている。

　ゴミ箱が目に入った。さっき食べたカップラーメンを思い出す。

「あれ、うまかったな……」

　放浪中、イタリアで食べさせてもらった食事も美味だったが、やっぱり日本で食べるものはなんでも日本人の舌に合うようになっている。それと喜一郎本人の好みもある。

「あんたはカップラーメンとか食べるのか？」

　前方に苦く無ないを投げつける。

　闇やみの中で何かにぶつかる音がした。

「いやあ、私にカップラーメンを語らせたらすごいぞ。新作は大体チェックしているからね。君が食べた極ごく濃のうとんこつバターは、最近の中ではベストだな。和己くんもいいチョイスをする」

　黒い霧きりが晴れるように姿を現したのは、怪かい盗とう百ひやく色しき。手にしたステッキには喜一郎の苦無が突き刺さっていた。

「……ずっと見ていたのか」

「失礼ながら」

　おどけてシルクハットを取る百色を見て、舌打ちする喜一郎。

「君が和己くんに危害を加えないかと心配でね」

「俺が狙ねらっているのはガーゴイルだけだ。吉永和己にも、あんたにも用はない」

　そうして辺りを見回す喜一郎。念のため、苦無を取り出しておく。

「デュラハンならいないよ。今頃いまごろは夕食を作ってくれている」

「……そうか」

「戦う気もない。安心してくれ」

「なんでそんなに余裕なんだ……」

「君が気を張りすぎているんだよ。もう少し肩の力を抜いたらどうかね」

「くっ……！」

　この怪盗百色という男、本当に殺意を持っていない。まるで近所の住人に話しかけているようにリラックスしている。

　怪盗というのは、本来いつでも警察に追われている存在ではないのか。いや、むしろ追われ慣れているからこそ平常心でいられるのか。

「君の目的はわかったよ。だが解げせないことがいくつかある」

「答える義理はない」

「まあそう邪険にしないでくれ。これと交換でどうかな」

　百色がマントの中から取りだしたのは、特殊素材でできた袋。中に何か入っているようだが、中身が想像できない。

「最新科学で作られた寝袋とテントだ。これは私が海外で潜せん伏ぷくするときにたまに使っていたりする。その古科学とやらがどれだけ使えるか知らないが、たまには現代科学の力を信じてみてはどうかね」

　おそるおそる触ってみるが、爆弾の類たぐいではなかった。弾力があって柔らかい。通気性はどのくらいなのだろう。

「……なんで、この町の人間は俺に施ほどこしをするんだ？」

「気に入らないかい？」

「日本人は、もっと冷たいと思ってた――」

「冷たいさ。自分の得にならないことはしない。だから交換条件といこう」

「……なんだ」

「君の、その古科学についての情報が知りたい」

「犯罪に使うんだったらお断りだ」

　袋を百色に投げ返すが、百色はそれを片手で摑つかむと、また喜一郎に返す。

「違うさ。私が知りたいのは、古科学の使い手だ。もしかしたら、私の知っている人間に辿たどり着つくかもしれないからね」

「誰だそいつは？」

「古い知り合いさ。錬金術に手を染め、犯罪の限りを尽つくした。今は逃走していて、どこにいるかわからない。だがいずれ私の前に必ず現れる。私を殺すためにね。そうなった時、錬金術以外の力を手にしている可能性がある。ヤツは力に貪どん欲よくなんだ」

「…………」

　喜一郎は苦無を取り出した。

　それを指でなぞると、金色に発光する。

「もともと古科学は魑ち魅み魍もう魎りようの科学だった。あやかしの術として、表の人間には忌き避ひされていた。エレキテルを発明した平ひら賀が源げん内ないも、古科学の使い手だ。彼が現代の古科学の始祖――つまり、古科学はその時から飛躍的に発展した」

「昔と今と、何が違うんだ？」

「平賀源内が発見した、新しい物質。それによって古科学は姿を変えた」

「錬金術でいう、見えざる水銀みたいなものか」

「見えざる水銀と違うのは、その物質が生きているという事だろうな。ヒカリゴケのような植物が材料なんだよ」

　光る苦無を地面に擦こすりつけると、ペンのように軌き跡せきが残った。オールインワンの道具が多い錬金術ではなく、刃物のように用途が多た岐きにわたるのが古科学だ。

「ヤツが好みそうな技術だな……」

　つぶやく百色。ヤツとはどんな人物なのか興味がないわけではないが、喜一郎は続けた。

「基本的な事は以上だ。あと知りたい事はあるか？」

「いや、もういい。危険な技術だとわかっただけでも充分だ」

　喜一郎の前ではリラックスしていたのに、古科学の話を聞いた途端、険けわしい顔になる百色。今は殺気が見えた。ただしそれは喜一郎に向けてではなく、話していた「ヤツ」に向けてのものだ。

「教えてくれて感謝するよ、喜一郎くん。しかし、いいのかい？」

「かまわないさ」

　教えたのは基礎だけだ。実用的な道具の作り方すら教えていない。

　それでも怪盗百色ならば、自じ力りきである程度のところまで知りそうだが。

「君はいい人だなぁ」

「あんたらに言われたくないよ！」

　思わず立ち上がって叫んでしまった。

　この町の人間はおかしすぎる。通りすがりの人間にもここまで話しかけてくる人はいない。まして自分は彼らにとって敵なのに。

「なんなんだ、この町は……!?」

「君みたいな危なっかしい人間を見ているとね、放っておけないんだ。私だけじゃない、ガーゴイルくんに染まった人間はみんなそうだ」

「やっぱり、あいつか！」

「そうじゃない。君はガーゴイルくんを悪の兵器か何かと勘違いしているようだが、あの石像はそんな大層なものじゃないよ。せいぜい小さな家庭を守るのが精一杯の、善良な門番だ。それに――」

　気がつくと、百色の指が喜一郎の鼻先にあった。

　速くて見えなかった。後ろに下がろうとしたが、動けない。

「君のような善人を見ているとね、どうも裏に誰かいるんじゃないかと疑ってしまうんだよ。そこのところ、どうなんだい？」

「……っ！」

　光る苦無で百色の腕を斬きりつける。残像を残して百色の腕が消えた。昼に会ったときよりも、あきらかに動きが速くなっている。

　百色は不敵に笑いながらステッキをクルクル回していた。どう見てもこちらをおちょくっている。

「まあいいさ、私が聞きたい事は聞けた。君がいい人だというのもわかった。だから教えておくよ――ガーゴイルくんに手を出すな。あれは君の味方だ」

「なんだと？」

「きちんと話をしたかい？　何か誤解があるんじゃないのかい？　ガーゴイルくんのしている事を、自分の目でちゃんと確かめたかい？」

　この怪盗の言う事は、いちいち喜一郎のカンにさわる。図ず星ぼしを的確に突き、なおかつ馬鹿にしたような口調。今なら攻撃しても全てかわされる気がする。どうして昼と夜でこんなに動きが違うんだ。

「家族に一番大切なのは、対話だ。それはいつの世も変わらないよ」

「家族だと――？」

「そう言ったのは、君自身だ」

　ステッキの先端が突きつけられていた。また動きが封じられる。苦無で斬りつけても、さっきの二の舞だろう。

　と、いきなりステッキの先端部分がパカッと割れ、小さなヒヨコの人形が飛び出してきた。どこに仕掛けがあるのか、ピヨピヨと泣き声までする。

「な……！」

「おやすみ。その寝袋は大事にしてくれよ」

　うろたえる喜一郎をよそに、百色は去っていく。

　追いかけようと思ったが、なんだかバカバカしくなってやめた。本気になって戦うのも馬鹿らしい。やる気を削そぐことにかけても天才的だ。

「何しにきたんだ、あの怪盗……」

　賽銭箱に腰掛け、もらった袋を開けてみる。

　黒い寝袋のなかに、極濃とんこつバターラーメンが大量に入っていた。

　ひょっとして野宿する喜一郎に差し入れをしたかっただけなのではないか。腹が減っていた喜一郎のためにコンビニまで走った吉永和己のように。

「――まさかな」

　溜ため息いきにも似た声でつぶやく。

　ガーゴイルと錬金術師を倒しにこの町に来たはずなのに、その錬金術師の仲間からこうして施しを受けている自分が悲しかった。だけど好意でもらったものを捨てるほど、喜一郎は悪になりきれなかった。

　頭が痛かった。心臓の奥からイライラが募つのる。

「くそっ！」

　賽銭箱を蹴け飛とばすと、警報装置が鳴った。

「うわっ、なんだ!?」

　その音に驚き、喜一郎は寝袋を持ってその場から跳び去った。







　夜が明けると、和己はまた門柱を確認した。しかしガーゴイルの姿はやっぱりなかった。溜息をついて服を着替え、急いで兎と轉てん舎しやに向かう。

　今日は学校はサボるつもりだ。友人に事情を話したら「よしわかった！　和己はアイス屋に扮ふんした悪の組織と一日中戦っている事にしておく！　安心してガーゴイルさんについててやれ！」と、わけのわからない設定にされつつ承しよう諾だくされた。持つべきものは友だが、代返のために妙なシナリオを作らないで欲しいとも思う。

　友人の変な好意に感謝しつつも、兎轉舎に向かう。

　昨日はお姉さんが目の下にクマを作っていたが――

「おはようございまーす……」

　控えめにドアを開ける。鍵もシャッターも開いていた。まだ朝なので、開いているのは兎轉舎だけだった。

「おはよう……和己くん」

　案あんの定じよう、カウンターにうつ伏せになっていた東ひがし宮みやが、目の下にクマをこさえて起き出してきた。ケルプの姿は見えない。

「ケルプは……？」

「今、外で調整してるよ。そろそろ帰ってくるころだ」

「じゃあ、少し休んでください。布団もってきましょうか？」

「いや、そうもいかないよ。ケルプを改造したからには、喜一郎くんと戦わなければ」

「喜一郎さん……大丈夫かな」

　何が心配かというと、ちゃんと眠れたかどうかだ。どこに泊まったのか非常に気になっていた。こんな事なら自分の家に招待すれば良かったとすら思う。

　敵に対してこんなに心配になるのはどうしてか。それはもちろん、彼がガーゴイルのような世間知らず特有の危険性をはらんでいるからだ。誰かに迷惑をかけてなければいいのだが。

「双葉ちゃんも、まだ寝てる」

　筒状の装置に安置されているガーゴイル。棺桶かんおけのように見えたが、すぐにその想像を打ち消す。隣に眠っている双葉は、東宮が布団を掛けてくれたのだろう。昼とは違って安らかな寝息を立てていた。

　一日経たっても起きない。いったいガーゴイルの夢の中では何日経過しているのか。もしも十年くらい経っていたら、起きたときの双葉はどうなっているのだろうか。

　それ以前に……本当に起きてくるのだろうか。

「夜中に何度か双葉ちゃんがうなされる時があったよ」

　東宮は朝のお茶を飲んでいた。それでも眠気が覚めないようで、頭を振ったりしている。そもそも社長の仕事は平気なのだろうか。

「ガーゴイルくんがいるから平気だと思うけどね……」

　そう。

　みんな同じ事を言う。ガーゴイルがいるから平気だと。それだけ信頼されたガーゴイルが人じん事じ不ふ省せいに陥おちいって、助けに行っている最中だという事をみんなわかっているのだろうか。

　だけど和己も、心の底ではガーゴイルを信じていた。

　ガーゴイルなら、たとえ気絶していても機能停止していても、助けてくれるような気がするのだ。それは和己の願望でもあった。

「御ご免めん――」

　兎轉舎のドアベルが鳴った。

「あ、すいません、今日は開店してな……」

　和己の口が止まった。

　入ってきたのが高原喜一郎だったからだ。

「君は……！」

　思わず身構える東宮。

　しかし喜一郎は敵意のある目を向けてはいるが、行動には移らなかった。

「ほら」

　喜一郎が差し出したのは、極濃とんこつバター。

「昨日の礼だ」

「あ……ありが、とう」

　カップラーメンを受け取ると、喜一郎はまたドアを開けて帰ろうとする。これだけのために朝からわざわざ兎轉舎まで来たのだろうか。

「喜一郎さん！」

　和己が呼び止めると、喜一郎は目だけこちらを向いた。

「昨日は、その、よく眠れた……？」

　こんな時に何を聞いているのか。双葉がいればドロップキックが飛んできたに違いない。

「ビルの上で眠った。泥棒が来ないからなかなか快適だった」

「そ、そう……」

「それだけか？」

「え、えっと……」

　本当は聞きたい事が沢山たくさんある。

　だけど、今この雰ふん囲い気きで聞ける話じゃない。

　喜一郎はドアノブに手をかけたまま、兎轉舎の店内を見回した。記き憶おく発はつ掘くつ寝しん台だいで眠っているガーゴイルを見て、眉まゆをひそめる。本当は今すぐにでも破壊したいのだろう。

「ドミニオンはどうしてる？」

「ドミニオンじゃなくて、ケルプだよ」

「どっちでも同じだ。東とう宮ぐう電でん機き製せいの兵器はみんな似たようなものだ」

『小しよう生せいなら、こちらに』

　店の外にケルプがいた。

　一いち夜や漬づけで改造したと言うから、どんな風に変わったのかと思いきや、外見は全まったく変わっていなかった。いつものとおり金色のたてがみを持つ獅し子しの石像だ。

「俺はガーゴイルを倒しにこの町に来た。だが、その前におまえを倒さなければ、先へ進めないらしいな」

『ガーゴイル様の先兵のように扱われるのは不服ですが、この町を守ると決めた以上、小生はガーゴイル様も守ります。邪じや魔まをするのであれば、あなた様もお覚かく悟ごを』

「ふん……」

　睨にらみ合あう喜一郎とケルプ。

「ならばいい場所はないか？　一般人に被害を出さない場所だ」

『それならば河原がお勧すすめです。それから学校の運動場もありますが』

「今日は平日だから、学校は駄だ目めだ。河原にしよう」

『では、御色川に致しましょう。一番広い所へ出るには、この商店街を抜けてすぐに国道がございます。そちらをまっすぐ進んでいただければよろしいかと』

「じゃあ、昼に」

『かしこまりました』

　まるで遊びの打ち合わせのように決闘場所を決めるふたり。

　軍服を翻ひるがえして去っていく喜一郎。

　和己は何度も止めようとした。だけどこの戦いを止めたがっている者は自分一人しかいないと気づき、しかしそれでも喜一郎とは戦っちゃいけない気がして、悩み続けていた。

　寝台で眠る双葉とガーゴイルは、この戦いを見てなんと言うだろうか。

「今回の戦いは、もしかしたら僕らが悪者なのかもしれないな」

　東宮が唐とう突とつに言った。

「正確には、僕とケルプだ。彼が錬金術に恨みを持つ原因があるとすれば、やっぱり祖父の研究だろう」

「錬金術で兵器を作るのが、気に入らない……？」

「ケルプのことを、本当に憎しみのこもった目で見ていたからね。僕だって……祖父のした事は不満だけど、その時代を生きていた喜一郎くん本人にとっては、恨むのに充分な理由になるんじゃないかな」

　あんなに優しい人だ。きっと戦争中でも敵を殺すことをためらっただろう。ましてや身内が殺人兵器を作っていたとなると……。

「だからケルプの力をハッキリと示して、もう錬金術は人殺しの道具じゃないって教える必要があると思うんだ」

「そう……なるといいけど」

「それはケルプ次し第だいだ。ケルプの誇ほこりが、力になる事を祈っている」

　眼鏡を外はずし、目を閉じる東宮。

　ケルプの無事を祈りながら、和己は考える。

「ガーくんなら、どうしただろう……」

　当然、ガーゴイルが返事をする事はなかった。







　簡単に昼食を済ませると、和己と東宮はすぐに河原に向かった。正直、色々な問題が頭の中を巡めぐって食事どころではなかった。

　ガーゴイルがいれば安心だというが、ガーゴイルのいない現在は不安で仕方がなかった。ケルプの事も心配だったし、それ以上に喜一郎の事が気にかかっていた。

　だけど高原喜一郎はガーゴイルを壊そうとする、敵だ。その前提がある以上、今の和己にできるのはケルプが勝つように祈る事だけだった。

「あ……！」

　和己が河原に到着した時には、戦いはすでに始まっていた。

　河原の土手が爆発によって荒れていた。

　川べりに生えている草は夏より短くなり、すすきの群生が見られる。ケルプと喜一郎が戦っているのは、砂じや利りの上だった。よく夏に花火をしている若者がいたが、今は花火以上の火力が飛とび交かっていた。

　普段、ガーゴイルの戦いに慣れているせいか、ケルプの戦いは一風変わっていた。どっしりと構えるガーゴイルと違い、瞬間移動を繰り返しながら喜一郎に細い光線を連発する。

　忘れていたが、この戦いを一番望んでいるのはケルプだった。

　性能的にはガーゴイルと同等なのに、ガーゴイルより劣おとる石像と揶や揄ゆされているケルプ。しかし町を守りたいという気持ちに優劣はつけられない。そんなケルプのプライドを折った喜一郎。彼に一ひと太た刀ち浴あびせないと気が済まないのだ。

『参ります！』

　ケルプの光線が喜一郎に向けて放はなたれる。しかし喜一郎はそれをわずかな動作で避よけると、人間とは思えない速さでケルプに肉薄にくはくする。

「……消えろ」

　喜一郎の両手には光る苦無が。

　二本の苦無が軌跡を描いてケルプを斬りつける。しかし確かにケルプを斬り裂いたと思われた苦無は、黄金の身体をすり抜ける。

「何っ！」

　遠くから見ていた和己にも、苦無がケルプの身体を透とう過かしたように見えた。

『こちらですよ』

　声のした方――橋の上にケルプがいた。

　青い光線が喜一郎の足下を焼く。体操選手のようにバック転でかわすが、光線はじりじりと喜一郎に迫ってくる。

　バック転の際に宙に浮いた軍服を摑むと、喜一郎はそのポケットから紙束を取り出した。それを前方にばらまく。

　百色のカードみたいなものか。あれで光線を防ぐつもりなのか。

　いや、ケルプの光線は紙束を簡単に貫き、勢いを止めない。

「シュッ！」

　喜一郎の姿も消えた。

　上空にいた。そこから苦無をケルプに投げつける。またケルプの姿を透過した。橋に刺さる苦無に、たまたま通りがかった通行人が驚いていた。

「すみません！」

　謝ったのは、通行人に対してだろう。

　そのまま落下する喜一郎に向けて、ケルプが容よう赦しやのない光線を浴びせた。空中では方向転換できない。恰かつ好こうの的だ。

　しかし喜一郎の身体は物理法則を無視して、空中で真横に方向転換した。

　その秘密は先ほど彼が投げた紙束にあった。空を漂ただよう紙束を踏み台にして、足場にしたのだ。あれも古科学というものの道具なのだろう。

『おかしな術を使いますね』

　そう賞賛するケルプは――なんと、二体になっていた。

　先ほどの残像の比ではない。その証しよう拠こに、二体のケルプのそれぞれに影がちゃんとあった。分身の術というと陳ちん腐ぷに聞こえるが、まさにそれとしか見えなかった。

「東宮さん、あれ……!?」

「あれがケルプの改良型だ。もともと姿を隠したり遠くから攻撃するのが得意だったからね。隠れる性能をさらに進化させたのが、あれだ」

　得意げに語る東宮だが、実際にケルプと戦っている喜一郎は余裕の表情。

「ふん……」

　逆さか手て持もちで苦無を構え、ケルプの攻撃を待つ。

　それほど動じていないようだ。

「子どもだましだな」

『子どもが喜んでくれるなら、何よりです。子どもは平和の象しよう徴ちようですから』

「ぬかせ！」

　両手に持った苦無が、それぞれ投げられる。二体のケルプを同時に攻撃すれば、どちらかが本物のケルプに当たるのだろう――安直に和己は考えていたが、対抗するためにケルプが放った合計四本の光線は、両方の苦無を叩たたき落とした。

「どっちも本物か……」

　つぶやき、高く跳躍する喜一郎。

　彼の背後から、さらに別の光線が飛んできた。まだ空中に浮いている紙を踏んで、さらに高く飛ぶ。

「え、えっと……ひい、ふう、みい」

　喜一郎の背後に、三体目のケルプがいた。さらに空中の喜一郎を迎げい撃げきしようと、四体目のケルプが上空に出現する。

『アーメン！』

　喜一郎を叩き潰つぶすように、真上から光線が降ってきた。とっさに喜一郎は背中の軍服を盾たてのように突き出し、光線を防ぐ。それでも光線の威力は止められずに、川の中に叩きつけられた。

　御色川の中に潜もぐった喜一郎は、そのまま出てこない。

　もしかして溺おぼれたのだろうか。

『……そこです！』

　四体のケルプが何もない空間に向けて同時に光線を撃った。

「よく見破ったな！」

　射線上から、いきなり喜一郎が出現した。透明人間のように姿を隠していたのか。喜一郎の身体は濡ぬれていなかった。何を使ったのか不明だが、姿を消す道具は水滴まで消していたようだ。

「ふんっ！」

　苦無が一体のケルプに刺さったが、また残像のように消えてしまう。

「一対一で戦わないのは卑ひ怯きようだ、と言いたいところだが……これも全部おまえ自身なんだよな」

　大きく息をつき、苦無を構え直す喜一郎。

『左様です。複数の敵を相手にしたりするときに非常に役立ちますな』

「ふん。殺人兵器が大量殺さつ戮りく兵器に変わっただけだろう」

『小生は兵器ではありません』

　強い口く調ちようでケルプは言い放つ。

『小生は――門番です。エデンを守る門番型自動石像』

「いくら自分で名乗ろうが、その力は人を殺す力だ！」

　ケルプに負けないくらい強い声で、喜一郎が叫んだ。

『小生は人を殺あやめません。そんな時代は終わったのです』

　ケルプ達の目からまた光線が発射された。高く跳躍して喜一郎が避け、分身したケルプを一体一体倒していく。だがケルプの残像が消えるたびに、新しいケルプが生まれる。

『たとえガーゴイル様にかなわなくとも、誰からも褒ほめられなくとも、小生はこれからも御色町の人達を守り続けます――それが小生のプライドです！』

「噓うそだっ！」

　喜一郎の軍服が翻ひるがえった。次の瞬間、喜一郎の手には十本以上もの苦無があった。それを分身しているケルプに向かって投げつける。空気の摩ま擦さつで発光した苦無は、その場にいたケルプ全員に命中した。

　本物のケルプにも苦無が刺さる。

『先日より動きが鈍にぶいですね。いかがされました？』

　額ひたいに苦無が刺さったまま、ケルプは余裕の声で語りかける。

　喜一郎は息を切らしていた。昨日は一撃でケルプを倒したというのに。

『あの刀は使われないのですか？』

「どうやら壊されたいらしいな……！」

　喜一郎の周りにつむじ風が舞った。川べりのすすきが大きく揺れる。一歩下がった喜一郎は、ケルプをしっかりと見据えて腰を落とした。

　右手を左の腰に添そえる。まるで居合い切りの構えだ。だけど刀は持っていない。

　しかし喜一郎は刀を抜いた。見えない鞘さやが腰にぶら下がっているようだった。まっすぐに伸びた日本刀が、太陽の光を浴あびて煌きらめいていた。

「……俺は、おまえ達のような兵器には負けない」

『まだそこにこだわるのですか。どうして小生を兵器扱いするのですか？』

「おまえのそのプライドとやらのせいで、どれだけの人間が死んだと思っているんだ」

『どういう事です？』

　喜一郎の身体がさらに沈んだ。苦無と同じように、日本刀を逆さか手てに持っている。あれでどうやって戦うのか。

「昭和二十年――あのとき、すでにドミニオンは完成していた。だがドミニオンは日本を守ろうとはしなかった！」

『なんですって？』

　困惑しているケルプの姿が消える。同時に喜一郎の姿も消失していた。ふたりの姿を探すと、ケルプは橋の上にいた。

　そしてケルプが立っていた位置に喜一郎が現れる。

　手には黄金の翼があった。

「ケルプ！」

　あまりの早はや業わざで見えなかった。喜一郎がケルプの翼を斬ったのだろうが、どういうやりとりがなされていたのか、和己には全くわからなかった。

『くっ……！』

「いいざまだな、ドミニオン」

　翼を捨て、ケルプに刀を突きつける喜一郎。

「そうやって体面ばかり保たもっていればいい。目の前の敵を屠ほふってさえいれば、そのプライドとやらも保てるんだろう？」

『どういう……事です』

「ドミニオンもそうだった。敵を倒すことばかりにかまけて、燃えている町に見向きもしなかった。あの時、敵の爆撃機を攻撃せずに、避難する人達の手助けをしていれば、まだ救われる命があったんじゃないのか!?」

「そんな……！」

　ショックを受けたのは、ケルプではなく東宮だった。

　和己も同じ気持ちだ。人の生活を守る事を最優先で考えていた雅まさ臣おみが、敵を倒す事のみに重点をおいた兵器を作るなんて、にわかに信じがたかった。

『それは……小生とは関係ない！』

「関係あるさ！　そのドミニオンの後こう継けい機きであるおまえだって、ガーゴイルだって、同じ理論で作られたんだからな！」

『小生は違う……！』

　ケルプが燃え上がった。正確には、ケルプの胴の周りを燃える輪が包みこんだのだ。あれもケルプの新兵器というわけか。

「そうだ、その輪だ。ドミニオンを象徴する輪だ――」

『その名で呼ぶことを禁じます！』

　ケルプの輪の炎ほのおがより大きくなった。

『小生の名はケルプ！　エデンを守護する者也なり！』

　光った。ケルプから大きな円形の光線が発射される。ケルプの両眼と輪から同時に出た光線は、混じり合って炎を纏まとった光線になる。

　ケルプが背にしていた橋にヒビが入った。

　光線の反動で衝撃波が後方に飛んだのである。橋を通過していた車がスピンして、あやうく大だい惨さん事じになる所だった。もちろんケルプのことだから、ギリギリの線で調節しているだろうが。

「うおおおおおっ！」













　喜一郎が跳んだ。刀を構え、ケルプの光線に真まっ向こうから立ち向かう。太い光線が喜一郎の頰をかすめる。それだけで軍服に火がつく。

　だが勢いは止まらず、橋の上にいたケルプを斬りつける。ケルプも分身のように姿を消したが、ケルプのたてがみがわずかに切り取られた。

　光線は一本だけではない。喜一郎の背後に出現した分身からも、同じ威力の光線が撃たれた。それを真っ向から受け止める喜一郎。身体を焼かれながらも、走る事をやめない。出現したケルプを、そのたびに叩き斬っていた。

　最初と動きが違っていた。怒りが喜一郎を強くするのだとしたら、いったいどれほどの憎ぞう悪おが彼の中にあるのだろうか。

「錬金術師なんて……みんな滅びてしまえばいい！」

　頭から血を流しながらケルプを斬り続ける喜一郎。今までガーゴイルに対抗してきた錬金術師は、みんな自分の名を上げるためにやってきた。私利私欲で悪事をはたらく者もいたし、正義のためにガーゴイルと戦った者もいた。

　しかし喜一郎は、完全な憎悪によって動いていた。かつてこれほど錬金術師を恨んだ者はいなかっただろう。

　彼も兵隊として日本を守ろうとしたのだ。しかし錬金術師は力を持ちながら日本を守ってはくれなかった。大切なものをたくさん失ったのだろう。

　喜一郎の憎しみは、自分自身にも向けられているのだ――

　そんな事を思っていたら、自然と涙がこぼれた。

「あれ？」

　慌てて涙を拭ふく和己。不思議だった。まだ会って一日しか経たっていないのに、どうしてこんなに感情移入してしまうのだろうか。

「どうしたんだい、和己くん」

　隣に立っていた東宮が心配そうな顔でこちらを見ている。

「いえ……なんだか……喜一郎さんが、とても悲しく見えちゃって……」

「だから言っただろう。悪いのは僕の一族なんだ。兵器産業に手を染めた東宮電機が悪い。僕はそれを実行した先代の孫だ。それは甘かん受じゆしなければならない事実なんだ」

　兵器を作ったから悪いとか、そういう問題だけでない事はわかる。

　ふと、ある事に気がつく。

　だとしたらガーゴイルを狙う理由は何だろう。

　東宮電機が兵器を作り、戦争に手を貸していた。だから東宮電機の錬金術が憎くなり、その産物であるケルプを狙う、というのだったらわかる。

　しかし喜一郎の憎しみは、むしろガーゴイルに対してのほうが強い。

　ガーゴイルが兵器としてでなく、門番として作られたという事は喜一郎もよく知っているはずだ。写真に写っていた喜一郎とガーゴイルは、とても仲が良さそうだった。

　兵器もガーゴイルも憎いのだとすれば――

「まさか、お姉さんもガーくんみたいな兵器を作っていたの!?」

　和己の質問に、東宮は答えなかった。答えられないといった方が正しい。

「……それは、僕にもわからない。だけど、高原の性格から考えてそれはないだろう」

「で、ですよね……戦争嫌いですものね、お姉さん」

　では、いったいガーゴイルは何をしたのか。

　最も喜一郎の恨みを買うこととは、何か。

　そして――思い出した。

　ガーゴイルが意識を失う直前につぶやいた言葉を。
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　空襲の勢いは止とどまることを知らなかった。あちこちで物が燃え、爆発する。そしてそれ以上に大きな音で逃げる人達が叫んでいた。

　東宮電機の前も、大勢の人が一方向に走っていた。確かあちら側には川があったはずだ。みんなでそこへ逃げようというのだ。

「雅臣様！　こちらです！」

　平賀が太った身体を揺すりながら走ってきた。

「ドミニオンが……僕の作った、ドミニオンが……」

　雅臣は地面にうずくまっていた。ドミニオンが撃げき墜ついされたことが精神的に大打撃だったのだろう。それもあんなにあっさりとやられるなんて。

　そんな雅臣の肩を叩くのは、兎轉舎のお姉さん。

「雅臣さん。ドミニオンが倒した爆撃機によって、少しでも被害が減ればそれでいいわ。それよりも、今は私達が逃げないと」

「そうだぜ、雅臣兄ちゃん！　逃げないと死んじゃうだろ！」

　双葉とお姉さんに両脇から支えられるようにして、雅臣を立たせる。夢遊病みたいにふらついていた雅臣だったが、やがて目に生気が戻ってきた。

「さ、社長。地下に逃げましょう！」

「や……僕は自宅に戻る。貴重品を取ってこなければならない」

「無茶ですよ、社長！」

　空はもう真っ赤に染まっていた。町から燃えさかる火によって内臓のように赤黒く照らし出されていた。その赤い空を飛び回る爆撃機。戦闘機が低空飛行して、機銃を乱射しているのも見える。

　このビルも無事とは言えない。近くのビルがすでに爆破されていた。

「平賀。ここを頼む。子どもを連れた人がいたら、地下の研究室に誘ゆう導どうするんだ」

「社長！」

　平賀が止めるのも聞かず、雅臣は走り出した。

　双葉も雅臣を追おうとすると、大きな爆発音がした。近くの建物から火の手が上がっている。駅舎だった。

「双葉ちゃん、わたし達も逃げるわよ」

　風ふ呂ろ敷しきを持ったイヨが、双葉とユキの肩を叩いた。

「地下に行きましょう。平賀さんと一緒に」

「う、うん……」

　近い所に避難場所があって助かった。子ども達と一緒にやりすごせばいいだろう。とてもじゃないが、雅臣のように炎が燃えさかる町を走る事などできやしない。

　双葉が東宮電機のビルに入ろうとした時だった。

「おかぁさん……」

　目の前を小さな子どもが横切った。まだ五歳くらいだろう。防ぼう災さい頭ず巾きんをかぶっていたので性別がわからないが、裸足はだしで人の波にもまれている姿は痛々しかった。

「おい、おまえ！　こっちにこい！」

　双葉が叫ぶが、子どもは気づかない。

「こっちにきなさい！」

　ユキが子どもを追って走り出す。子どもを抱きかかえてこちらに戻ってくれば、すぐだろう。しかし子どもは人混みに紛まぎれて、見えなくなってしまう。

「ユキ姉ちゃ――」

　ユキの姿を目で追おうとした時、突然近くの建物が爆発した。

「伏せて！」

　お姉さんが双葉の身体を押し倒す。

　耳をつんざくような爆発音がし、何か熱い物がバラバラと降ってきた。顔を上げると、東宮電機の社屋の隣に建っていた木造ビルから火の手が上がっていた。走っていた人が倒れ、背中に火がついた女性に、周りの人達がいっせいに布をかけて消火する。

　炎からは数十メートルも離れているのに、顔が焼けるほどに熱かった。

「ユキ姉ちゃん！」

　たった一瞬で、双葉の視界からユキの姿は完全に消えていた。

　背中に氷を入れられたような感覚に襲われる。周りはこんなに熱いのに、不安で身体が凍こおりそうになった。

「ユキ姉ちゃん！　どこだ!?」

　ビルから離れ、人混みの中に飛びこむ双葉。

「双葉ちゃん！　戻ってきなさい！　双葉ちゃん！」

　後ろからお姉さんが叫ぶが、もう聞こえていない。周りの悲鳴にかき消される。

　ユキの名を呼ぶ双葉を、逃げる人達が押す。大きな荷物を避けようとして、また別の人にぶつかる。お下げ髪の女性を見つけるが、ユキではない。そうしているうちに、東宮電機のビルからどんどん離れていってしまった。

「ユキ姉ちゃん!!」

　力の限り、双葉は叫んだ。

　返事が返ってくるまで叫んだ。

　そしてようやく見つけたのは、ユキではなくさっきの子どもだった。

「おい、おまえ！」

「うぁぁぁぁぁん……おかぁさん……！　お姉ちゃん……！」

　どういうわけか道の脇の溝みぞに立って泣きじゃくっている。女の子だった。背の低い双葉の、肩くらいの身長の女の子。きっと幼稚園くらいだろう。肩から提さげた小さなカバンから、猫のぬいぐるみがはみ出している。

「おい、大丈夫か？」

「おかぁさん……」

「お母さんはきっと防ぼう空くう壕ごうまで逃げてるんだ。それより、さっきおまえを追いかけてた姉ちゃんのこと知らねーか？」

「しらない……」

「そっか……」

　周りを見回すが、逃げる人と降ってくる火ひの粉こで目も開けられない。

「おい、あそこのビルわかるか？」

　東宮電機のビルを指さす双葉。百メートルほど離れていた。

「あそこに行けば、大丈夫だから。一人で行けるな？」

「うん……でも、おかぁさんが……」

「お母さんもあたしが見つけてやるって！　だから先に行け！」

「うん……」

　双葉が怒鳴りつけると、女の子は泣きながら東宮電機の方へ歩いていった。あそこにはお姉さんも平賀もいるから、きっとなんとかしてくれるだろう。

　そうなると、あとはユキを探すだけだ。ここまで来る間に何度も横道を気にしていたが、ユキらしい人影はなかった。

　それにここは大通りだったので、建物から火が回る事は少ない。だから大勢の人が逃げているのだ。狭い道だと割れたガラスが降ってきたりするので、危険なのである。

「ユキ姉ちゃん！　ユキ姉ちゃん！」

　叫びながら町を走り回る双葉。さながら、さっきまで母の名を呼んでいた女の子と同じ気分だった。何かに囚とらわれるように双葉はユキの名を呼び続けた。

「…………！」

　ふと、誰かの声がした。

　それも助けを呼んでいる声に聞こえた。

　よく耳をすませてみると、それは横道から聞こえてきた。曲がり角からそちらをのぞいてみると、もう一面火の海だった。あんなところに人がいるはずない。しかし声はどうもそちらから聞こえてくるようだ。

「あっ……！」

　その横道は商店街のように見えた。看かん板ばんがかけられた店がたくさん建ち並んでいるが、それらは焼しよう夷い弾だんによって骨組みしか見えない。木造の商家は炎を吹き上げる巨大な松たい明まつと化していた。

　そして火が来ていない一番手前の商家――しかし爆弾か何かで崩くずれている――の前に看板が倒れていた。その下に人がはさまっている。看板の陰に隠れているので、注意しないと見えなかった。

「おい、大丈夫か!?」

　慌てて駆け寄る双葉。はさまっていたのは女性だった。逃げる途中で家が破壊され、双葉の体よりも大きな看板が運悪く落ちてきたのだろう。

　看板を退どけようとするが、重い。鉄でできているようだ。見れば崩れた家の木材が看板を押しつぶしている。

「に、逃げて……」

　女性はかすれる声で言った。

「逃げられるかよ！」

　しかしこのままだと火の手が周り、女性も双葉も焼かれてしまう。

　何かテコになるものを探そうとした。棒が一本あれば、まだ違うのだが……。

　とうとうその商家から炎が噴き出してきた。

「きゃあっ！」

　下敷きになった女性が悲鳴をあげる。

　双葉の手にも力が入らなくなってきた。

「くそ……！」

　看板が熱い。持っていられなくなる。

　ついに双葉は手を離してしまった。女性が呻うめき声ごえを上げる。

　ここで助けられなければ、彼女は煙に巻かれて死んでしまう。だけど火が迫っている。もう双葉の服も燃えそうなほど近くに、火がある。

「どうしよう……どうしよう……！」

　焦あせって何も考えられなくなる。

　このまま逃げ出したい。だけどこの人を助けられない。

　現代ならば耐火服を着た消防隊員がやる仕事だ。限界まで鍛きたえ抜ぬかれた隊員が、現代の道具を使って、ようやくまともにできる作業だ。

　しかし何も持っていない双葉には、何もできない。

「逃げ……て……」

　女性の声に力がなくなっている。彼女はもっと熱いのだ。

「あたし……」

　胸の奥が冷え切っていた。こんなに熱いのに震えが止まらない。

　ここで逃げ出したら――

　だけど――

　何もかも捨てて逃げ出したかった。小さな子どものように膝ひざを抱かかえて泣き出したかった。だが、吉永双葉の性格がそれを許さなかった。それでも本心は逃げたかった。平成生まれの小学五年生の女の子が、どうして空襲に立ち向かわなくてはならないのだ。

　目の前で困っている人を助けたいというのは、噓うそ偽いつわりない本心だった。

　だけど迫る炎が、そんな双葉の勇気を削り続けている。

「あたし――」

　目め尻じりに涙が浮かんだ。

「双葉ちゃん、これ！」

　突然、後ろから差し出されたのは、長い物もの干ほし竿ざお。

　振り返ると黒く煤すすけた服を着たユキがいた。

「ユキ姉ちゃん……！」

　顔中にススをつけながら、ユキが笑っていた。すぐにその物干し竿を受け取り、看板を持ち上げる。少しだけ動かしたところで、下敷きになった女性が自力で這はい出してきた。

「あ……ありがとう！　ありがとう！」

　何度もお礼を言う女性だが、ふと何かを思い出し、

「そうだ、マチ子……子どもは……」

「もしかして猫のぬいぐるみ持ってました？」

「知ってるの？」

「それだったら東宮電機のビルにいます。場所は――」

「マチ子！」

　足を引きずりながら、助けた女性は東宮電機に向かって歩いていく。あの様子なら案内も必要なさそうだ。

　安心した途端、足に力が入らなくなった。

　ぺたんと地面に座りこみ、双葉は自分の両手を見つめた。

　――一瞬だけど、あの女性を見捨てようとした自分を思い出した。

「双葉ちゃん、ごめんね。私達も戻ろう」

「ユキ姉ちゃん……」

　手をさしのべるユキ。

　ユキの手を払いのけ、双葉はユキの身体にしがみついた。




「あたし……自分だけ逃げようとした……！」




　物心ついて、初めて。

　双葉は誰かの前で涙を流した。

「ユキ姉ちゃんも、あのおばちゃんも置いて、自分一人で逃げようと思った……！」

　涙が止まらなかった。汚れたユキの服に、双葉の涙が染みこんでゆく。

　ユキは最初戸惑ったが、双葉がどうして泣いているのかすぐに理解し、そっと双葉の頭をなでた。

「でも、双葉ちゃんは私を探しに来てくれたんだよね？　本当に見捨てる気だったら、こんなに遠くまでこないよね？　それは立派な事よ」

「でも……！」

　ユキの胸から顔を離し、鼻水をすする双葉。

「あたし……ひとりじゃ何もできなかった……」

「そんなの、私ひとりでもそうだよ。双葉ちゃんがいなかったら、あのおばさん助けられなかった」

「うぅ～……」

　もう一度ユキの胸に顔を埋めた。いったいどこを走っていたのか、ユキの身体はススだらけだった。きっと自分の顔もススだらけなのだろうと思いながら、双葉はユキの服に顔をつけてすすり泣いた。

「なんで……ユキ姉ちゃん、そんなに元気なんだ？　怖くないのか？」

　前から思っていた疑問をぶつけると、

「怖いよ。決まってるじゃない」

　優しい笑顔でユキは微笑ほほえんだ。

「でもね、大切な人がいるから」

「大切な人……？」

「きいちゃんが戦争から帰ってきた時、私がいなかったら悲しいでしょ？　きいちゃんだけじゃない、お母さんやイヨさ――お義か母あさんとか。だから、その人達のために、私もがんばらなきゃって思うの。そうすると自然と元気がでてくるんだよ」

「あたしは……」

　双葉にも、そんな相手がいたはずだった。

　ガーゴイルだ。

　だけどガーゴイルは、今は研究所の地下で子ども達と一緒にうずくまっている。もしもガーゴイルがそばにいたなら、双葉もこんなに弱くならなかっただろう。

「大丈夫よ」

　ユキの手が頭に置かれた。

「石像さんは、きっと私達を助けてくれる」

　子ども扱いされるのは嫌いだったが、今ユキになでられているのは、どこからどう見ても年相応の女の子だった。

「みんなの守りたいっていう気持ちが集まった石像よ。きっと大丈夫」

「うん……って、あちっ！」

　いつのまにか双葉の袖そでに火がついていた。慌てて消す。

　商店街から回った火がもうすぐそこまで来ていた。

「逃げよう、双葉ちゃん」

「おう！」

　東宮電機の社屋に戻れば、少なくともここより安全だ。

　すぐに走り出すユキを追いかけようと、双葉も涙を拭った。




　そこに、爆弾が投下された。







　大きく揺れる建物の中で、子ども達の甲かん高だかい叫び声がこだました。

「落ち着いて！　みなさん、大丈夫ですよ！」

　両手を振って子ども達をなだめようとする平賀だが、研究室の子ども達はいつ来るかも知れない死と、また会えるかどうかわからない親を想って泣き続ける。

「うぇぇーん」

「おかぁさーん……！」

　もとから東宮電機のビルに住んでいた子ども達に加え、社員の子どもや今日の空襲で親とはぐれた子どもを預かっているうちに、体育館ほどの研究室は子どもでいっぱいだった。空間にはまだまだ空あきがあるが、大人ふたりで面倒をみるには限界があった。

　それに上はもう火の海だ。酸素が足りなくなる事も有り得る。

「高たか原はら様！　そちらはどうですか!?」

　兎と轉てん舎しやのお姉さんは、手足のもげた石像を見ていた。

「まだまだね……！」

　石像はまだ身体が自由に動かなかった。ドミニオン亡き今、この石像がまともなら彼らの安全は保証されたのかもしれないが、今は骨こつ董とう品ひんより邪じや魔まな存在だ。

「社長……ユキさん……双葉さん……みんな無事なのでしょうか……」

　所在なく慌てている平賀は、それでも必死に子ども達をまとめようとするあたり、立派な男だ。職業意識だけではこうはいかない。

「平賀さん、大丈夫だから慌てないで」

　そんな平賀をなだめるお姉さん。

「高原様は気き丈じようでいらっしゃる……ワタクシ、いつここまで米兵がやってくるかと思うと、心配で心配で……」

「余計なこと言わないの！」

　どこからか持ち出した青龍刀で、平賀の頭をぶん殴なぐる。

　子ども達がまたぐずり始めていた。平賀の言葉に怖くなったのだ。

「大丈夫、あんたの社長は無事よ！」

「そうなのですか？」

「ええ」

　力強くうなずくお姉さん。

「――少なくとも、雅臣さんは」

「それはどういう……」

　平賀が聞き返した時、部屋の隅すみから重苦しい声が響いた。

『我われは……』

　石像だった。

『我は、何かを為なさねばならぬ――』

「……!?」

　お姉さんが、石像の言葉を読み取る。

「どうしたの、何か思い出したの？」

『わからぬ。だが、我は今、何かをしなければならぬのだ……』

　石像は苦しげな声。まるで自分の中の何かと戦っている様子。

　そのあとに石像が発した一言が、お姉さんに何かを確信させた。

『……熱い……！』







　目が潰つぶれ、鼓こ膜まくが破れた。双葉はそう思った。

　計はかり知しれない突風が双葉の身体を下に押し潰しているようだった。

　吹き飛ばされ、炎の中に投げ出される。

　それでも、なんとか立ち上がれた。爆弾は双葉達を直撃したのではなかった。すぐ近くの商家に当たったようだ。東宮電機の隣のビルが破壊された時は、それほど強い衝撃を感じなかったが、今回は場所が近すぎた。

「ユキ……姉ちゃん！」

　炎の前にユキが倒れていた。

　焼夷弾で燃えた家の残ざん骸がいが、爆風で飛ばされたのだ。爆弾こそ直撃しなかったものの、灼しやく熱ねつの塊かたまりはユキの身体を押し潰すように飛んできたのだ。

「しっかりしろ、ユキ姉ちゃん！」

　燃える残骸を蹴けっ飛とばし、ユキを抱き起こす。

「双葉……ちゃん。だいじょ……ぶ？」

「いいから！　早く逃げよう！」

　ユキをおぶって逃げようとするが、問題は目の前の炎だった。

　崩れた家の塀へいが、退路を塞ふさいでいた。一メートルくらいの高さの火は、思いっきり跳べば越えられそうだったが、ユキは自力で立てない。

　テレビなどでスタントマンが炎を飛び越えているが、あれは訓練されているからできるのだ。

　そして――迷っている間に、視界がぼやけてきた。

　酸素がなくなっているのだ。

「逃げなきゃ……ユキ姉ちゃんを……」

　助けなければ。

　こんな自分を助けてくれたユキを見捨てたら、今度こそ誰にも顔向けができなくなる。

　それでも意識がなくなってきた。すぐに走り出したいが、ユキの重さがのしかかってくる。それに……熱い。熱さだけでも頭がぼやけてくる。

　ユキと一緒に倒れた。

　もう、動けなかった。

　このまま二人で焼け死ぬのか。

　いや。

　最後の手段があったではないか。

　どんなときでも、どんな困難でも打ち破る切り札が双葉にはあったではないか。

　だけど、その名前は今は役に立たない。




「ガーゴイル……」




　乾いた唇くちびるを動かし、その名前を呼んだ。

　返事はなかった。

　それでも双葉は声を震わせた。

「ガーゴイル……！」

　また涙が出てきた。

　こんな時に、来るはずのない石像を呼んでどうするのだろう。

　だけどもう双葉に頼れるものはなかった。

「ガーゴイル！」

　目を腫はらし、鼻水をすすり、砂じや利りを握にぎりしめ、双葉は呼び続ける。

　いつもの石像を。

　黒い翼を持ち、首には異国の紋もん様ようが彫ほられ、背中にはトゲがあり、胸と足には装そう甲こうがある、およそこの世のものとは思えない生物なのに、どこからどう見ても犬としか形容できない、不思議な石像。

「ガーゴイル!!」

　どこからともなく出現し、悪者は絶対に許さず、悪から人を守るだけでなく、その人が守ろうとした想い出まで完かん璧ぺきに守る、最強の門番。

「ガーゴイル!!」

　無表情で、説教じみたしゃべり方しかせず、いまだに電化製品に弱く、石せつ鹼けんで洗われるのが大嫌いな、あの石像を。

「ガ――」

　そして、双葉の大切な家族を――




「ガーゴイルッッッッッ!!」




　東宮電機の研究室の明かりが消えた。

　真っ暗になった室内に、子どもの怯おびえる声がこだまする。隣の子の顔すら見えない真の暗闇の中に取り残され、パニック寸前の子ども達。

　その暗闇を照らしたのは、真っ赤な二つの光だった。

　その輝きは地じ獄ごくを闊かつ歩ぽする悪魔のように強く、恐ろしかった。

「だれ……？」

　子どもの一人が、光に向かって呼びかけた。

　しかし返事はなかった。

　代わりに小さなつぶやきが聞こえた。

『呼んでいる――』

　重厚な声が子ども達を震え上がらせる。

　しかしその次の瞬間、子ども達は違う音を聞いた。

　広い研究室の中、平賀もお姉さんも、確かに子ども達と同じ音を聞いた。

　小さな花のように美しく、そして儚はかない音。

　それでいて何か意志を持ったような、澄すんだ音。







　それは、ここには存在しないはずの――

　鈴の音ねだった。







































　世界が変わった。

　赤黒い光を放はなつ灼しやく熱ねつと死の世界が一瞬にして消え、あたりは真まっ暗くら闇やみになった。

「……え…………？」

　双ふた葉ばは気を失ったのかと思った。

　声も枯れ、煙に巻かれ、もう指一本さえ動かせない状態で、双葉は冷たいものが頰ほおに当たるのを感じた。それはなんの変へん哲てつもないただの風だったのだが、炎ほのおをはらんだ熱風が吹き荒れるこの空襲下で、どうして冷たい風が吹くのか。

　必死に砂じや利りを摑つかんだ。

　背負ったユキと一緒に立とうとしたが、不意にユキの重みが消えた。

「……？」

　顔を上げた双葉は、見た。

　世界から赤が取り除かれているのを。

　あれほど激しかった空襲は止やみ、燃えさかっていた家か屋おくは消けし炭ずみとなり、逃げまどっていた人達が足を止めて空を見上げている。

　空襲が終わったのではない。止まったのだ。

　あれだけ燃えていた炎が、全すべてなくなっていた。雨が降ったとしても、こんなにすぐには消えない。

　空を支配していたＢ29も、何か緊急事態が起きたようにその場を旋せん回かいしている。

　その理由は、振り向けばすぐにわかった。

　数秒前まで全焼していた商店街。今は瓦が礫れきと消し炭だけになっている。その道に、黒い物体が見えた。

「おまえ……」

　犬の形の身体からだを持ち、悪魔の翼を持ち、硬い装そう甲こうを持ち――

　そして、首に鈴を提さげた石像。

『すまぬ。待たせたな、双葉』

　ちりん――

　風で鈴が揺ゆれた。

「なん……噓うそ……だろ…………」

　その鈴はこの時代の石像にはなかったものだ。

　吉よし永なが家けの隣に住むおばあちゃんからもらった、人とのふれあいの大切さを知った証あかし。どんな名めい誉よある勲くん章しようよりも誇らしい、宝物だ。

　立ち上がろうとして、また転んだ。

『無理をするな。煙を吸っているだろう』

「うる……せぇ。おまえ……どう……して……」

　息も絶たえ絶だえに質問する双葉に、赤い光線が照射される。すると胸の中から悪いものが全て吸い出されるように呼吸が楽になった。

『我われが来たからにはもう安心だ。火は全て鎮ちん火かした。爆撃機の爆弾も落とせないようにした。もうこの町に危険はない』

　淡々としたしゃべり方。

　まるでいつもの――

「ガーゴイル……なのか？」

『いかにも』

　黒い守護者ははっきりと、そう答えた。




『我はガーゴイル。吉永家の門番也なり』




　這はうようにして立ち上がり、歩こうとする。

　枯れていた涙が、また溢あふれてきた。

「おまえ……！」

　すぐ近くにガーゴイルがいた。一瞬で移動してきたのだ。その石の身体に抱きつくようにして、双葉はまた倒れる。

「待ってたんだぞ……ずっと、待ってたんだぞ……！」

　涙がガーゴイルの頭に落ちた。

『――すまぬ』

　その言葉で双葉は堰せきを切ったように泣き出した。

　大声をあげて、ガーゴイルの身体にぎゅっとしがみつき、忘れたい恐怖も身体の震ふるえも全部その黒い身体に預けるようにして、双葉は泣いた。

『我を……救おうとしてくれたのだな。本当に礼を言う』

　声が出なくなっても、双葉はガーゴイルの身体に抱きついていた。そんな双葉を、ガーゴイルは物言わずじっと見つめていた。

　その時、足音がした。

　我に返り、涙を拭ぬぐって振り返る双葉。

「思い出したのね。よかった――」

　ユキが立っていた。爆弾の影響はもうないのか、元気な姿で笑っていた。

「大丈夫なのか、ユキ姉ちゃん!?」

　一緒に焼かれるかと思ったのだ。

　二人とも無事で、安あん堵どする双葉だが。

『ユキ……』

　ガーゴイルの声は、とても悲しそうだった。

　そんなガーゴイルを見て、ユキの笑顔が小さくなる。

「……その名前。とっても似合うと思う」

『我は……全て思い出した』

「ガーゴイル？　全部覚えてるのか？」

『そうだ。汝なんじらが我を石せつ鹼けんで磨みがいてくれた事も、ドミニオンに負けた事も。空襲でドミニオンが戦っている間、我が何もできずに転がっていた事も……全て思い出してしまったのだ……』

　ガーゴイルとユキが見つめ合っていた。

　低い声のガーゴイルとは裏うら腹はらに、ユキは静かな笑顔をたたえたまま何も言わなかった。冷たい風が双葉の着物をはためかせる。しかしユキもガーゴイルも風の影響を受けていなかった。まるでふたりだけの空間に閉じこめられたように。




『…………我は、汝を守れなかったのだな……』




　ガーゴイルの言葉は風の音よりも小さかったが、双葉の耳にハッキリと届いていた。聞き返そうとしたのは、意味がわからなかったからだ。

　口を開きかけた時、双葉はその言葉の意味を理解した。

　双葉はガーゴイルによって守られた。だけど――

「ユキ姉ちゃん……」

　微笑ほほえむユキを上から下まで見つめる。

　強い風が吹いても、彼女だけ服が揺れなかった。

　そして何より……ユキの足下には、影がなかった。

『すまぬ――』

　泣き出しそうな声のガーゴイル。そんな声を出すのを、双葉は初めて聞いた。

『あの時、我は研究室で眠ったままだった。汝が炎に焼かれたのを知ったのは、全てが終わった後だった。我は、喜一郎との約束を守れなかった――』

「そんな事ないわよ」

　ユキはゆっくりと首を振る。

「今、こうして私達を助けてくれたじゃない」

『それは今の話だ。あの時、我が汝を助けてさえいれば――いや、汝だけではない。この町で震えていた人間を、我は一人として助けられなかった』

「だからって、自分を責めてはいけないわよ」

　ユキが身を屈かがめ、ガーゴイルの頭に手を置いた。

　手を置いた部分が、淡い光を帯おびていた。

　それは夏の夜に生まれては短い生しよう涯がいを終える、蛍ほたるのようだった。

「ユキ姉ちゃん……ほんとは……」

「そう。私の時間は、ここで終わったの」

　それでもユキは微笑んでいた。

「もちろん石像さんを恨うらんでなんかいないわよ。米国アメリカの人達を恨むつもりもないし。もっと生きたかったけれど、しょうがないことだし。そういうものよね、戦争って」

　直感で、双葉は噓うそだと思った。しょうがないで済ませられるわけがない。

　ガーゴイルを悲しませないための方ほう便べんなのだ。そういう噓をつく人なのだ、ユキは。

『我は……どうすれば良かったのだろうか……』

「そんなの、決まってるわよ」

　ユキの指がガーゴイルの額ひたいを突いた。

「今みたいにすればいいの。助けを呼ばれたらすぐに駆けつけて、誰かを守る。それだけでいいのよ。だから……双葉ちゃんを助けられた」

『しかし、あの時は……』

「あの時はあの時！」

　今度はガーゴイルの頭をはたいた。

「そんなにしょげてちゃ、これから先も、双葉ちゃん達を守れないでしょ!?」

　無理をしているのがバレバレで、顔は奇妙に歪ゆがんでいた。

　笑いと泣きの間を交互に行き来しており、手も震えていた。

『ユキよ……』

　ガーゴイルが尋ねる。

『汝は、生きたかったか？』

「うん……」

　今度はユキがガーゴイルに抱きつく番だった。

　双葉のように声を上げず、全ての感情を殺してガーゴイルに泣きついた。

「生きたかった……」

『すまぬ』

「きいちゃんのお嫁よめさんになりたかったよ……」

『すまぬ……』

「平和になった町で、きいちゃんと一緒にお店、やりたかったよ……」

『……！』

　もしもガーゴイルの両手が動くなら、ユキを抱きしめただろうか。

　しかし石の身体は動くことなく、ユキの涙を受け止め続けていた。双葉に聞こえない小さな声でつぶやくユキの言葉を、ガーゴイルは黙って聞き続けた。

「……ユキ姉ちゃん、足！」

　ユキの足が透すき通とおっていた。まるで幽ゆう霊れいのようだった。













　そのうちにガーゴイルを抱きしめていた腕も透けて、見えなくなっていく。自分の身体を確認したユキは、涙を拭い、いつもの明るい笑顔で立ち上がった。

「消えちゃうのか……？」

「うん。もう、だいじょうぶ」

「なんで消えちゃうんだよ!?　だって、ガーゴイルが助けたんだろ!?」

「うん、でもね……この世界で、私の時間はもうなくなっちゃってるから」

　ここはガーゴイルの夢の中だ。

　あの時ユキを失ったガーゴイルにとって、この先の時間はユキがいない世界なのだ。

「双葉ちゃん」

　ユキの手が双葉の頭をなでようとして、止まる。もう肘ひじのところまでなくなっていた。

　代わりに、双葉がユキの腕を握った。

「ありがとう。石像さんの元気を取り戻してくれて」

「ユキ姉ちゃん……」

「これからも、よろしくね」

「姉ちゃん！」

　双葉の手がユキの腕をすり抜けた。

　もう、ユキの手足は完全に風景と同化し、かろうじて残っているのは顔と胴だけだった。その胴に向かって必死にすがりつく双葉。

「石像さん」

　ユキの目からひとすじの涙がこぼれた。

「助けてくれてありがとうね――」

『ユキ……！』




　そうして、ユキはこの世界から消滅した。




　焦こげ臭くさい匂においが風に運ばれてきた。

　しばらく、ふたりとも動けなかった。

　膝ひざをついて自分の身体を抱きしめる双葉。

「ガーゴイルは……悪くねぇよ……」

　もしも過去に戻ってやり直せるならば、きっとガーゴイルは何度でも助けに来ただろう。しかしここはガーゴイルの脳内世界。ここでどのような解決がされたとしても、それは架か空くうの出来事でしかないのだ。

　ユキがもういないというのは、くつがえしようのない事実。

『我は……今まで忘れていた……』

「封ふう印いんされてたんだろ？」

『そうだ。この先の記憶は、我にもない』

　嫌な記憶をなくしてしまいたい気持ちはわかる。封印したのはお姉さんだ。きっとこの後、ガーゴイルは荒れたのだろう。自分のプライドと大切な人を両方失ったのだから。機械的に記憶をオンオフできるというのは、便利なことだ。

『だが、もう忘れぬ』

「あたしも……絶対忘れねぇ」

　戦争という悲劇があったこと。その中で大勢の人間が命を落としたこと。ガーゴイルだけじゃない、みんな大切な人を失ったこと。

『双葉よ』

　ガーゴイルを見ると、頰に冷たいものが当たった。

　雨だった。

　汚れを吸った大気が空に昇り、雨になって還かえってきたのだ。

　ぽつぽつと降る雨が地面を濡ぬらし、独特の匂いを放つ。

『我は、こんな石像だ。大事なもの一つ守れぬ、ちっぽけな存在だ』

「おまえ……」

　こんなに弱気なガーゴイルは初めてだった。

　だけど今までで一番ガーゴイルを身近に感じた。

『それでも我は戦う。汝を守るために、御ご色しき町ちようを守るために。もう大切なものはなくさぬ。双葉が我の名を呼んでくれる限り、我は吉永家の門番であり続けよう』

「――うん」

　双葉はうなずく事しかできなかった。

　ガーゴイルが守れなかったものは、双葉も一緒に背負っていくつもりだ。この世界で何より忘れてはいけないものは、ユキの笑顔だと思うから。

　この先、ガーゴイルが何かを守り続けていく事が、ユキに対する一番の供く養ようになると双葉は信じている。

『双葉よ。先に東宮電機に戻ってくれぬか』

「お、おう」

　立ち上がって、振り返る。

　大通りには難なんを逃のがれた人達が安あん堵どしながら歩いていた。荷物を背負い、去っていく爆撃機に恨み言を叫び、子どもの手をひいて、疲れ果てた顔で、それでも命が助かった事を口々に喜び合っていた。

　その大通りに出て、東宮電機のビルを見上げた。

　爆弾の直撃を喰くらわなかったせいか、目印のように高くそびえ立っていた。あそこでは双葉とガーゴイルの帰りを待っている人がいる。

　お姉さんに事情を話したら、この旅も終わりだ。

　現実世界にも待っている人がいる。

「ガー……」

　振り返ろうとして、やめた。

　ガーゴイルは双葉に背を向けていた。燃え尽きた商店街をじっと見つめ、何かを想っている。

　ユキと別れた場所から一歩足を踏み出し、東宮電機まで歩いた。

　歩けば歩くほど涙が出てきた。消えていくユキの姿がいつまでも目の奥に残っていた。同じ境遇の人はたくさんいるためか、周りの人達は誰も双葉の事を気に留めない。それが双葉にはありがたかった。




『――――――――――――――…………!!』




　双葉だけでなく、その場にいた人達全員がそちらを向いた。

　甲高く、耳を引きちぎるような衝しよう撃げきが脳のう髄ずいをかき回した。

　だけどその余よ韻いんはソナタの終しゆう焉えんのように、悲しい気持ちを呼び起こす。

　天に昇っていくその声は、ユキの魂たましいを連れて行くように聞こえた。




　ガーゴイルの遠とお吠ぼえだった。




　　　　　[image: ]




　ケルプと喜き一いち郎ろうが交戦して、すでに二時間が経過しようとしていた。

　少なくとも、喜一郎の服はボロボロだった。無数に出現するケルプの、それぞれ最大火力の光線を何度も喰らい続けていた。まともな人間なら五、六回は死んでいるだろう。それでも喜一郎の自己再生能力で回復するので、やられる事がない。

　対してケルプは分身を繰り返しているが、ごくたまに喜一郎の攻撃が命中している。おそらくあれも古科学で作られたものなのだろう、光り輝く日本刀によって指や腰こしやたてがみの一部が削けずり取とられていた。燃える光線によって、河原の広場は無数のクレーターが生しようじており、その中でケルプの破片が黄金の輝きを放っている。

　不死身の人間と、不ふ屈くつの石像。

　このまま続けば一生戦っていそうだ。

　しかしお互いに不利な点もある。

「はぁ……はぁ……！」

　逆手から順手に日本刀を構え直す喜一郎。傷は一つもないが、明らかに疲ひ弊へいしている。不死身ということは、新陳代謝しんちんたいしやも常人以上なのだろうが、精神がついてこれない。二時間も全力で戦えば、どんな人間だって気持ちが摩ま耗もうする。

　石像のケルプにはそれがない。体力も精神力もスタミナも無限だ。何しろ人間ではないのだから。しかし身体だけは無限ではない。このまま喜一郎に削られ続けたら、いつか黄金のボディはなくなってしまう。

『感心致します……それだけの技量をお持ちでありながら、敵に回るなど』

「おまえは……敵で感謝する」

『ほう？』

「壊しても良心が痛まないからなっ……！」

　喜一郎が走った。ケルプは避よけもせずに、真正面から光線を放つ。胴を周回する輪から出される炎と融ゆう合ごうした、燃える光線だった。

「うおおおおおおっ！」

　光線に物もの怖おじせず、真っ向から斬りつける喜一郎。光線が喜一郎の顔を焼くが、その勢いは止まらず、ケルプは真っ二つに斬られた。

「そこだっ！」

　斬ったケルプが残像だとわかった直後に、喜一郎の刀の軌道が変わった。振り下ろした剣の柄つかを真後ろに叩たたきつける。柄の先端が開き、そこから刃が生えた。それは後ろから狙おうとしていたケルプの顔面に突き刺さった。

『おおおおおっ！』

　顔面に剣を刺したまま、ケルプが衝撃音波を放った。刺さった刃にヒビが入り、それを握っていた喜一郎が小さく揺れる。

「がはっ！」

　鼻と口から血を流し、喜一郎が倒れた。

　しかしすぐに起きあがってくる。

「まだだ……錬金術には、負けない……！」

　落ちた刀を拾い、喜一郎はケルプを睨にらむ。

『あなた様が小生やガーゴイル様を倒したら、この町の平和を守る者がいなくなってしまいます……それは小生のプライド以上に大切なもの……！』

　ケルプもまた、喜一郎に照準を合わせている。




『そこまでだ』




　重厚な声が河原に響き渡る。声自体は小さいのに、その場にいた誰だれもが声の主を聞き分けることができた。

　喜一郎とケルプの間に出現した石像は、その場の時を止めた。

　犬の姿をした黒い石像。

　皆、その事態を期待してはいたが、今ここで実現するとは思わなかったからだ。

「ガ……ガーくん！」

　土手の上で戦いを見守っていた和己が走った。

　嬉うれしさのあまり、ガーゴイルに抱きついてしまう。

『和己よ。心配をかけたな』

「ガーくん……戻ってきたんだね！」

『双葉に比べて、和己は涙るい腺せんが脆もろいのだな』

　涙があふれそうな和己を見て――ガーゴイルが笑ったような声を出す。今までになく感情的な声を聞き、眠っている間に一体何があったのかと考えてしまう和己。

『それより、これはどういう事だ。何があった？』

「あ、あのね――」

　和己が喜一郎の方を向く。

『いや、いい。全てわかった』

「ガーくん……？」

　向き直ると、すでにガーゴイルはいなかった。

　喜一郎は無視して、ケルプの前に座っていた。

『ガーゴイル様……』

『ケルプよ、礼を言う。我が眠っている間に、この町を守ってくれたのだな』

『礼など不要です。御色町を守る事は小生の務めでもあります。この町を守っているのはあなた様だけではないのですよ』

『そうだな――いや、今の汝はそうではない』

『なんですと？』

『良い姿をしている。傷を負って汚れても、がむしゃらに戦う汝は、前よりずっと美しい。おそらく、今なら我と互角以上に渡り合えるだろう』

『な、何を馬鹿なことを――』

　気のせいか、ケルプの声がうわずっているように聞こえる。ケルプでも照れる事があるのだろうか。

　そして怒るケルプをよそに、ガーゴイルは喜一郎の元へ移動している。

　喜一郎は刀をガーゴイルに向けて、何も言わない。

『久しぶりだな、喜一郎』

「……ああ」

『生きていたのだな。本当に良かった』

「……ああ」

『身体に異常はないか？　昔から喜一郎は病弱だったからな』

「うるさい……」

『汝のおかげで全て思い出したぞ。我は汝に――』

「黙れっ！」

　喜一郎の軍ぐん靴かがガーゴイルの身体を蹴り飛ばした。人間とはいえ超人の脚きやく力りよく、ガーゴイルは十メートル以上の距離を吹き飛ばされた。

「ガーくん！」

　和己がガーゴイルに駆け寄ろうとするが、喜一郎から発せられる威圧感でまともに近寄れない。それどころか、一歩でも踏み出したら斬り殺されそうな空気を放っていた。

『我は、汝に謝らねばならぬ事が沢山たくさんある。汝もそのためにここまでやって来たのであろう？』

　喜一郎は無言でガーゴイルに歩み寄り、また蹴飛ばした。

　ガーゴイルは抵抗もせずに吹き飛ばされる。

『おのれ！』

　ケルプの両眼が光るが、

『よせ、ケルプ』

　ガーゴイルも強い声で制した。

「うおおおおっ！」

　喜一郎は剣を構え、ガーゴイルに斬りつけた。

　光の障壁も出さず、避けようともせず、ガーゴイルは喜一郎の剣を真っ向から喰らった。ケルプなら一刀両断だったはずの刀だが、ガーゴイルの頭に刀身が刺さって止まった。喜一郎も平常心ではないのだ。

　刀を引き、またガーゴイルが蹴り飛ばされる。

『我は喜一郎との約束を守れなかった。ユキを守る事すら適かなわなかった。戦争で多くの人が命を失い、住む場所を追われた。それでも我は何もできなかった――』

「それ以上口をきくな！」

　もう一度、喜一郎はガーゴイルに刀を向ける。だが以前より勢いの落ちた刀はガーゴイルを斬る事ができず、代わりに喜一郎はガーゴイルを刀で思いっきり殴った。

『そして何より、我は汝との約束を忘れていた……』

　何もせず、喜一郎に殴られるだけのガーゴイル。

　しかし喜一郎は初しよ太だ刀ち以降、ガーゴイルに傷一つつける事ができない。

『許してくれ……我は、誰一人として守る事ができなかった……』

「ガーくん……？」

　普段からガーゴイルの声を聞き慣れている和己だったが、今日のガーゴイルは変だった。今まで聞いた事もないような声――まるで、泣いているかのような。

「俺はっ……！」

　殴っているうちに喜一郎の刀が折れた。

　今度は刀を捨て、素手でガーゴイルを殴る。

「錬金術に裏切られた俺は、おまえを破壊する事を唯ゆい一いつ心の糧かてにして、今日まで生きてきたんだ！　どうして反撃しない!?　何かを守れるというのなら、反撃してみせろ！　何も守れないおまえなど、存在価値がないじゃないか！」

『喜一郎よ――』

　殴られ、倒れたガーゴイル。

『汝は我を壊したいのではなく、我と戦いたかったのだな』

「何を……！」

『だが我は汝と戦わぬ。戦わずとも、何かを守る事はできる』

　起きあがりこぼしのように起きあがるガーゴイル。

『さあ、攻撃するがよい。それが望みなら、我を破壊してみるがいい。だが我はこの町の人間を、我が家族を守り通すと決めた。けっして破壊される事はない』

「なんでだよ……」

　喜一郎の手がガーゴイルの頭に置かれる。

「兵器のくせに、どうして攻撃しないんだ……？」

『我は兵器ではない。ただの門番だ』

　風が吹いた。

　ガーゴイルの首にかけられた鈴が鳴ると、喜一郎の視線がそちらに向けられる。

『たった一人の人間も守れぬ、小さな門番だ。だが何かを守るというのならば、もう我は躊躇ためらわぬ。敵を倒すのも厭いとわぬ。それで守るべきものが助かるのならば。守りたい者を全ての災さい厄やくから守る、それが我だ』

「……その鈴、どうした」

『恩人からの贈り物だ』

「そうか……」

　大きく息を吐くと、喜一郎は膝ひざを落としてガーゴイルと同じ目線になる。

　そしてガーゴイルの目をじっと見つめた。

「変わったな、おまえ」

『全ての物は変化する。記憶する事、忘れる事で変わってゆく』

「おまえは、もう俺の知ってる石像じゃない」

『汝は我の知っている喜一郎のままだ』

「そうだな……」

　ガーゴイルの目を見て、何がわかったのか。喜一郎は立ち上がると、手を前に突き出す。すると遠くに落ちていた軍服が宙に浮かび、喜一郎の手元まで戻ってくる。

「ケルプとか言ったな」

　軍服を肩にかけると、喜一郎はケルプの方を向いた。

『なんでしょう』

「認めてやる。おまえ達は兵器じゃない。ドミニオンとは違うようだ」

『感謝します。ようやく錬金術に対する誤解が解けましたな』

「いや、そうじゃない」

　喜一郎は横を向いた。

　その視線の先を、和己も東宮も追う。

　御色川にかかる橋の上に、二人の人影があった。

　和己の妹と、喜一郎の母だった。

「双葉ちゃん！　お姉さん！」

「おーい、兄貴！　ガーゴイル！」

　双葉が手を振りながら橋の欄らん干かんを飛び越えた。

　続いてお姉さんも跳び降りる。

「ええっ！」

　和己が驚くが、双葉もお姉さんも着地する前に身体がふわりと浮いた。ガーゴイルか、ケルプの念動力だろう。

「ガーゴイル！」

　双葉がガーゴイルの元へ走り――

「てめぇ、先に行くんじゃねーよ！　探しただろーがっ！」

　全力でドロップキックを食らわせた。ごろごろと転がるガーゴイルを見て、なんだか懐なつかしく感じる和己だった。

　そしてキックの体勢から起きあがった双葉は――

「キー兄ちゃん……」

「キー兄ちゃん？」

　呼ばれた喜一郎が一番驚いていた。

「あ、そうか。こっちじゃ初めてなんだっけ」

　反省しながら頭を掻かく双葉。なんの事だか全然わからない。

　会話から察するに、記き憶おく発はつ掘くつ寝しん台だいで喜一郎にも会ったという事なのだろう。確かにこっちでは初めての体験だ。

「って、なんでキー兄ちゃんがいるわけ!?」

　ようやく事態の異常さに気づいた双葉が、答えを求めてキョロキョロしている。

「えっと、喜一郎さんは、ガーくんに恨みがあって、それで事故を装よそおってガーくんを眠らせて、えっと……」

「喜一郎くんは、錬金術に深い恨みを持っているんだ。ガーゴイルくんを始めとする錬金術を全て滅ぼすために、ここに来たんだよ」

　和己の代わりに、東宮が簡潔にまとめて説明してくれた。

「そっか……」

　肩を落とす双葉。

「って、納得してるの双葉ちゃん？」

「うん……キー兄ちゃんの気持ち、なんとなくわかるし」

　過去で何があったのだろうか。

　すごく知りたかったが、それを問いただすのは後回しのようだ。

「お母さん――」

　喜一郎の視線の先に、兎と轉てん舎しやのお姉さんがいた。

　お姉さんは口元を押さえて、後ずさっている。どちらもよほど衝撃的だったのだろう。

「喜一郎……あんた、生きて」

　ひょっとしたら、終戦してから一度も会っていなかったのではないだろうか。

　だとすると――六十年以上。

　時代が移り変わっていく間、この親子は別れたままだったのだ。

　それなのに、喜一郎は目を逸そらした。

「どうして……」

　喜一郎には表情がなかった。

　全ての感情を押し殺しているように見えた。

「どうして、あんた達はあんなものを作ったんだ……？」

　絞り出すような、苦しい声。

『我らの事か』

「違う！」

『汝は我らの事を兵器と呼んだではないか。汝が憎いのは兵器だろう』

「兵器がおまえ達だけだなんて、誰が言った？」

「――！」

　それは和己も聞いていなかった。

　あれほどケルプ、つまりドミニオンを憎んでいたのだから、てっきり兵器とはドミニオンのことを指すのだとばかり思っていた。

「喜一郎くん、それはどういう事だ？」

　東宮も知らなかったようだ。

　さらにはガーゴイルやケルプまでもが知らない様子。

　双葉がお姉さんの顔色を見るが、お姉さんは腕を組んだまま無言。

「お母さんは――知っていますね？」

　睨まれたお姉さんは、しばらく喜一郎を見ていたが、やがて小さくうなずいた。

「どういうことだよ？　ドミニオン以外に兵器ってあったのか？」

　双葉が尋ねると、

「おまえ、なんでドミニオンまで知ってるんだ……？」

　喜一郎は双葉達が過去の世界に行ったことを知っているのか。兎轉舎に来た時、眠っているのを見たはずだが、ドミニオンにまで会っていた事は和己も知らなかった。

「まあいい。教えてやるよ。ドミニオン以外にも錬金術を使った兵器はあった」

「それは……？」

「まず前身として、こんな兵器があった――」

　その場にいる全員に聞かせられるように、喜一郎は声を張り上げた。

「爆薬を積んだ飛行機だ。乗組員は、大量の爆弾を背負いながら敵の艦隊に突っこむ。帰りの燃料はない。どうだ、今ならそんな兵器、考えもつかないだろう？」

　東宮とお姉さんがたじろいだ。彼らはその兵器を知っているのだろうか。

「突っこむって、操そう縦じゆうしてる人は？」

　聞きたくはないが、和己が尋ねると、

「……もちろん、爆薬と共に死ぬさ」

　当然の事だ。

　馬鹿げている。それに乗って死んでいった人達は、どんな気持ちだったのか。

「噓だろ？　だって、そんな兵器、意味ねーじゃん……」

　和己同様、戸と惑まどっていた双葉に答えたのは喜一郎。

「意味はある。自力で操縦できる爆弾だからな。命中すれば敵の戦艦だって撃げき沈ちんできる」

「だって、人が乗ってるんだろ!?」

「そうだ！　人が乗ってるんだよ！」

　喜一郎が軍服を翻ひるがえし、叫ぶ。

　一番憤いきどおっているのは彼だった。

「だが馬鹿な幕ばく僚りようも、ようやくそれが割に合わない事に気づいたみたいでな。奴らはその兵器よりも安価で、はるかに高こう威い力りよくの神かみ風かぜ兵器を作ろうとした……おまえらが考えている通りだ。錬金術だよ」

　喜一郎の手が強く握られる。

「軍は錬金術を利用して、あるものと引き替えに、水爆以上のエネルギーを引き出す装置を飛行機に積もうとしたんだ！」

　誰もが喜一郎の叫びを聞いていた。

　錬金術とは、鉄などの卑ひ金きん属ぞくから金を作り出す学問である。

　つまり既存の物質を変化させて、別のものを作る学問と言い換えてもいいだろう。酸素に水素を足すと水ができるといった化学反応とイメージは近い。その反応は化学と異なる系統だが、錬金術にはそれなりのルールがある。

　無から有を生み出す事はできない。唯一の例外は賢者の石だが、これは錬金術の最さい秘ひ奥おうとされている。

　その兵器が火力を得るためにも、爆薬に匹敵する何かが必要だったのだ。

『まさか、あるものとは……！』

「そうだよ、人間の命だよ！」

　枯れるくらい大きな声で、喜一郎は絶叫した。

　誰も反論しなかった。喜一郎の言うことが噓である可能性だって充分にあるはず。それでも喜一郎の目尻に浮かんだ涙は疑いようがなかった。

「本当……なの？」

　和己は東宮を見る。

「理論上は、多分、可能……なのかもしれない。だけど、僕は知らない！　お祖じ父いさまが作った兵器はドミニオンだけだったはずだ！」

「そうだという証しよう拠こはあるのか？」

　喜一郎の視線は、刀よりも鋭く東宮を刺す。

「証拠は……ない。それを言ったら、君の方だって！」

「俺はこの目で見たんだ。その兵器の中身を。確かに錬金術が使われていた」

「そんな、馬鹿げてる！　お祖父さまが……いや、まず高原が許すはずないだろう！」

　うろたえる東宮は、お姉さんを見る。

　喜一郎はずっとお姉さんからの答えを待っているようだったが、口に出して質問したりはしなかった。

「どうなんだ、高原！」

　お姉さんは眼鏡を指で押さえながら、小さな声で答えた。

「わたしは……作ってはいないわ。だけど、潤じゆんさんがその基礎になる設計を考えたという可能性がまったくないとはいえない……」

「その設計図なんかは……？」

「錬金術関係の設計図は、わたしと潤さんで出征前にすべて封印したわ。それに、兎轉舎が空襲で燃えてなくなった時に、一緒に焼かれたわ。本当よ」

「じゃあ、誰か別の錬金術師が……？」

　和己の思いつきを否定するのも、やはり東宮だった。

「いや、当時は錬金術はマイナーだったからね。高原潤、高原イヨ、東宮雅臣の三人しか錬金術師はいなかった。そのうち高原潤はシベリアに出征して帰ってきていないから、実際のところ錬金術師は高原と僕の祖そ父ふだけだったんだ」

　つまりその兵器を作ったのは、この三人の誰かということ。

　それとも、三人全員が――

「だけど聞いて喜一郎。わたし達は本当に、そんな兵器を作ったりはしていない。ガーゴイル君を見ればわかるでしょう？　潤さんだって雅臣さんだって、日本を守ろうとする意志はあったけど、それは犠ぎ牲せいの上に成り立つ防衛じゃなかった」

「口だけならなんとでも言えるさ」

　喜一郎はどこからか苦無を取りだし、指でなぞった。

　燐光りんこうのように淡く光るその苦無を構え、お姉さんの方を向く。

『よせ、喜一郎！』

　ガーゴイルが止めようとするが、喜一郎は首を振る。何に対して否定したのか、和己にはわからなかったが、ガーゴイルはそれ以上制止しようとはしなかった。

「お母さん……最初に見た時は驚きました」

「そうでしょうね。私も同じだけど」

「俺は生きて帰ってきました」

「ええ。お国のためにご苦労様でした」

　深く頭を下げるお姉さん。

　およそ平成の世で交わされる会話ではない。

「俺は生きるために魔法をかけられ、そして錬金術を滅ほろぼすために古科学を学びました」

「古科学!?」

　初めてお姉さんの顔に動どう揺ようの色が走る。

「さる人に教えてもらいました。俺の生きる目的の半分は、古科学で錬金術を一いつ掃そうする事です。ガーゴイルが兵器でなかったとしても、その理念は変わりません」

「もう半分は？」

「魔法使いを探す事です。俺の身体をこんな風にした男を探して、元に戻してもらうんです。だけど……お母さんのその身体は？」

「たぶん、喜一郎と似たようなものよ」

「そうですか……」

　お姉さんも喜一郎も、笑顔がなかった。涙もなかった。まるで他人のように淡々と会話が繰り広げられていた。それに口を挟はさむ者もいなかった。ただ喜一郎の現在の状況と、目的を聞かされているだけだ。

「今日はこれで帰ります。もう、戦いを続ける雰囲気じゃない」

「あなたも空気を読めるくらいには大人になったのね」

　苦笑するお姉さんに、初めて喜一郎が笑顔を見せる。

「これでも老人ですから」

　それは神社の境けい内だいで会話をした時の、邪じや気きのない喜一郎の顔だった。

　だけど手にした苦無は未いまだ光を放っている。

　あれを一体どこに投とう擲てきするというのか――

「そんなに気を張るな、吉永和己」

　いきなり名前を呼ばれて、和己はビクッと震えてしまう。

「前にも話しただろう。古科学は錬金術と違って、応用がたくさん利きくんだ」

「え……」

「この苦無もそうだ。この光る粒りゆう子しは、相手を攻撃する時に強い熱を放つ。それと同時に調整すれば強い光も出せるんだ――こんな風にな！」

　喜一郎が苦無を地面に突き刺すと、目の奥が焼けるようなフラッシュが焚たかれた。

　その場にいた全員が悲鳴をあげ、顔を押さえる。

「――またな」

　耳元で、喜一郎に囁ささやかれた。

　ようやく目が慣れてくると、もうそこに高原喜一郎の姿はなかった。

「喜一郎！」

　カーキ色の軍服姿を求めてお姉さんが走り出すが、

『もう、追えぬ』

　ガーゴイルのその一言を聞いて、足を止めた。

　無数のクレーターができた河原。

　逃げたのは喜一郎なのに、その場にいた全員が、ここに取り残されたような気持ちになった。まだ喜一郎には話したい事、聞きたい事がいっぱいあったのに。

「喜一郎――」

　お姉さんはふらつく足取りで、一人歩み去ろうとする。

「姉ちゃ……」

『止よせ』

　話しかけようとした双葉を、ガーゴイルが止めた。

　理由は言わなくてもわかるだろう。双葉もお姉さんの後ろ姿を見て、何も言えなくなった。

　彼女は六十年ぶりに息子と再会したのだ。しかも敵として。どんな気持ちなのか想像もしたくなかった。

　そう思ったら、和己は急に自分の家族が心配になった。

「双葉ちゃん、ガーくん、大丈夫？　身体平気？」

　土手を降りて、ガーゴイルの側まで走る。

　双葉は見るからに元気そうだったが、ガーゴイルは喜一郎の刀を喰らい続けていた。

『問題ない。頭を割られただけだ』

「それ人間だったら即死だから！」

　近寄って見ると、頭に線が一本入っていた。賢けん者じやの石を斬るとは、刀がすごいのか技量がすごいのか。六十年という時間を考えれば、喜一郎の技量がほとんどだろう。

「兄貴、ただいま」

　双葉が小さく手を振った。

　いつもより、元気がない。

「……ごめんね。やっぱり僕が代わりに行けば良かったかも」

「譲ゆずらねーよ」

「え？」

「あの想い出は、あたしと姉ちゃんとガーゴイルのもんだ。すっげー辛つらかったし、兄貴にも見せたかったけど、それでもあの時代に行けて後悔してないし」

　生気はないが、双葉の顔は晴れ晴れとしていた。

　帰ったらゆっくりとその想い出を聞こう。

　こっちも話したい事が沢山あるのだ。

『ケルプよ』

『なんでしょう？』

『汝の前身であるドミニオンは、汝に負けず誇り高かった。喜一郎は兵器と呼んでいたが、あれはこの国を守るために立派に戦った』

『……それを聞いて安心致しました』

　ケルプも所々が欠けていて、一番ケガが多いように見える。

　今回一番活躍したのはケルプだ。ガーゴイルが休眠している間、こんなに傷を負おってまで町を守ってくれた。立派な門番だと思う。

『喜一郎はまたこの町に来る。そうなった時、汝らの助けが必要だ』

『おやおや、ガーゴイル様ともあろうものが弱気ですね』

　茶化すケルプに、

『敵は喜一郎一人ではない。おそらく、他にも古科学とやらの使い手はいる』

『……そうですね。喜一郎さんにガーゴイル様の情報を教えた人物、そして情報を制限した人物がおります。小生はともかく、高原様がご健在である事や、デュラハン君やオシリス様の事は知らなかったようですし』

『我が倒されたその時は、汝らがこの町を守るのだぞ』

『それはありませんよ。あなた様を倒すのは、小生でございますからして』

『ふん――頼もしいな』

　皮肉を言うガーゴイルに双葉が飛びついた。

「あたしも一緒に戦うかんな！」

「僕だってそうだよ！」

　胸を張る和己に、

『和己は受験勉強に励はげんだ方がよい。我らとは違う戦争が待っているのだろう？』

「う～……」

　突然、嫌な事を思い出してしまった。

　そういえばそんなイベントもあったのだ。

「もしもの事があったら、ウチで働いてもらうから問題ないよ、和己くん」

　縁えん起ぎでもない事を言う東宮。

　だけどようやくいつもの雰囲気に戻りつつあった。

　高原喜一郎の脅きよう威いはまた続くだろう。だが、それでもガーゴイルがいない吉永家はもう考えられない。自分と双葉とパパとママ、それにガーゴイルがいて初めて吉永家なのだ。

　これから先、どんな戦いが待ち受けていても、この家族だけは守りたいと和己は思った。

　門番はガーゴイルだけじゃない。

　みんながみんな、誰かを守るためにがんばっているのだ。

「あ、そうだ」

　大切な言葉を忘れていた事に気づく。

　帰りを待つのも門番の仕事。

「双葉ちゃん、ガーくん」

　長い旅行から帰ってきた家族には、これを言わなければ。

　双葉とガーゴイルに、和己はにっこりと微笑ほほえんだ。




「――おかえり」
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　山やま間あいの道路は舗ほ装そうされておらず、山道どころか獣けもの道みちと呼べそうな代しろ物ものだった。

　その道を通るには車は使えず、徒歩で進むしかない。そうまでして進みたがる人間も少ないが、さらに徒歩で一時間ほど進めば、進入禁止の立て看板が見える。大抵の人間はここで挫ざ折せつする。さらに看板を立てたのが軍であるのを見れば、もう進む一般人はいない。

　その奥には巨大な倉庫が並ぶ、日本軍の兵器開発施設があった。ここで作られた兵器は、軍専用のトンネルを通り、港の軍艦へと運ばれる。もちろん地図には載のっていない。公表できない兵器を作っているからである。




　深夜。

　一番端にある倉庫の、さらに敷地の外に近い場所に一台の車が停とまっていた。

　まるで、というか、明らかに人目を避けていた。

　ここがどういう施設なのかは聞いたが、なぜ自分がここに連れてこられたのか、高たか原はら喜きい一ち郎ろうには全まったくわからなかった。車の後部座席に身を預けたまま、車の天てん井じようを見つめている。

「それは、本当なんですか？」

　運転席に座っている男は、ハンカチでしきりに涙を拭ふいていた。肥満した大きな体を揺すりながら、それでも周りの警けい戒かいを怠おこたらない。

「ええ、社長の容よう態だいは前よりも安定いたしまして……奇跡的だとお医者様は仰おつしやっておりました。あの空襲で家は全焼しましたが、錬れん金きん術じゆつに関係のあるものは全すべて運びだしたものですから……まったく、大したものでございます」

「そうですか……」

　あまり感かん慨がいがわかなかった。

　というか、全てがどうでも良かった。

　戦争から帰った喜き一いち郎ろうを待ち受けていたものは、孤こ独どくだった。

　母と石像は空襲の後、忽こつ然ぜんと姿を消したそうだ。

　雅まさ臣おみは空襲で大おお火傷やけどを負い、ドミニオンはＢ29と戦闘して破壊された。

　そしてユキは――

「錬金術なんか、なんの役にも立たなかったじゃないか……」

　助手席の背中に額ひたいをつけると、また涙が出てきた。

　自分がこんな身体からだになってまで守ろうとした者は、すべていなくなった。なんのために戦っていたのか――どうして生きようとしたのか。

「錬金術は、役に立ちますよ」

　運転席の男――平ひら賀がが涙を拭いて、車から出た。

「少なくとも、強大な力にはなります」

　手招きする平賀に、喜一郎も車から降りる。

　どこに連れて行くのかと思ったら、車をつけていた倉庫に入っていった。真っ暗だったが、平賀がすぐに灯あかりをつけてくれた。

　倉庫の中には、奇妙な形の飛行機があった。

　万年筆の先のような丸みを帯びた機体に、一対の翼がついただけの単純な飛行機だった。

　噂うわさには聞いていたが、実物を見るのは初めてだった。

「これは……あの、噂の神かみ風かぜ兵器ですか？」

「いえ、よく似ておりますが、これは改良型です」

「ここはそういう兵器を作る工場だったんですか……」

「現存する機体は、全て戦場に出て行きました。ここにあるのは、その新型ですな。ただ、これは帝国軍が使用していた既存の兵器とは一線を画かくしておりまして」

「でも、平賀さん。それをどうして俺に？」

「こちらをご覧下さい」

　歩き出す平賀についていくと、操そう縦じゆう席が見えた。

「これは――」

　喜一郎が気になったのは、操縦席の周りだった。

　どこのものとも判別できない文字のような模様が描かれている。これは蔵にある石像の首にある紋もん様ようと同じものだった。

「錬金術……？」

　すぐに喜一郎は機体に飛びついた。紋様を指でなぞると、淡く発光している。やっぱり石像と同じだ。

「どうして、錬金術が……？」

「外見は単葉機に非常に似ておりますが、構造はまるで違いますからして……こちらをご覧下さい」

　平賀が差し出した紙束を、奪うばい取とるようにして見る。そこには、この兵器の設計図らしきものが書かれてあった。

　ところどころ専門用語が出てきたが、それは機械工学に疎うとい喜一郎にはわからなかった。

　ただ、錬金術に関する専門用語だけは読めた。

「噓うそだ……こんなの、噓だ！」

　紙束を床に投げ捨てる。

「人の命を爆薬に変換するなんて……そんなことが……！」

「幸さいわい、終戦した今ではもう使われないでしょう。ですが、使われていたら広島や長崎以上の惨劇になっていたはずでございます」

「誰だれですか!?　これを作ったのは、誰なんですか!?」

「それは……」

　言いよどむ平賀の服をつかむ喜一郎。

「答えてくださいっ！」

「……これを見つけたのは……あなたのお屋敷が空襲で燃えた時です。ワタクシ、燃え残った資料を整理している時に発見したのです。なに、記憶力だけは良いものですから、はい、こうして複写させていただきました」

「噓だ……！」

　急速に身体から力が抜けていくのを感じた。

　喜一郎の知る限り、日本で錬金術を扱える人間は全て身内だ。雅臣が、自分の父母がこんな兵器を作っていたなどとは信じられなかった。

　しかし、目の前にある兵器が錬金術によって動いていることは、皮肉にも錬金術師の息子である喜一郎が一番よくわかっていた。

　誰も信じられなくなった。

　戦争で人間の醜みにくさを見聞きし、そして戦争が終わった直後に家族の醜さを知った。

　最も信じられた相手は、もうこの世にはいない。

「喜一郎さん」

　平賀が喜一郎の肩を叩たたいた。

「どうしてワタクシがあなたをここに呼んだのか、おわかりですか？」

「…………」

　喜一郎は無言で首を振った。

「ここに連れてくれば、喜一郎さんがワタクシと同じ考えを持ってくださると考えたからですよ」

「あなたと……？」

　聞き返したその時、慌ただしい足音が近づいてきた。

「おい、貴様らそこで何をしている！」

「軍の者じゃないな！　手を挙げて膝ひざをつけ！」

　小銃を構えた兵隊がふたり走ってきた。

　電気がついていれば、それは見つかるだろう。

「平賀さん、ここは俺が」

　前に進み出る喜一郎。撃たれても死ぬ身体じゃない。平賀を守る事くらいはできるだろう。

　ところが、そんな喜一郎を手で制した平賀。

「少し、眠っていてもらいましょうか」

　ひらり。

　平賀の手から二枚の紙が舞った。

　ただの紙にしか見えなかったが、それは蝶ちようのように空を飛び、さっと兵隊の顔面に張りついた。

「こ、これは……！　ン、ンンン！」

　顔を塞ふさがれた兵隊はしばらく苦しがっていたが、やがて倒れた。同時に紙が剝はがれ落ちる。

　物音一つ立てずに黙らせてしまった。

「……殺したんですか？」

「いえいえ、催さい眠みん術じゆつのようなものですよ。眠っているだけです」

　平賀は手をヒラヒラと振りながら、にこやかな笑みをたたえていた。

「これも錬金術……？」

「いえ、古科学と呼ばれる技術です」

「古科学？」

「日本では錬金術よりも古い学問でございます。ワタクシが東とう宮ぐう電でん機きに仕つかえているのも、ひとえに錬金術を学びたかったからでして。つまり、古科学の発展のために参考になるかと」

「平賀さん、あなたは……」

　呆ぼう然ぜんとする喜一郎に、平賀は何かを手渡した。

「単純に言えば、正義の味方になれる方法でございますかな。もちろん無む理り強じいはしませんが」

　それは一振りの刀だった。

　どこから取り出したのかもわからなかった。それも古科学の力なのか。

「あなたの身体の事は、軍にいる友人から聞き及んでおります。古科学を体得するのには時間がかかるでしょうが、なに、その身体ならすぐですよ」

　笑う平賀に、どう答えるか迷った。

　半分は自や棄けだった。

　だけどもう半分は、はっきりと自覚できる錬金術への憎しみだった。

「俺は――」







　ポツダム宣言が受理され、終戦を迎えた日本。

　軍縮に伴ともなう兵器の解体が各地で行われる中、某所にある兵器工場で爆発事故が起きた。

　新政府の発表はなく、そこで何が作られ、どうして爆発したのか、それを国民が知る事は最後までなかった。
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「お客様――」

　肩を揺すられ、喜一郎は目を覚ます。

　そこはファストフード店の一角だった。今風の洋服を着た若者が笑いながらこちらを見ている。

「あ……すみません」

　疲れていたからだろうか。変な夢を見てしまった。

「苦しそうに呻うめいているとの事でしたが、お身体の具合でも……」

「いえ、なんでもないんです。失礼しました。すぐに出ますから」

　食事の載のっていたトレイを片づけようとするが、店員がすでに片づけてくれたようだ。まったく何から何まで恥ずかしい限りである。

「えーと、お代は……」

「それでしたら、品物と引き替えに会計を済ませてありますよ」

「あ……そうだった」

　顔から火が出そうになった。

　まだ寝ぼけているようだった。

　ここは近所の定食屋ではないのだ。ファストフード店でのルールくらい喜一郎だって知っているが、それでも慣れない。

　心は昭和二十年のままなのだろうか。

「すみませんでした。本当にありがとう」

　軍服を羽は織おると、逃げるようにしてファストフード店から出た。背後から笑い声が聞こえた気もしたが、笑われて当然なので振り返らないでおく。

「ふぅ……」

　外はいい天気だった。駅ビルが太陽の光を遮さえぎっているので、空の色がはっきりと見える。そろそろ夕方にさしかかっているようだ。

　喜一郎は大きく息を吸いこむと、公衆電話を探した。







　たった一晩で兎と轉てん舎しやは元通りの不ぶ気き味みな店へと戻っていた。

　今日の品物はランプ。カンテラから行燈あんどんまで大小様々な灯りが薄暗い店内を照らしていた。

　それでもやっぱり客はいない。いるのは双ふた葉ばと和かず己みとガーゴイル、そしてすっかり元気を取り戻したお姉さん。

「今となってはどーしよーもないんだけどね。あの時、わたしが逃げなければもうちょっと変わった未来になってたのかもね」

　一晩中泣いたに違いない。双葉達が兎轉舎を訪れた時、お姉さんの目は真っ赤で、さらに腫はれぼったくなっていた。

　あまりにすごい形ぎよう相そうなので双葉がバカにしたところ、例によって青せい龍りゆう刀とうが踊おどる大だい惨さん事じになった。それが収まる頃には、お姉さんもいつもの元気な姿に戻っていた。

『何なに故ゆえ、我われを連れて逃げたのだ？』

「んー……」

　深く考えるお姉さん。

「一からやり直したかったのかな……。ドミニオンもガーゴイルくんもやられて、自分の錬金術を見つめ直そうとしたのね。あと、雅臣さんも似たようなこと言ってたし。それからわたし達、本当に敵みたいになっちゃったのよね」

『残された喜一郎のことは考えなかったのか？』

「戦死報告が来てたし。生きてるなんて、昨日まで夢にも思わなかったわよ」

「喜一郎さんはお姉さんが生きてるって、ここに来る前から知ってたんでしょうか？」

「さぁーねぇ。どうなんだろねぇ」

　和己の質問を笑ってはぐらかすお姉さん。

「でも、お互い生きてるってわかったんだし。これからはそのつもりで掃そう除じするわ」

「掃除？」

「いつ帰ってきてもいいようにね。部屋空あけとかないと」

『……そうだな』

　喜一郎が敵に回った事よりも、生きていた事の方がお姉さんは嬉うれしいのだ。いや、お姉さんに限らず全ての母親は同じ事を思うだろう。

「さてと、お茶淹いれてくるわねー」

　席を立ったお姉さんを見送ると、和己はガーゴイルの身体をなでた。

　喜一郎との戦いとも呼べない戦いで、全身に傷を負ったガーゴイル。とくに頭はぱっくりと割れており、非常に痛々しかった。今は包帯が巻かれているが、それでもやっぱり心配してしまう外見だった。

「ケルプはもう治ったのかな」

　つぶやく和己に、

『ケルプの方が重症だ。喜一郎の攻撃はケルプの内部を破壊するものも含ふくまれていた。現在、東宮が素材となる黄金をかき集めているところらしい』

「いくらかかるんだろ……」

　ガーゴイルが作られた時も、素材となる賢けん者じやの石のために大量の金を必要とした。

　つくづく、錬金術とは金のかかる学問である。もともと銅から金を作る学問のはずなのに。

　そうして、双葉がさっきから黙っている事に気づく。

「双葉ちゃん、どうしたの？」

「……ん。これ」

　髪の毛を指す双葉。

　そういえば双葉の髪飾りが変わっていた。いつもは赤いヘアゴムがお気に入りだったのに、今は古いデザインの蜻蛉とんぼ玉だまがついたゴムになっている。

「前使ってたゴム、どっかいっちゃったんだよ」

「心当たりないの？」

「……ユキ姉ちゃんにあげた。起きたらこれになってた」

　夢の中で会ったという、喜一郎の恋人だった。

　だけどそれは現実の出来事ではない。どうしてなくなっているのだろう。

『きっと、ユキが天国に持っていったのだな』

　およそガーゴイルの口から出そうにない単語が出た。

　この間の幽ゆう霊れい騒さわぎで考え方が少し変わったガーゴイルだが、まさか死後の世界も信じるようになったのか。

　驚いてはみたが、そう考えた方が最もしっくりくる。

「じゃあ、このゴムはユキ姉ちゃんの形かた見みか……」

　目覚めてからというもの、双葉は元気がなかった。その理由はガーゴイルから全て聞いた。戦争の痛みを直じかに体験した双葉に、和己はかける言葉がなかった。

　ところが――

『双葉よ』

「……ん？」

『何か悪いものでも食べたか？』

「てめぇ、どーいう意味だコラ……！」

　ユラリと立ち上がる双葉。

『静かで大人おとなしい双葉など、双葉ではあり得ぬ。さては汝なんじ、古科学の使い手とやらか？　双葉に化ばけているのではなかろうな？』

「死ねぇっ！」

　久しぶりに見る双葉の低空ドロップキックだった。ガーゴイルはゴロゴロと転がり、壁に掛けられたベルのようなランプの傘かさがガーゴイルの頭に落ちる。

「あたしがヘコんでちゃいけねーのかよ！」

『うむ』

「んだとこのやろ！」

『双葉は元気が一番だ。それがユキの望みでもある』

「あ……」

　ユキの事を思い出したのか、双葉が黙る。

　ガーゴイルの言う事にも一理ある。双葉が暗くなっていては、周りの人間全てが暗くなってしまう気がする。まるで太陽のような妹だと和己は思う。

「それでキレーにまとめたつもりかテメーッ！」

　それにしても、いささか熱すぎるような気もするが。

　ガーゴイルを蹴けり飛とばしながら店を破壊する双葉を前にオロオロしていると、頰ほおに冷たい感かん触しよくがした。

「あらあら……ウチでずいぶんと楽しそうな遊びしてるじゃない？」

　右手に青龍刀を持ったお姉さんが微笑ほほえんでいた。

　カウンターにポットを置くと、鏡のように綺麗な刀身をペロリと舐なめる。

「げ……やべ」

「覚悟はできてるんでしょうね？　双葉ちゃん、ガーゴイル君？」

『待て、我は関係――』

「キシャ―――――――――――――！」

　野生児のような叫び声を上げて双葉に飛び掛かるお姉さん。

　一歩間違えば傷どころじゃない青龍刀を避よけながら悲鳴をあげる双葉。

　その双葉にサッカーボールのように蹴られてゴロゴロ転がるガーゴイル。

「……ま、いつもの風景だね」

　こんな騒がしい日常だけど、なぜか安心する和己。

　いつもの所にいつもの人がいる。

　それが何よりの平和なのだ。

「今日は何分で終わるかな……と」

　暴れるのが彼女達ならば、後始末をするのは自分なのだ。

　人数分のお茶を淹れると、和己はホウキを取りに席を立った。







　警察を呼ばれてもおかしくないほどの乱らん痴ち気き騒さわぎを起こしている兎轉舎。

　その様子が映し出されている紙があった。ノートほどの大きさの和紙が、まるでスクリーンのように変化している。

　御ご色しき南口商店街からわずかに離れたところにある国道。その国道に架かけられた歩道橋の上で、高原喜一郎は紙の中の母を眺ながめていた。

「お母さん……」

　行方ゆくえ不ふ明めいになったと聞いた時は、まず死んでいるだろうと思った。

　たとえ戦争で命を落とさなくても、寿じゆ命みようが尽きていて当たり前の年月が過ぎていた。

「幸せに……暮らしていたのですね……」

　涙が喜一郎の頰を伝い、紙に落ちる。

　涙は紙に波は紋もんを作り、波紋は兎轉舎の映像を消す。

「良かった……本当に良かった……」

　つぶやきは下を通る車の音にかき消された。

　誰も来ない歩道橋の欄らん干かんをぎゅっと握り、喜一郎はさめざめと泣いた。

　母の胸に抱きついて、万ばん感かんの思いを打ち明けたかった。ユキの死に対する恨うらみ言ごとをいいたかった。母と石像と自分とで暮らしていけたら、どんなに幸せだろうか。

　ファストフード店では食べられない、母の手料理が恋しかった。

　それを断ち切ったのは、喜一郎自身だ。

　古科学を学び、錬金術の敵として生まれ変わった喜一郎は、もうあの頃には戻れない。そうなることを望んだ時、母との想い出は全て捨てたつもりだ。







「……？」

　何かが喜一郎の頭を小こ突づいた。

　折り紙の紙飛行機が足下に落ちていた。仲間からの伝令だろう。

　拾い上げて、飛行機に書かれた文面を見る。

　最初のくだりを読んで、喜一郎は苦笑した。

「あいつも苦労しているな。怪かい盗とう百ひやく色しきに娘がいたとは」

　そして本文に目を通すと、喜一郎の目が変わった。

「…………やはり、事件か」

　また、自分の力を必要としている人がいるようだ。

　泣いている場合ではない。

　この古科学と死なない肉体があれば、どんなことでもできる。

　兎轉舎の方を向き、頭を下げた。

「――また、いずれ」

　読んだ手紙をまた紙飛行機の形に折り、歩道橋から投げた。

　紙飛行機はしばらく滑かつ空くうした後、鳥の姿へ変化し、遠くへ飛んでいった。




　戦闘機が飛ぶことのない――

　家族と幸せに暮らした、あの時代と同じ空へ。





おわり　　

























※参考資料『ＯＵＲ　ＴＩＭＥＳ　20世紀』監修／筑紫哲也　角川書店

　　　　　『増補版・20世紀全記録』編集／講談社　講談社

　　　　　『第２次大戦事典[image: ]兵器・人名』編集／ピーター・ヤング　監訳／矢嶋由哉　原書房







※この作品はフィクションです。現実の組織、団体、個人などはいっさい関係ありません。




※「幕間（承前）」の最終行に空白がありますが，これは表現の一部です。


















　あとがき




　どもーっ！

　田口仙年堂でございますっ！







　というわけで10巻をお届けしました！　二冊にわたる長いお話も、これにて落着となります。お付き合いくださってありがとうございました！　……と、書くとまるで最終巻のように聞こえるけど、ちゃんと11巻以降も続きますよー！

　いやー、地じ獄ごくのような日々だった……。二ヶ月連続刊行なんて生まれて初めてだったモンだから、いつもの二倍の距離を全ぜん力りよく疾しつ走そうしましたよ。俺だけじゃなくて、担当Ｍ女史やイラスト日向さん、いやガーゴイルに関かかわった方々全すべてがそうなんですけどね。

　さらに、執筆中はアニメ放映に向けていろんなイベントがあったりしまして。もうてんやわんやで、何したらいいのかもわからなくなるほどでした。この本が刊行される頃には落ち着いている――といいなぁ。







　そう、とうとうアニメが始まっちゃいましたよ。みんな観みてくれました？

　当然、俺も観ました。テレビの前にかじりつくようにして。

　オープニングテーマが流れて『吉永さん家のガーゴイル』というロゴが表示された瞬間、鼻血吹きながら倒れそうになりましたよ。

　若わか本もと規のり夫おさんのガーゴイルが吠ほえる！　斎さい藤とう千ち和わさんの双ふた葉ばがドロップキック！　もうアホみたいに楽しい世界です！

　正直、この話が来た時には「ホントに実現するのかねぇ？」と半信半疑でしたよ。自分の作品は、アニメ化するほどの売る力はないと思ってましたから。しかし今、こうしてアニメになってみると、なるほど、我ながら面白いと思ってしまいます。つーかこれは俺の力じゃなくて、アニメスタッフの方かた々がたのお力ですね。

　皆様、本当にありがとうございます！







　アニメが放映されて、ガーゴイルが活気づくのはいいんですが……それによって忙しくなる俺。盛り上がれば盛り上がるほど駆かり出だされる俺。

　なんでこんなにイベントに出るようになってしまったんだろう。あ、もちろんラジオの一人ひとり喋しやべりコーナーも続いております。ほかにもサイン会をしたり、ステージに立ってお客さんの前で話したり。

　俺は作家なんじゃー！　と声を大にして言いたい。

　……のだけど、皆さん口々に「いやぁ、場ば慣なれしてるっていうか」「声の張りがイイですね！」「キャラの声、やらないんですか？」

　おだてられたブタの気分だよコンチクショウ。これでも本番になると気合入れて声張り上げてるんだぞー。慣れてるんじゃなくて、がんばってるんだよー！

「田口さん、本番です、よろしくお願いします！」

　うっしゃ、張りきっていきます！　やったるでぇー！

　あああ、ノリやすい気質が恨うらめしい。こうして今日もイベントに……。







　アニメ以外にもガーゴイルは様々な方面へ展開しております。

　先月は９巻と同時期にコミック版が発売されましたし、この本が出る週にはドラマＣＤが発売されています。どちらもスッゲー楽しい内容なので、ぜひ買ってください！

　コミック、アニメ、ドラマＣＤときたら、次はなんでしょね……。

　ゲーム？　いや、ここは実写で！

　ハリウッドに進出だ！　ガーゴイル役にブラッド・ピットを！　双葉役にエマ・ワトソンを！　和かず己み役にロバート・パトリックを！　……ごめん、さすがにロバート・パトリックは言い過ぎた。

　そして興きように乗ったころにゲーム化！　ジャンルは恋愛シミュレーション！　ガーゴイルやケルプや百ひやく色しきやヒッシャム達と仲良くなるラブコメ！

　さらにプロレスラーがガーゴイルの覆ふく面めんをかぶったりしてくれたら最高！

　あとはノベライズかな！　アニメで大人気の『吉永さん家のガーゴイル』を小説化だ！　執筆は今ファミ通文庫で大ブレイク中の…………あれ？







　お礼コーナー！

　……と行きたいのですが、今回はお礼すべき方が本当に多くなってしまい、一体どうしたら良いものか。一人一人にお礼を言っていたら、このあとがき全部使い切ってしまいそうなので、まとめてお礼してしまいますっ！

　小説、アニメ、コミック、ドラマＣＤ、その他モロモロ『吉永さん家のガーゴイル』に関わった全ての皆様、本当にありがとうございます！　

　元はといえば三年前に「普通の家にモンスターが現れたら面白くない？」という俺の馬鹿げた妄もう想そうから全てが始まりました。それが今やこんなに大勢の人を巻きこんでしまうなんて想像もつきませんでしたよ、ええ……。







　またしても大団円っぽくなってしまいましたが、勢いはまだまだ衰おとろえさせませんぜ！

　今回はしんみりした話だったから、次はまた違う方向で行きたいっ！

　ホロリとくるイイ話もいいですが、やっぱりバカな話を書いてるほうが楽しいです。今回、資料集めだけでもしんどかったですからねぇ……。

　とりあえず次の本が出るまで、アニメを観て待っていてください！

　ほかのメディアに負けないくらいがんばりたいと思います！

　では！


田口　仙年堂　　







































著者

田口仙年堂

Sennendou Taguchi




当然だけど、本を書いてお金を貰っている。しかし金持ちというわけではない。スーパーで半額のシールがついたお惣菜に目を光らせる金持ちがどこにいるのだ。いつかはケーキの包み紙を舐めずに捨てる人間になりたい……と思っていたが、この間金持ちの知人が舐めていた……ショックだ……。というわけで節目の10巻です。今後もよろしく。







イラスト

日向悠二

Yuuji Himukai




当然だけど、絵を描いてお金を貰っている。しかし金持ちというわけではない。テレビのアンテナはないし冷蔵庫もない。賞味期限が三日も過ぎた弁当を貪る金持ちがどこにいるのだ。しかし漫画やアニメへの出資は惜しまない。止められぬ食欲、物欲、知識欲。げに恐ろしきは人の業……。えーと、衝撃の10巻です。これからもよろしく。
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